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この資 料 は 、 日本 自転 車 振興 会 か ら、競 輪 収 益 の一部 で あ る機 械工 業 振

興 資 金 の補 助 を受 け て昭 和50年 度 に 実施 した 「ソ フ トウエ ア産 業 等 に関

す る動 向 調 査 」の 成 果 と して と りま とめ た もの です。
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1計 画策 定作業 の概 要

電子 計算機利 用高度 化計画は、 「情報処理 振興 事業協会等 に関す る法律 」

第3条 に基 づ き、次 の事項 につい て定め るもの である。

① 情報 処理 の振興 を図 るため、利 用を特 に促進 す る必要が ある電子 計算機

の設置 目標

② 情報処理 の振興 を図 るため、開発 を特 に促進 す る必要 が あるブ・グ ラム

(広 く利用 され る もの に限 る)の 開発 目標

皿 前 回 計 画 につ い て
、

1.計 画の 内容

前 回 計画 は 、 昭和47年1月 に 告示 され た もの で あb、 計数 型 汎 用 電子 計

算 機 で あ っ て、性 能 対 価 格 比 の高 い もの に つい て 次 の 目標 を定 め てい る。

昭和50年 度 末 の設 置 金 額3兆5000億 円

、 、

げ

}
冒

型 別 内 訳 設 置 金 額

大 型

中 型

小 型

超 小 型

2兆4,300億 円

7,600〃

2,000〃

1,100〃

こ こで、 「設置 金 額 」 とは 、実 際 に稼 動 してい る電子 計 算機 の買取 り価 格

(レ ン タル機 につ い て も、買取 り価 格 に換 算)の 合 計 で あ り、償 却 計算 は行

わ れ て い な いo

また 、各 「型 」の 定義 は 、買 取 り価 格 換 算 金 額 ペ ースで 次 の とお りで あ る。
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型 大 型 中 型 小 型 超 小 型

買 取 り 価 格
百万円

250以 上

百万円

250未 満

百万円

40以 上

百万円

40未 満

百万円
10以 上

百万円

10未 満

2.達 成 状 況

49年 度 末(50年3月 末)va;1!"け る設 置状 況(実 績)及 び50年 度末 の

実 績見 込 は次 の とお りで あ る。(実 績 見込 は 、50年9月 末 時 点 の 対 前 年 同

期 比 の型 別 の び率 に より計 算) ¢

(単 位 億 円)
σ

型 49年 度 末 50年 度末推定値

大 型 11,047 13,380

中 型 5,879 6,450

小 型 1,572 1,880

超 小 型 966 1,170

計 19,464 22,880

ノ"

ピ
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5.評 価

目標 と実績 の関 係 は次 の とお りで あ る。

(実 績) (実績見込) r計 画) 50/45の び 率
1

45年 度 末 50年 度末 50年 度末

1

(実 績見込)
②

1

(計 画)

陶

大 型 4,805 13,380 24,300 22.7 38.3
金 〔55.1〕

'

額 中 型 3,237 6,450 7,600 148 18.6

〔84.9〕

(

小 型 729 1,880 2,000 20.9 224
億 〔940〕

円 超小型 141 1,170 1,100 52.7 50.8

) 〔1064〕

合 計 &912 22,880 35,000 20.8 3■5

〔65.4〕
. .

金 大 型 53.9 58.5 69.4

額

構 中 型 36.3 2&2 21.7
'

成

比 小 型 8.2 &2 5.7

(

色 超小型 1.6 5.1 3.2

セ ッ ト数

(セ ット)

9,482 36,400

〔95.8〕

(3aoOO) 30.9

.

(320)

1セ ッ ト当

た り 金 額 94.0 62.9

(百万 円) (921) △77 (△σ4)

(注)〔 〕は 計画 の達 成 率(%)で あ る。
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目標 と実 績 との差 は以 下 の理 由 に よ る もの と思 わ れ る。

① 電子 計 算機 に つ い て は 、技術 革 新 の テ ンポは 、加 速 度 的 に速 くな ってお

り、性 能 対 価格 比 が 飛 躍的 な上 昇 を示 してい る。 した が っ て設 置 金 額 の伸

びに比 べ て現 実 の情 報 処理 能 力 の増 加 は 、 は るか に大 きい もの と思 わ れ る。

② ま た、 計画 と実 績 見 込 を型 別 にみ る と、計画 に お い ては 、大 型 、超 小型

へ の二 極 分 化 の傾 向 を重 視 し、大 型 は4割 、超 小型 は5割 の伸 びを 予想 し

てい た が 、実績 見 込 で は二極 分 化 の 傾 向 は若 干 み られ る もの の 、大型 は 予

想 ほ どに は伸 びず 、超 小型 は 予想 以 上 の 伸び を示 してい る。 これ が設 置 金

額 が 予想外 に低 くな った理 由 の一 つ と思 わ れ る。

この理 由 として は 、 オ ン ラ イ ン化 の技術 の進 展 等 に よっ て複 数 の超 小型

機 を組 み 込 ん だ シ ス テムが 増加 した こ とに よ る と思 われ る。

③ さ らに 、 オ イル シ ョ ック以 降 の経 済成 長 率 の鈍 化 に よb、 名 目GNPは

伸 び てい る もの の 、実質GNPは 当 初 の 予想 よbは るか に下 回 る もの と見

込 まれ る。 この こ と も、 目標金 額 を下 回 った 理 由 の一 つ と思 わ れ る。

臥

■
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皿 計 画 に つ い て

皿一1電 子計算機の設置 目標

i)計 画策定の基本 的考え方

イ.新 計画の 目標年度 は、5年 後 の昭和55年 度末 とした。

ロ.計 画の対象 は 、計数型汎用電子 計算機 とした。

ハ.設 置 目標 につい ては、情報化 の積極 的な推進 を図 るため、昭和56年

度末 に予想 され る設置金額 を、一年 くりあげ て新 目標値 とした。

の 計画 の内容

計数型汎 用電子 計算機 につい て次の設置 目標を定め る。

昭和55年 度末 の設置金額5兆4,700億 円

型 別 内 訳 設 置 金 額

大 型

中 型

小 型

超 小 型

3兆4300億 円

1兆4100億 円

3,700億 円

2,600億 円

6)策 定 方 法

設 置 目標 は 、以 下 の2つ の手 法 に よ って56年 度末 の設置 金 額 を 予測 し

た ところ 、そ の結 果 に有意 差 が認 め られ な か った ため 、両 者 の 中 間値 を と

ったo

(1)ト レ ン ド方 式

イ.昭 和40～48年 度 の時 系列 推移 を も とに 、規 模別k・ よび産 業別 に

主 と して線 型 モ デ ルに よる需 要 函数 を 推 定 し、産 業 内 の需 要構 造 に は

大 きな変 動 は ない こ とを前 提 と して、 条 件 付 き 予測 を行 っ た。

ロ.電 子 計 算機 の台 数 、金額 とも過去10年 間 指数 曲線的 上昇 をた どっ

て い るが 、 こ こでそ れ を量的 拡 大 上質 的 拡 大 の二 つ の要因 に分 け て考
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え、 前者 の代 表 と して 、売 上高 、GNP、NNPあ るい は それ に準 ず

る もの、後 者 の例 と して普 及率(資 本 金1千 万 円以 上 の規 模 の会社 に

占め るユ ーザ 数 の 割 合)を とb、 これ らを説 明 変数 として最 小2束

法 に よb、 推 定 を行 っ た。GNP等 は通産 省 長期 ビジ ・ンに おけ るG

NP予 測 値 に準拠 し、 また普 及 率 は 過去 の推 移 か ら推 定 した。

(2)パ タ ーン方 式

イ.電 子 計算機 の需 要構 造 は 、新 規 導入 、 導入 済 ユ ーザ の機 種 切 換 え

(通 常 は ア ッ プグ レ ー ド)及 び併 設 導入(ア ッ ド ・オ ン)の3つ の パ

タ ー ンに分 け られ るが 、 こ の点 に着 目 して 予測 した 。

ロ .新 規 導 入 需 要

業 種別 、企 業 規 模 別 に過去 の実 績 の傾 向 を延 長 して 、電子 計算 機 の

普 及率 を 予測 した 。 この普 及 率 の 増加 率 に企 業 数 を乗 じた値 が各 年 度

毎 の電子 計算 機 新 規 導 入企 業数 とな る。

新 規 導入 企 業 数 は企 業規 模 別 に求 め られ るか ら企 業 規 模 に応 じて新

規 導 入機 種 サ イズ パ ター ン を乗 じ て 、機種 別 、 サ イズ別 新規 導入 需 要

を予測 した。

ハ .切 換 え需 要 及 び併 設 需 要

切 換 え需 要 は導 入 済 機 種 の リタ ーン確 率 と切 換 え時 の ア ップ ・グ レ

ー ド確率(ど の機 種 サ イ ズか ら どの機 種 サ イズへ の移 行 が 行 わ れ るか

の確 率)を 設 定 して 予測 した。

更 に併 設需 要 に 関 して も、過去 の実績 と今後 の動 向 を考 慮 して 予測

を行 った。'

iili)評 価

目標値 を 昭和50年 度 末 の 実績 見込 と比 較 す れ ば 、次 の とお りで あ る。
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(実 績見込)
50年 度末

(計 画)
55年 度末

'

(ン の び 率,

(A) (B) (A) (%)

金 大 型 13,380 34,300 26 20.7

額 中 型 6,450 14,100 2.2 16.9

貧 小 型 1,880 3,700 2.0 145

円 超 小 型 1,170 2,600 22 17.3
)

合 計 22,880 54,700 24 工9.0

金
大 型 58.5 62.7

額 中 型 28.2 25.8

構
成 小 型 8.2 6.8

比

② 超 小 型 5.1 47

セ ッ ト 数

(セ ット)
3q400 (75,000) (2.1) (156)

一セット当たり金額

(百 万円)
62.9 (729) (1.2) (ao)

'

、'

① 総 額 で は5年 間 で24倍(平 均 のび率19.0%)と な るが 、型 別 に み

る と大 型 機 の増 加 が 目立 っ てい る。

これ は 、今 後 、社 会 生活 分 野 に おけ る情 報 化 の進 展 に伴 い 、大型 機 を

中軸 とす る大 型 の 情報 シ ス テ ムが 増 加 す る こ とを意 味 してい る と思 われ

るo

② 目標値 に つ い て、情 報化 の指 標 と もい え る電子 計算 機 設 置 額 の対GN

P(実 質)比 率 に着 目 してみ る と、次 の よ うな こ とが い え る。

昭 和49年 度 の我 が 国 にお け る実 質GNP(45年 価 格 、以 下同 じ)

は 、90兆2,680億 円、49年 度 末 の汎 用 電子 計算 機 設置 額 は 、1兆

9,464億 円 で 、 そ の比 率 は 、2.16%と な ってお り、一 方 、 ア メ リカ

の昭和49年 末 の汎 用 電子 計算 機 設 置 金額 は302億 ドル(9 .3兆 円)
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で 、 これ は 昭和49年 の実 質GNP1兆1,061億 ドル(340,7兆 円)

に対 して、2.73%と な る。

ところ で、 昭 和55年 度 の我 が 国 のGNPは 、産 業構 造 審議 会長 期 ビ

ジ ョンに よれ ば126兆4,000億 円で あb、 新 目標 設置 額 の対GNP

比 率 は4.33%と な るo

なお 、同時 期 の ア メ リカにつ い ては 、電子 計算機 の設 置 予想 額 は、

注1)
537億 ドル(16.5兆 円)で あ るの に対 し、推 定GNPは1兆1,960

注2)

億 ドル(36&3兆 円)で 、 そ の比率 は4.49%と 予想 され る。

す な わ ち 、 目標 達 成 時 の55年 度 には 、我 が 国 の 電子 計算 機 の普 及状

況 はほX'ア メ リカ と肩 を並 べ る もの と思 わ れ る。

(注1)InternationalDatxCorporation.レ ポ ー トで の

予測 伸 び率 の試 算

(注2)昭 和45～50年 の過 去 の実質 成長 率 で試 算

③ なお 、 今後 も、汎 用 電子 計算 機 の輸 出 の伸 長 、 オ ン ライ ン化 の進 展 に

よ るオ ン ライ ン端末 装置 の普 及 、 ミニ ・コン ピュ ー タの利 用 の増大 率 に

より、電子 計 算機 関連 産 業 は 、引 き続 き高 い生産 の伸 びを示 す もの と考

え られ る。

④ 目標設 置 金 額 に対 応 す る電子 計算 機 の総 台 数 を参考 のた め 試算 す る と

約75,000台 とな る。

勉.

」

五一2プ ログラム開発目標

i)計 画策 定の基本 的考 え方

プログ ラムの開発 目標については、将来5年 間におけ る情報処理 量の飛

躍的増大 、情報 処理 分野の社会 、生活領 域への拡大 ・デ ータ通信需要の増

大 、デ ータ保護 対策 の必要性 の増大等 の情報処理 をめ ぐる環境 の変化 に対

応す るとと もに、我 が国経済 ・社会 の直面す る課題の解決 に資 し、 もって

今後 の情報 処理 の健 全 な発展 に寄与す るプログ ラムの開発 を行 うこ とを基

》
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本 とし1同 時 に ソ フ トウエ ア面 にお け るア メ リカ との技 術 格 差 の解 消 を図

る もの で あ る。具 体 的 に は以 下 の よ うな プ ・グ ラム の開発 に重 点 が おか れ

てhるo

① 情報 処 理 の多様 化 ・能 率 化 及 び規模 の拡 大 に対処 す る基 本 的 プ ログ ラ

ム

② プ ログ ラム生 産 技 術 の飛 躍 的 な発 展 に資 す るプ ログ ラム

③ オ ン ラ イン情 報 処理 の 高度 化 を図 る プ ログ ラム

④ 社 会 開発 の促 進 及 び経 営 の効 率 化 等 の要請 に こた え る プ ログ ラム

⑤ 情 報 の総 合的 利 用 の た めの デ ー タベ ース に関 す る プ ロ グ ラム

計画 に掲 げ た プ ログ ラムは、 主 と して以 上 の観点 な どか ら、 開発 の必 要

性 が 高 く、 ま た 、昭 和55年 度 ま で に 、技 術 的 に実 用 化 、性 能 向 上 又 は汎

用化 が 可能 で あ る と予測 され る もの で あ る。

実 用化 とは 、研 究 途 上 の試作 段 階 か ら一 歩進 ん で 、企 業 、公 共 団 体等 の

業 務 に実 際 に適 用 化 され る段 階 で あ る。

性能 向 上 とは、 実 用 化以 後 、更 に機能 の拡 充強 化 、利 用効 率 の向 上 、保

守性 能 の向 上等 の 各種 性 能 の向 上 が 図 られ る段 階 を さ し、 汎 用化 とは 、 プ

ログ ラムの 流通 を促 進 す るため 標準 化等 の手 法 に より広 く利 用 され る段 階

をい うo

の 計画 等 の概 要

プ ログ ラム の開発 目標 に つい ては 、 プ ログ ラムの種類 に よ って、 プ ログ

ラム を制 御 プ ログ ラム、 通信 制御 プ ログ ラム 、言語 プ ロセ ッサ 、 ソ フ トウ

エ ア開発 ・管 理 支 援 プ ログ ラ ム、 ア プ リケ ーシ ・ン ・プ ログ ラ ムに 分類 し

た0

1.制 御 プ ログ ラム

コ ン ピ ュー タが効 率 的 に運転 され るため には 、 中央 処 理 装 置 や入 出力

装置 、記 憶装 置 な どを 、各種 の プ ・グ ラムか らの使 用要 求 に対 して 、量

的 に あ るい は時 間 的 に も最 適 に割 当 る必 要 が あ り、 ま た利 用 者 に 対 して
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も容 易 に利 用 で きる手 段 が提 供 さ れ ね ば な らない。 制 御 プ ログ ラム は 、

コン ピ ュー タの 全体 を統 括 す るプ ログ ラム で あ る。

(1)プ ログ ラムの 体系

制 御 プ ログ ラムは次 の5つ に分 類 され る。

①

②

③

④

⑤

汎 用制 御 プ ログ ラム

複 合 コ ン ピュー タ シス テ ム用 制御 プ ログ ラム

リソ ース シェ ア リング コン ピ ュー タ シス テ ム用 制御 プ ログ ラム

仮 想 マシ ンシス テム 用制 御 プ ログ ラム

デ ー タベ ース用制 御 プ ログ ラム

この分類 は 、 コン ピ ュー タシス テ ム の最 近 の組 織 形 態 に即応 して な

され てい るo

単 一 の コン ピュ ータ シ ステ ム で も、接 続 され る入 出 力装 置 や大 記 憶

装 置 が 多種 にな り、 まだ複 数 の プ ログ ラム を同時 に処 理 す るこ とが 一

般 的 にな って い る。構 成 要 素 の機 能 分 担 を最 適 に し、 か つ シス テ ムの

使 用 目的 に よ く適 合 せ しめ るため の汎 用 的 な制 御 プ ログ ラムの より一

層 の 開発 が必 要 で あ る。

ま た 、2つ 以 上 の コ ン ピ ュー タが相 互 に結 合 され て利 用 す る形 態 が

あ らわれ て きた。 多 量 の仕 事 を処 理 す るた め に複 数 の コ ン ピ ュー タを

結 合 し経 済 的 効 果 を発 揮 せ しめ るた め の制 御 プ ログ ラム(複 合 コ ン ピ

ュ ータ シス テ ム の制 御 プ ログ ラ ム)や 、 それ ぞ れ の 目的 、特徴 を もっ

だ コン ピ ュー タ を結 合 し、 相互 に資 源 を有 効 利 用 し あ うため の 制御 プ

ログ ラム 〔リソース シ ェ ア リング コ ン ピ ュー タ シス テ ム の制 御 プ ログ

ラム)の 開 発 が 必 要 で あ る。

コン ピ ュ ー タ関 連 費 の 中 で 、 ソ フ トウエ アの開 発 費用 の割 合 が増大

してい る今 日 、 ハ ー ドウエ アや 制 御 プ ログ ラムが 変 更 され る毎 に プ ロ

グ ラ ム を作 り直 す こ とは 困難 に な りつ つ あ る。 そ の ため仮 想 マ シ ン シ

ス テ ムが利 用 され る よ うに な っ て お り、異機 種 ま たは 異 種 制御 プ ログ
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ラ ムを処理 し得 る制 御 プ ログ ラムの 開発 が望 まれ る。 更 に近 年情 報 処 理

シス テ ムの総 合 化 、 体系 化 と と もに 、デ ー タベ ース が広 汎 に利 用 され て

きてお り・ これ を効 率 よ く保 全維 持 し、安 全 に制 御 す る為 制 御 プ 。グ ラ

ムの開 発 が 望 ま れ る。

(2)現 在 ま で の動 向

制御 プ ログ ラムは 、 ハ ー ドウエ アに密着 して 、特 に コ ン ピ ュー タ メ ー

カ ーを主 体 に して開発 され て きて 、専 用 制御 プ ログ ラム や小 型 ・超 小 型

機 用 の制御 プ ログ ラ ムに つい ては 、性 能 的 に充 分 な る もの が 開発 され た

と言 え る。

最 近 では 、バ ッチ処 理 、 オ ン ラ イン リア ル タ イム処 理 、 リモ ー トバ ッ

チ処 理 、 タ イム シェ ア リン グ処 理 を 同 時 に 行 う こ と や 、複 数 台 の コン

ピュー タを結 合 して利 用 す る ことが 盛ん にな ってお り
、制 御 プ ログ ラム

に対 す る機 能 の 要 求 が 多彩 に な って きて い る。そ の た め 制御 プ ・グ ラム

は 巨大 化 し、処 理効 率 が低 下 す る状 態 もで て きてい る。

現 在 で は、信 頼 性 ・保 全 性 ・処 理効 率 を高 め る と と もに構 成 ユ ニ ッ ト

間 の負 荷配 分 を 最 適 に行 うこ と、ま た多数 の人 が 同 時 に 使 うため 情報 の

保 護 機 能 な どが 充 実 され る こ とが 望 まれ てい る。

単 一 コン ピ ュー タ シス テ ム用 汎 用制 御 プ ログ ラム にお い て は 、 バ ッチ

処理 、 リモ ー トバ ッチ処理 、 タ イ ムシ ェア リング処 理 が 、一 体 化 され た

ものが 出現 して お り、 デ ータ ベ ース は不可欠 な もの と して取 り入 れ られ

て い る。 実 用 化 の段 階 は終 了 した と言 え る。

複 合 コ ン ピ ュ ー タ シス テ ム用制 御 プ ログ ラムは 、複合 シ ス テ ム の設 置

例 が 少 な か った た め 汎 用 シス テ ム の例 は限 定 され るが 、 特 定 用途 と して

は実 用 化 に入 っ て い る。

リソ ース シェ ア リング コン ピ ュ ータ システ ム用制 御 プ ログ ラム は、実

用 シス テ ムそ の もの の設 置 が な く研究 段階 で あ る。

仮 想 マ シ ンシ ス テ ムの制 御 プロ グ ラムは 、同一 の コン ピ ュ 一夕 シ リー
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ズ間 で は異 種 制 御 プ ログ ラムを シ ミュ レ ー トす る こ とが で き る よ うにな

って き てお り 、現 在 では主 に ソ フ トウ エア開 発 用 に利 用 され てい る。

デ ー タベ ー ス用 制 御 プ ログ ラムは 、 デ ータベ ース専 用 の ものは ない 、

しか し、 デ ー タの機 密 保護 と安 全 性 の管理 、 障 害管 理 、運 用管理 等 を一

元 的 に管 理 す る デ ー タベ ース を円滑 に運 用 し制 御 す る こ とが重 要 に な っ

て きて お カ、 こ のた め従 来 の汎用OS機 能 との補充 関 係 の も とに デ ー タ

ベ ース 制 御 プ ログ ラムの整 備 、拡 充 を 図 る こ とが望 まれ てい る。

(3)将 来 の動 向

基 本 的 に言 え る こ とは、

○

○

○

○

○

システム の保全性

"の 信 頼性

"の 機密保護機 能

"の 最適負荷配分機 能

"の 互換機能

の 実 用 化 、 あ るい は 向 上が制 御 プ ログ ラム に強 く要 求 され て くる。 これ

は単 一 の コン ピ ュータ システ ムで あ っ て も、複 数 の コ ン ピ ュー タが給 合

され た シス テ ム で あ って も共 通 の課 題 で あ る。

な ぜ な ら、 「プ ・グ ラムの体 系 」 で も述 べ た ご と く、

○ シ ス テ ム の構 成 要素 自体 が 多 様 化 して い る こ と

○ シス テ ムが 相互 に結合 され て関 連 を有 す る こ とが 一 般的 に な っ て

くる こ と

○ 多数 の人 々が 多様 な使 い方 を 同 時 に 行 う こ と

○ ソ フ トウエ ア開 発 費 の増 大

等 に対 処 す るた め で ある。

旧 高 度化 計画 の分類 体 系 に お い て は 、超 大 型 ・大 型 ・中型 ・小 型 ・超

小 型 とコ ン ピ ュ ータ の規 模 別分 類 を基 本 として制 御 プ ログ ラム を対 応 せ

しめ てい た。 そ して型 の大 小 にか か わ らず単 一 シ ス テム で の汎 用 制御 プ
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・グ ラムは性 能 向 上 の域 に充 分達 して来 てい る。

今後 の コン ピ ュ ータ利 用は 、 これ ま で の ように1台 の コ ン ピ ュ ータ を

ど う効 率 よ く利 用す るか 、 とい う こ とに加 え て、複 数 の コン ピュ ータ を

どの よ うに関連 づ け 、機 能 を分 担 せ しめ て効率 よ く利 用 す るか とい う こ

とが重 要 に な って くる。

そ のた め には 、 コ ン ピ ュー タの大 小 に依 存 して制 御 プ ログ ラムの特 徴

を分類 づ け る より も、 コン ピ ュー タの利 用形 態 を基 本 と して制御 プ ログ

ラ ムを分 類 した方 が便 利 で あ る。

(4)プ ログ ラムの 開発 目標

① 単 一 コ ン ピ ュ ータ ・シス テ ム用汎 用制御 プ ・グ ラム(性 能 向 上)

単 一 コン ピ ュ ー タ ・シス テ ムで ハ ー ドウエア 、 プア ー ム ウエ アの 間'

で最 適 な機 能 分 担 を行 い 、 シ ス テ ムの使 用 目的 に よ く適 合 し得 る汎 用

の制 御 プ ログ ラム で あ る。

② 複 合 コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム用制 御 プ ログ ラム(実 用化)

複数 の 中央 処理 装 置 を有機 的 に結 合 して1つ の シ ス テ ム と して動作

させ る為 に 、負 荷 分担 と統 括 制御 を行 う制 御 プ ログ ラム で あ る。

③ リソ ース ・シ ェ ア リング ・コン ピュ ータ ・シ ス テム 用 制御 プ ログ ラ

ム(実 用 化)

複数 の コン ピ ュ ータ ・シス テ ム間 で 、 ハ ー ドウエ ア 、 ソ フ トウエ ア 、

デ ー タベ ース等 を共 有 す る リソ ース ・シェ ア リン グ ・コ ン ピュー タ ・

シス テ ムの制 御 プ ログ ラムで あ る。

④ 仮 想 マ シ ン ・シス テ ム用 制御 プ ログ ラム(実 用 化)

異 機種 又 は 異 種 制御 プ ログ ラムを シ ミ ュレー トす る制御 プ ログ ラム

で あ るo

⑤ デ ー タベ ース管 理 シ ステ ム用制御 プ ログ ラム(性 能 向 上)

複雑 、大 量 の デ ータを 有機 的 に収 容 して 、効率 良 くフ ァイル を管 理

す る制御 プ ログ ラムで あ るo
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2.通 信 制 御 プ ログ ラム

通信 回線 と情 報 処 理 シス テ ム の結 合点 に位 置 す る プ ログ ラム で通信 回 線

に対 して必 要 なデ ータを入 出 力す る機 能 を有 す る。 ハ ー ドウエア的 に は結

合 点 は 中央 処 理 装 置 、 フ ロン トエ ン ドプ ロセ ッサ(通 信 専 用 プ ロセ ッサ)、

電子 交換 機 等 で あ る。

(1)プ ログ ラ ムの 体系

通信 制 御 プ ログ ラムは 、そ れ を実行 す るハ ー ドウ エア に より

① 中 央 処理 装 置

② フ ロン トエ ン ドプ ロセ ッサ

③ 電子 交換 機

等 に分類 され るo

通信 回 線 を介 して 中央 処理 装 置 の相 手 側 に よ り

① 一 般 端 末

② イン テ リジ ェ ン ト端末

③ 計算機

等 に分類 され る。

以 上 に加 え て 、 コン ピ ュー タネ ッ トワー ク相 互 を結 合 す るため の プ ・

グ ラム等 、特 殊 目的 の プ ログ ラムが あ る。

(2)現 在 ま で の動 向

端 末 と計算 機 を通信 回 線 を介 して 結 合 す るオ ン ラ イ ンシス テ ム の大 部

分 の 通信 制 御 用 プ ログ ラムは 、

① 通信 回 線 と しては 、主 と して専 用回線

② 端末 は 、 キ ーボ ー ドプ リン タ 、 デ ィス プ レイ装置 等

③ 通 信 制 御 用 の ハ ー ドウエ アは 、主 と して布 線論 理 に よる通信 制御 装

置

④ 通 信 回線 上 の誤 り対 策 のた め に は 、基 本 伝送 手 順 を対 象 として開 発

され た
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上 記 プ ログ ラ ム の実 用化 は 、過去5年 間 に ほ ぼ終 了 し、今 後 はそ の性

能 向 上 、汎 用化 の 方 向 に む か って い る。

さ らに5年 間 に

①

②

③

④

⑤

通 信 回線 と して回線 交 換 回線

端 末 と して イン テ リジェ ン ト端 末

通 信 専 用 プ ロセ ・サ(フ ロン トエ ン ドプ ロセ ッサ)

伝 送 効率 向 上 のた め に一 部 用途 に は 、 ハ イ レベ ル伝 送 制 御手 順

簡 単 な計算 機 相 互 の通 信

の た めの プ ログ ラムが 一部 実 用化 さ れ た。 ま た 、

① パケ ッ ト交 換 回線

② パ ケ ッ ト交 換 機

③ 高 度 の イン テ リジェ ン ト端末

④ 高 度 の 計算 機 間 通信

の ため の プ ログ ラムが 試作 され た 。

(3)将 来 の動 向

旧高 度 化 計 画 の主 要 目標 で あ る計算 機 、 端末 、交 換 機 相 互 の接 続 に関

して は 、前項 に のぺ た よ うに 、基 本 的 形 態 の開発 は終 了 した とい え る。

今後 の技術 動 向 と しては、 次 の諸 点 に着 目す る必 要 が あ る。

① フ ・ン トエ ン ドプ ロセ ッ・サ技術 の進 歩

② イ ンテ リジ ェ ン ト端 末 の進 歩

③,パ ケ ッ ト交 換 を主 流 とす るデ ー タ交 換 網 の整 備

④ コン ピ ュー タ ネ ッ トワ ーク技 術 の進 歩 と各種 プ ロ トコル(通 信 規 格)

の統 一

⑤ 複 数 個 の コン ピュ ー タネ ッ トワ ー クの 出現 とそ の相 互 接続

これ らに対処 す るた め の高 度 化 計画 に の べ る諸 プ ログ ラム の実 用化 、性

能 向 上 等 を はか る必 要 が あ る。

(4)プ ログ ラム の 開発 目標
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① オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム用 通信 制 御 プ ログ ラム

イ.フ ロン トエ ン ド ・プ ロセ ッサ 用 プ ログ ラ ム(性 能 向 上)

ホス トコ ン ピ ュー タ と通信 回線 との間 に位 置 し、 ホス トコ ン ピ ュ

ー タ とメモ リま た は チ ャネル に よ り相互 に接 続 され てい るフ ロン ト

エ ン ド ・プ ロセ ッサ上 で 作 動 し、主 と して通信 制 御 を司 る プ ログ ラ

ムで あ るo

ロ .イ ンテ リジ ェ ン ト ・タ ー ミナ ル 用 プ ログ ラム(性 能 向 上)

端末 装 置 に 内蔵 され た ミニ コン ピュー タ又 は マ イク ロ コン ピュ ー

タ上 で 動作 し、 端末 装 置 の動作 を制 御 す るプ ログ ラム で ある。

② デ ータ交換 網 用 通信 制 御 プ ログ ラム

イ.デ ー タ交 換 用 プ ログ ラム(性 能 向 上)

電子 交換 機(回 線 交 換 用 、 バ ケ ッ ト交 換 用 、 マル チ プ レ クサ等)

又 は 交換 用 の ノ ー ド ・コ ン ピ ュ ータ上 で 動作 し通信 回線(無 線 も含

む)相 互 の交 換 を行 う プ ログ ラム で あ る。

ロ.網 間接 続 用 プ ログ ラム(実 用化)

網 間 接続 装 置 等 を 介 して 通信 す る網 間接 続 用 制御 プ ログ ラム で あ

るo

③ コ ン ピ ュ ータ ・ネ ッ トワー ク用通 信 制御 プ ログ ラム(実 用化)

コン ピュ ー タ ・ネ ッ トワ ーク に お け るコ ン ピ ュ ータ間 通信 の た め の

プ ログ ラム で あ る。

3.言 語 プ ロセ ッサ

個 々の コン ピ ュ ー タ特 有 の ハ ー ドウエ ア方 式 や コ ン ピ ュ ータ の動 き を考

慮 す る こ とな く、各 種 の問題 を 解 くプ ログ ラムや デ ータ処 理 シ ス テ ムの プ

・グ ラムを記 述 す る問 題 寄 りの手 続 き言 語 や 、そ の他 の コ ン ピ ュー タが 直

接 解 説 出来 な い言 語 を コ ン ピ ュー タが解 読 出来 る機 械 語 や 中 間 に介 在 す る

言 語 に翻 訳 す る機 能 を持 つ プ ログ ラム ・全 プ ログ ラマが利 用 す る もので あ

るo
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(1)プ ログ ラムの 体系

① 翻訳 手 順別 体系

ア.ア セ ン フ フ

イ.コ ン パ イ ラ

ウ.プ ロ セ ッ サ

エ .ジ ェ ネ レ ー タ

機 能'

機械語寄 りの言語 を機械語 に翻訳

よ力高水準 な手続寄 りの言語 を機械語 に翻

訳

ある高水 準言語又は特殊 な言語 を他 の言 語

に翻訳

条件又 は構 文 パラメータ等 を与え るこ とに

より機械語又 は他の言語 に翻訳

② 用途別 分類

A汎 用言 語 プ ロセ ッサ … …… 主 と して手 続 言語

a.一 般 ユ ーザ の ア プ リケ ー シ ョン開 発 用(主 と して)

ア.汎 用 高 水準 言語

o事 務 用

o科 学技術用

o共 用

イ.汎 用会話型言語

ウ 問題記述用言語

工 表 形 式 言 語

オ.数 式処 理 用言語:

カ.そ の 他

COBOL

FORTRAN,A]IGOL

PL/I

BAS,C

会 話型FORTRAN

ICETRAN

DECISIONTABLE

GENERATOR

FORMAC

b.特 定 ユ ー ザ の た め の 特 殊 プ ロ グ ラ ム 開 発 用

ア.基 本 ソ フ トウ エ ア 記 述 用 言 語:BSL

イ.言 語 プ ロ セ ッサ ジ ェ ネ レ ー タ
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B専 用言 語 プ ロセ ッサ… … よb問 題 向 け な言語 プ ロセ ッサ

a.OR経 営 計 算 用言 語

ア.シ ミュレ ー シ ョン用 言 語:GPSS,SIMSCRIPT

DYNAMO

イ.プ ロジェ クb管 理 用言 語:PROJACS

ウ.経 営 計画 ・予測 用言 語

工 .そ の 他'

b.技 術 計算 用言 語

ア.土 木 構 造 解析 用言 語:COGOSAP

・イ.連 続 型 シ ミュレ ー シ ・ン 用 言語:

ウ.回 路 解析 用言語:EMDS

エ.そ の 他

c.教 値 制御 用言 語:APTEXAPT

d.図 形 処理 用言 語

e.デ ータ ベ ース 用言語

f.情 報検 索 用言 語

g.医 療 情報 処理 言 語:MUMPS

(2)現 在 ま で の動 向

CMPS

高度 化 計画(第 一 次)以 前 の言 語 プ ロセ ッサ は、汎 用 高 水 準言 語 の標

準 化 を 目標 と して、言 語 が手 続 言語 寄 りに向 か って いた 為 、 プ ロセ ッサ

側 はそ れ に追 い 付 く目標 を持 って い た 。第 一 次 の5年 間 は手 続 き言 語 が

動 け ば よい とい う段 階 か ら言 語 の 標準 化 の発 展 とプ ロセ ッサ の処 理 効 率 、

結 果 と して 出来 た オ ブ ジェ ク トプ ログ ラムの処理 効 率 を 良 くしよ うとい

う考 え 方 に基 い て性 能 向 上が行 わ れ た。

又言 語 自体単 に手 続 き言 語 だ けで 行 こ うとす るや り方 は プ ログ ラ ミン

グ 自体 の手 間 暇 に しわ寄 せが 行 くので 、 「よ り容易 に プ ログ ラ ミン グが

出来 る」 とい う 目標 を持 ち問題 向 な言 語 の 開発 が 盛 ん にな った結果 、言
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語 の 体系 に 示 され てい る よ うに分 類 上 か ら言 って も種類 分 野 内 容が 増加

し、且 つ 複 雑 多 岐 に渉 っ て来 た。

こ の為 、 多様 化 した問題 向 け言 語 の 標準 化 方向 も必 要 どな って来 た 。

又 最近 通 信 機能 とコン ピュ ー タ との結 合 が 容易 に な カ イ ンテ リジ ェ ン

ト端 末 の開 発 を 中心 とした端 末機 器 の発展 、 デ ータ ベ ース の ため の大容

量 記 憶 の開 発 、仮 想記 憶 を始 め て す る方 式 の変 化等 に よ 吻 プ ログ ラムが

よ吻複雑 化 し、 大規 模 化 した と同 時 に ノン プ ログ ラマに よ る コン ピュ ー

タ利 用 の開 始 な ど も起 り、そ の為 の言 語 も発 展 した 。

以 上総 括 す る と

① 高 度 な 情報 処理 技術 者 向 言 韮

②

③

④

高水 準汎 用言韮

問題向言託

汎用会話型言語

益 々高度化

益 々標準化

益 々多種多様化

益 々 ノンプ ログ ラマ向

とい う傾 向 に な った。

次 に言 語 プ ロセ ッサ開発 費 用 の問 題 も同 時 に考 え な けれ ば な らな い。

こ の5年 間 の人 件 費 の 急騰 は言 語 プ ・セ ッサ開 発 に厳 しい条件 を与 え て

来 た。 この影 響 が言語 プ ロセ ッサ ジ ェ ネ レ ータや 問題 記述 用言語 プ ロセ

ッサ の開 発 に影 響 を与 え てい る。

(3)将 来 の 動向

o全 般 … …将 来 言 語 プ ・セ ッサが どの方 向 に発展 す るか 、又 どん な も

の を開 発 し、 どの方向 に向 け るか につ い て検 討 を行 うに際 し、過 去5

年 間 の 動向 を 無視 す る ことは 出来 な い。 これ ま で の5年 間 の発 展 動 向

の延 長 線 上 に将 来 の5年 間 の発 展 を直 接 求 め られ ない と した ら、そ れ

は超LSIの 開発 、通信 ネ ッ トワー クの 発 展 、 イン プ ッ トア ウ トプ ッ

ト機 器 の 発展 な どに影響 され る ハ ー ドウエ ア方 式 の発展 や コン ピ ュー

タア プ リケ ー シ ョンの進 展 、 ノ ン プ ログ ラ マの コ ン ピ ュー タ利 用 の 増 ・

加 筆 の影 響 に よる もの で あろ うo
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現 コ ン ピュ ータユ ーザ は言 語 及 び言 語 プ ロセ ッサ の 現状 に満 足 して

い ない ば か りか 相矛 盾 す る方 向 へ の発 展 を希 望 して い る。

以 上 の 動向 全 般 を ま とめ る と

①

②

③

④

⑤

自然言語 に類似 した手続 き言語

マ イクロ化 す る機械語 への対応

ノンプ ・グラマ向学習不要 な言語

多種 多様 化す る問題向言語 とそ の標準化

言語 及びその プ ロセ ッサの開発 費削減 とそれに役立 つモ ジュール

化 高 度 化言 語 の 開発

⑥ 通 信 回線 利 用等 の ハ ー ドウ ェア シ ス テム の高 度 化 に よる異 機 種 間

相 互 利 用 可 能 な言 語

⑦ 標準 化 とポ ー タ ビ リテ ィ及 び処 理 効率 の向 上 な ど

o高 水 準 言 語 … … ハ ー ドウエ アの進 歩 に伴 い言 語 自体 が 変 化 す るが そ

れ に追 従 、 ポ ー タ ビ リテ ィ完 全 標 準 化方 向

o汎 用 会話 型 言 語 … … デ ー タベ ース 機能 、 自己拡 張 機 能 、 ノ ン プ ログ

ラス利 用志 向方 向

o問 題 記述 用 語 プ ロセ ッサ …… 問題 向 け ブモ ジ ュール の管理 と利 用範

囲 を拡 大 させ る方向

o表 形 式 言語 プ ロセ ッサ… … よb使 い 易い形 に発 展

oベ ーシ ック ソ フ トウエ ア記述 用言 語 プ ロセ ッサ … …OSの 開 発 は増

々盛 ん に な り、そ れ に大 い に役 立 つ 方 向

o言 語 プ ロセ ッサ ジェ ネ レー タ… … 更 に あ と5年 間実 用化 に向 け一 が

ん ば り

o各 種専 用問 題 向言 語 … … ア プ リケ ーシ ョンが高 度 に進 み デ ー タベL

ス 、画像 処 理 な どが発 展 し、増 々高 度 化 方 向

(4)プ ログ ラムの 開 発 目標

① 汎 用言語 プ ロセ ッサ
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イ.汎 用 高 水準 言語 プ ロセ ッサ(性 能向 上)

FORTRAN/ALGOL/COBOL/PL-1言 語 とそ の プ ロセ ッサ

で あ る。

ロ .汎 用 会話 型 言 語 プ ロセ ッサ(性 能 向 上)

広 範 囲 に捗 るア プ リヶ ー シ ・ン及 び デ ー タ処理 に対 処 し うる汎 用

会 話 型 言 語 とそ の プ ロセ ッサで あ る。

ハ .問 題 記述 用語 プ ロセ ッサ(実 用 化)

ア プ リケ ーシ ョン等 に利 用 され る問題 向 言 語又 は サ ブ プ ログ ラ ム

の 上位 に ラン ク し、 マ ク ロな高 水 準言 語 あ るい は フ ローチ ャ ー トで

問題 を記述 す るこ とに より実 行 可 能 な プ ログ ラ ム を ジ ェ ネ レ ー トす

る プ ログ ラ ムで あ るo

二 .表 形 式 言 語 プ ・セ ッサ(性 能 向 上)

表 形 表 記 述 の入 力 に よ り処理 可 能 な プ ログ ラ ムを ジ ェネ レ ー トす

るプ ログ ラ ムで あ るo

ホ.プ ログ ラ ム ・ジェ ネ レ ータ(性 能 向 上)

パ ラ メー タ記 述 言 語 の入 力 に よって処理 可 能 な プ ログ ラム を ジ ェ

ネ レ ー トす る プ ログ ラムで あ る。

へ.べ ーシ ヅク ・ソフ トウエア記 述 用言語 プ ロセ ッサ(性 能 向 上)

ベ ー シ ック ・ソフ トウエア を記 述 す る言 語 及 びそ の プ ロセ ッサで

あ るo

ト.言 語 プ ロセ ッサ ・ジェ ネ レ ータ(実 用 化)

言語 の シ ンタ ックス とセ ヤ ン テ イ ックス を与 え る こ とに よ りそ の

言 語 プ ロセ ッサ を 自動作 成 す るプ ログ ラム で あ る。

② 専 用言 語 プ ロセ ッサ

イ.汎 用 図形 処理 用言語 プ ロセ ッサ(性 能 向 上)

グ ラ フィ ック ・デ ィス プ レ イ等 に よ る図 形 処 理 用 高 水準 言 語 とそ

の プ ロセ ッサ で あ るo
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ロ.デ ータベ ース用言 語 プ ロセ ッサ(性 能 向 上)

デ ータ ベ ースの利 用の た め の 言語 及 びそ の プ ロセ ッサ で あ る。

ハ .マ イク ロ プ ログ ラム用語 プ ロセ ッサ(実 用 化)

高 水準 言 語 か らマ イ ク ロプ ログ ラム言 語 を生 成す る プ ログ ラムで

あ るo

二.問 題 向 言 語 プ ロセ ッサ(性 能 向 上)

ア プ リケ ーシ ・ンの分 野 で必 要 とす る各 種専 門用 問題 向言 語 プ ・

セ ッサ で あ る0

4.ソ フ トウエ ア開 発 ・管理 ・支 援 プ ログ ラム

ソ フ トウエ ア の 開発効 率 お よび品 質 向 上 、各種 ドキ ュ メ ン トや プ ログ ラ

ムの管理 、異 機種 間 の プ ログ ラムや デ ー タの変換 、 コン ピュ ー タ、 シ ス テ

ム の性能 評 価 な ど、 コ ン ピ ュー タ利 用 の効率 化 と高 度 化 を支 援 す る各 種 の

プ ログ ラム で あ り ・ メー カー、 ユ ーザ 、 ソ フ トウエ ア開 発業 者 等 のす べ て

が 対象 とな る。ま た 使 用 形 態 は 従 来 の ユ ー テ ィ リテ ィ ・プ ログ ラ ム と同

様 、オ ペ レ ーテ ィン グ、 シス テ ム に組 み込 ま れ た処理 プ ログ ラム と して働

くこ ともあ り得 るが 、原則 的 に は独 立 した パ ッケ ージ と して存 在 す る。

(1)プ ログ ラム の体 系

下記 の よ うに分 類 され る。

① プ ・グ ラム管 理 、保 守 用 プ ログ ラム

1つ ま たは 複 数 の コ ン ピュ ー タ、 シス テ ムにお け る各 種 プ ログ ラム

を一元 的 に管 理 す る とと もに バ ーシ ・ン ・ア ップや更 新 に と もな う種

々の保 守 業 務 を サ ポ ー トす る。

② ドキ ュ メン ト管理 プ ログ ラム

プ ログ ラ ム に関 す る ドキ ュ メン トを 自動 作成 し管理 す るた め の サ ポ

ー トプ ログ ラ ムで あ るo

③ 変 換 プ ログ ラム

異 機種 間 の プ ・グ ラムお よび デ ー タを変 換 し、 コ ン ピュ ー タの互換
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性 をサ ポ ー トす る プ ログ ラム。

④ プ ログ ラ ミン グ ・サ ポ ー ト

各 種 プ ログ ラムの開 発 時 に お け るデ ィバ ッグ 、 テス ド、 プ ログ ラム

の構造 化 等 を サ ポ ー トし、製 品 の品 質 お よび開発 の効 率 を向 上 させ る

ため の プ ログ ラ ム

⑤ オペ レ ーシ ョン ・サ ボ_卜

効 率 の よい コ ン ピュ ータ の オペ レ ーシ ョンをサ ポ ー トしコ
,ン ピ ュ ー

タの効果 あ る利 用率 を向 上 せ しめ るた め の プ ・グ ラム

⑥ シ ス テ ム性 能 評価 プ ログ ラム

ハ ー ドウエ ア、 ソフ トウ エア を含 む シ ス テム の性 能
、効 率 な どの 評

価 をお こな う プ ログ ラム

② 現 在 ま で の 動向

これ らの プ ログ ラムの最近5年 間 にお け る動向 は 、 あ る程 度 、 実 用 レ

ベ ル の もの も出現 して来 てお り、限 られ た範 囲の比 較 的 レベ ル の高 い 使

用者 に よっ て利 用 され てい る。

しか しなが ら、そ の開発 対 象 は 主 と して外 国機 用 で あり、 開 発 者 も外

国の ソフ トウ エ ア業 者 で あ る ものが 多 い 。 国 産機 用 の プ ログ ラム の開 発

は か な り遅 れ てお り、 と くに 日本 文 の処 理 を対 象 と した ものは まだ 実 用

化 の段 階 に至 っ てい ない 。

ま た既 存 プ ログ ラム は概 して単 能 的 な ものが 多 く、広 範 な機 能 を持 ち、

且 つ 、使 用 者 の個 々 の 目的 に応 じ得 る汎 用性 と融 通性 を兼 ね備 え た プ ロ

グ ラム の トータル な高 度化 は今 後 の問題 で あ る
。

と くに こ こ20年 来 、 ソ フ トウエ ア開発 は 、個 々の手 作bの 域 をで ず、

エ ン ジニ ア リング と して の未 熟 さが強 く指摘 され続 け て来 たが
、一 つ に

は ソ フ トウエ ア開 発 の道具 と して の ソ フ トウエ アの開 発 が 、 い ち じ る し

く遅 れ てい た こ とに原 因 が あ ろ う。

㈲ 将 来 の動 向
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前 回高 度化 計 画 に於 け る 「ユ ー ティ リテ ィ・プ ・グ ラ ム 」の名 称 を今 回

「ソ フ トウエ ア開 発 ・管理 支 援 プ ログ ラム」 と変 更 した理 由 は 、本 来 、

ユ ーテ ィ リテ ィ、 プ ログ ラム と称 せ られ る各種 プ ログ ラムは コン ピ ュ ー

タの入 出 力処理 、 フ ァイル の 管理 とオペ レ ーシ ・ン等 を主 目的 と した も

のが 多 く、現 在 で はOS内 の他 の処 理 プ ログ ラム の下請 け的存 在 と して、

す で にか な り充 実 して来 てお り、 現 時 点 で高 度化 計 画 と して 、 と りあけ

る とす れ ば 、そ の機 能 、種 類 と もに 、 よ り拡大 され た高 度 の支 援 シス テ

ム を対 象 とす べ きで あ カ、 ユ ーテ ィ リテ ィの 名称 で は、 もはや不 適 当 と

思 われ た か らで あ る。

「ソ フ トウエ ア開発 、管理 支援 プ ログ ラム 」は 、 ベ ー シ ック ・プ ログ

ラム とア プ リケ ーシ ョン ・プ ログ ラム の間 に あっ て 、 ユ ーザ 、 メ ーカ両

者 に広 く利 用 され る と ともに 、最 近 よ うや く活発 化 して来 た ソ フ トウエ

ア ・エ ン ジニ ア リン グ の支 柱 と して 、 ソフ トウエア 開発 の エ イ ド、 お よ

び品 質 向 上 のた め の性 能 評価 の強 力 な ツール と して 、 あ るい は各種 ドキ

ュ メン トの作 成 や 管理 の 自動化 機 能 の一層 の充 実 と、 コ ン ピ ュー タに対

す る難 題 の一 つ とい われ る 日本 文 の処 理 機 能 の追 加 に よっ て 、今 後 の5

年 間 は 、真 に効 果 の あ る実 用的 な各 種 プ ログ ラ ムの 出現 が 可 能 な 時 期 と

して期 待 され る。

(4Dプ ログ ラムの 開発 目標

① プ ログ ラム管理 用 プ ログ ラム

プ ・グ ラム管理 、 メン テ ナ ンス 用 プ ・グ ラム(性 能 向 上)

OS等 の大 型 シス テ ム 、複 雑 な構 造 を有 す る ソ フ トウエ ア等 のバ ー

ジ ョン ・ア ップお よび メイ ンテ ナ ン ス の正 確 ・迅速 性 を強 化す る プ ロ

グ ラムで あ るo

② ドキ ュ メン ト管理 用 プ ログ ラム

イ.ド キ ュ メ ン ト管 理 用 プ ログ ラム(性 能 向 上)

プ ・グ ラム に関 す る ドキ ュ メ ン トを集 中管理 す る プ ログ ラム で あ
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ロ .ド キュ メン ト作 成 用 プ ログ ラ ム(性 能 向 上)

プ ログ ラムの ドキ ュ メ ン ト作 成 を 自動 化 す る プ ログ ラム で あ る。

③ 変 換 用 プ ログ ラム

イ.プ ・グ ラ ム変換 用 プ ログ ラム(性 能 向上)

異 機 種 間 の プ ログ ラムの変 換 を 行 うプ ログ ラ ムで あ る。

ロ .デ ー タ変 換 用 プ ログ ラム(実 用 化)

異 機 種 間 の デ ー タベ ース の変 換 プ ログ ラムで あ るo

④ プ ログ ラ ミン グ.サ ポ ー ト ・プ ログ ラム

イ.言 語 プ ロセ ッサ検 証 用 プ ログ ラム(実 用化)

記 述 型 又 は パ ラメ トリ ック型 言 語 プ ロセ ッサ の検 証 を行 う プ ・グ

ラムで あ るo

ロ.プ ・グ ラム ・テス タ(性 能 向 上)

各 種 プ ・グ ラム の実 行 時 の ダ イナ ミックな トレ ー ス を行 い 、構造

上 の不 備 や エ ラ ーを指摘 す る プ ログ ラムで あ る。

ハ .プ ログ ラ ミング ・エ イ ド ・プ ログ ラム(実 用 化)

プ ログ ラ ム ・モ ジュ ール を組 立 て て1つ のま とま った プ ログ ラム

を作 成 す る プ ログ ラムで あ る。

⑤ オペ レ ーシ ョン ・サ ポ ー ト ・プ ログ ラム

オペ レ ーシ ョン ・エ イ ド ・プ ロ グ ラム(性 能 向 上)

多重 処理 下 に お け るオベ レ ー シ ・ンの管理 及 びそ の効 率 化 を 図 る プ

ログ ラム で あ るo

⑥ シ ス テ ム性 能 評 価 プ ログ ラム

イ.コ ン ピ ュ ータ ・シス テ ム性 能 評価 プ ログ ラム(性 能 向 上)

シス テ ムの性 能 効 率 の評 価 を行 うプ ログ ラムで あ る。

ロ.ソ フ トウエア性 能 評価 プ ログ ラム(実 用 化)

ユ ーザ ・プ ログ ラ ムの信 頼 性 、効 率 等 の性能 評 価 を行 う プ ログ ラ
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ム で あ る0

5.ア プ リケ ーシ ョンプ ログ ラム

ア プ リケ ーシ ョン プ ログ ラムは 、産業 界等 に おい て最 終 ユ ーザ(エ ン ド

ユ ーザ)側 の問 題 を電算機 を利 用 して処 理 す る際 に使 われ る プ ログ ラム の

総 称 で あ る。

(1)プ ログ ラム の体系

ア プ リケ ーシ ・ン プ ログ ラ ム に含 ま れ る プ ログ ラムは大別 して

①

②

③

④

⑤

⑥

社 会 開 発 用 プ ログ ラム

特殊 情 報 処 理 ・検 索 用 プ ログ ラム

経 営 計画 ・管理 用 プ ログ ラム

流通 ・サ ー ビス用 プ ログ ラム

生 産 用 プ ログ ラム

科 学 技術 計 算 用 プ ログ ラ ム

に 分類 され る。

② 現 在 ま で の動 向

ア プ リケ ー シ ョンプ ・グ ラ ム全般 に つい ては 、過 去5年 間 にお い て各

利 用者 側 の個 別 の ニ ーズ に も とつ い て、個 々 に開発 され て来 た結 果 、限

定 され た 使 用者 の もの としては格 段 の進 歩 を遂 げ た とい う事 が い え よ う。

しか しなが ら開 発 の基 盤 か らみ て当 然 なが ら、汎 用性 、互換 性 等 を深 く

追 求 は して お らず 、 プ ログ ラム の パ ッケ ー ジ化 に 関 す る進 歩 は微 々た る

成果 に終 っ て い る。

と同時 に各 々相 互 にお け る プ ログ ラ ム開 発 のた め の重 複 投 資 が 目立 っ

てお カ、 この点 で も進 歩 を妨 げ た といえ よ う。

ア プ リケ ー シ ョン プ ログ ラム の分 類 の各 項 に従 って見 てみ る と、

① 社 会 開発 用 プ ログ ラム

過 去 にお い ては数 少 く、機 能 等 も限 定 され た もの に止 ま っ てい る。

② 特殊 情報 処 理 ・検 索 用 プ ログ ラム
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過去 に おい ては 電算機 の使 用 は 「数字 」 に も とつい た ものが 主 で あ

り、 この面 で の成 果 は 試作 的 な もの に止 ま ってい る。

③ 経 営 計画 ・管理 用 プ ログ ラム

企 業 活 動等 の 実績 の処 理 の面 で は 、か な り個別 に 電算 機 化 が浸 透 し

て来 た が 、単 に数 字 の処理 を行 った もの で あり、 管理 、計 画面 へ の反

映 、 お よび 予測 面 へ の応 用 は未 だ広 く行 われ ては い ない 。

④ 流 通 ・サ ー ビス用 プ ログ ラム

企業 活 動 の 高 度 化 に伴 い 、活 動 に流 通 ・サ ー ビス の 占め る部 分 が重

視 され る様 にな り、そ の結果 、 ア プ リケ ー シ ョンプ ログ ラム も、 この

分 野 の面 で大 き く進 歩 した。 こ の種 の活 動 は一般 国民 との接点 をな す

部 分 で あ り、 そ の点 か ら オ ン ラ イ ン化が早 くか ら進 め られ て い る。 し

か しな が ら、 限定 的 な もの が殆 ん どを 占め 、体 系化 が 遅 れ てお 力汎 用

化 の面 で は成果 は見 られ な か った 。

⑤ 生 産 用 プ ログ ラム

高 度 成 長 の 波 に乗 っだ 生 産設 備 の拡 充 お よび人 件 費 の高 騰 は 、生 産

活 動 の電算 機 化 を促 進 し、大 手 の生 産 企 業 で は 電算 機 に よる生 産 管理 、

工 程 管理 は今 や実 用段 階 に達 して い る。 しか しなが ら、何 れ も個 別 の

目的 の限 定 使 用 の もので あ り、汎 用 化 は行 われ てい ない。

また 、 多種 少 量生 産 にお け る設 計 管理 用 プ ログ ラム等 に つい て も個

別 の試 作 化 の 域 を脱 してい ない とい え よ う。

⑥ 科 学技 術 計算 用 プ ログ ラ ム

汎 用 化 の面 で は か な カの進 歩が 見 られ るが更 に より高 度 の性 能 、 お

よび新 技 術(原 子 力 ・宇 宙開 発 等)に 対 処 を 目指 して
、 む しろ専 用 化

の傾 向 を示 しつ つ ある。

(3)将 来 の動 向

電 算機 利 用 の今 後 の 動向 と して

① シス テ ムの大 規 模 化



従来 個 別 の プ ログ ラム と して個 々 に処理 を行 っ て来 た もの の総 合 化

が 行 われ 、 デ ー タ ベ ース を介 した一 元 化 処理 が 実用 化 され る。

② シ ス テ ムの 汎 用 化

個別 に限 定 され た 内容 で開発 され て来 た プ ログ ラム を体系 化 し、汎

用性 を 目指 した パ ッケ ージ化 が 推進 され る。

③ 目標 の具 体 化

一方 、既 に 汎 用 化が行 わ れ て来 た もの につ い て は 、そ の処 理 効率 の

向 上 、精 度 の 向 上 を 目的 とす る 、具 体 的 目標 に的 を しぼ っ た専 用化 が

一 部 では行 わ れ る。

④ 入 出 力 の簡 易 化

オ ン ラ イン シス テ ムの普 及 に伴 い 電算 機 の 利 用者 が 専 門 家 か ら一 般

に広 く拡 が り、そ の結果 、入 出 力 の 「日本 語 化 」 、 「図 型 化 」等 の簡

易 化 が 必 要 と な る。

⑤ 社 会 開発 用 の もの の増 加

各 種 社会 開発 の 情報 処 理 につ い て は 、今 後 、社 会生 活 へ と情 報処 理

が浸 透 し、普 及 してい くに つれ て 、そ の必 要性 か ら比 重 が増 加 す る。

(4)プ ログ ラム の 開発 目標

① 社 会 開発 用 プ ログ ラム

イ.生 活 ・地 域 経 済 情 報 用 プ ログ ラ ム(実 用 化)生 活 及 び地 域経 済 関

連 の情 報 を管理 ・サ ー ビスす る プ ログ ラムで あ る。

ロ.環 境 管理 用 プ ログ ラム(実 用 化)

大 気 、 水 質 等 の汚染 原 因 、汚 染状 況 等 の総 合 的 な把 握 と リアル タ

イム規 制 等 を行 うプ ログ ラム で あ る。

ハ.ビ ル街 ・商店 街 ・コン ビナ ー ト等 防 災 ・防 犯 情報 用 プ ログ ラ ム

(実 用 化)

ビル街 ・商 店 街 ・コン ビナ ー ト等 に お け る地 震 、火 災 、人 災 等 の

災 害 に備 え て、 その 被 害 を最 小 に止 め るた め監 視 、安 全 処理 、最 適
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避 難経 路 の シ ミュレー シ ・ン等 を行 うプ ログ ラムで あ る。

二.基 礎 生 活 物 質 管理 情報 用 プ ログ ラム(実 用化)

統 計 デ ー タを も とに、基礎 生 活物 資 に 関 す る情報 の総 合 的管 理 を

行 うため 、物 資 の需 要 予測 、 マク ロな 流通 量 の把 握 、所 要 緊 急 フ ロ

ー量 と物 資 の最 適配 分 等 を行 うプ ログ ラ ム で あ る。

ホ.医 療 用 プ ログ ラム(性 能向 上 と汎 用化)

医療 診 断 及 び治療 の 自動 化 、特 に遠 隔 地 に対 す る診 断 及 び治療 の

サ ポ ー トを行 うプ ・グ ラムで あ る。

へ .医 療 事 務 用 プ ログ ラム(性 能 向 上 と汎 用化)

医療 情 報 デ ー タベ ース を前 提 とす る医 療 事 務 処理 用 プ ログ ラム で

あ るo

ト.CAI用 プ ログ ラム(性 能 向 上 と汎 用 化)

コ ン ピュ ー タを利 用 した教 育の サ ポ ー ト ・プ ログ ラムで あ るo

② 特 殊 情報 処 理 ・検 索 用 プ ログ ラム

イ.パ タ ー ン情 報 処理 用 プ ログ ラム(実 用 化)

各 種 パ タ ー ンの入 出 力装 置 を含 む情報 処 理 用 プ ・グ ラムで あ る。

ロ.日 本 文 処 理 用 プ ログ ラム(実 用 化)

漢字 、 カナ 湿 り文 の総 合処 理 機 能 を持 つ プ ログ ラムで あ る。

ハ.文 献 検 索 用 プ ログ ラム(性 能 向 上)

オ ン ラ イ ン に よる各 種 文献 の管 理 と検 索 用 プ ログ ラムで あ る。

③ 経 営 計 画 ・管理 用 プ ログ ラム

イ.経 営 計 画 用 プ ログ ラム(性 能 向 上 と汎 用 化)

中 期 、長 期 の経営 予測 及 び設 備 投 資 計 画 、人 員 計画 、市 場 開発 計

画 等 を行 い 、企 業 、団体 等 の経 営 の判 断 に役立 つ プ ログ ラム で あ る。

ロ.経 営 診 断 用 プ ログ ラム(性 能 向 上 と汎 用 化)

企 業 、団 体 等 の経 営 状況 の把 握 及 び経 営 監査 に役立 つ プ ログ ラム

で あ るo
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ハ .財 務管理 用 プ ログ ラム(性 能 向 上 と汎 用 化)

従 来 の経 理 、会 計処 理 か ら財 務 諸 表 の作 成 迄 の一連 の財 務処 理 及

び新 し く必 要 とな る連 結 財 務 諸 表 の作 成 に役立 つ プ ログ ラムで あ る。

二.人 事管 理 用 プ ログ ラム(性 能 向 上 と汎 用 化)

人 事 情報 管理 及 び要員 の適 正 配 置 に役 立 つ プ ログ ラム で あ る。

ホ.経 営科 学 手 法 プ ログ ラム(性 能 向 上 と汎 用化)

経営 分 析 、 予測 、 事象 分 析 予測 、社 会問 題 、経済 問題 等 の 諸問 題

の分析 ・解 決 等 に役立 つOR手 法 シ ミュレ ー シ ョン 、数 理 計 画 等 の

プ ログ ラム で あ るo

④ 流 通 ・サ ー ビス用 プ ログ ラ ム

イ.配 送 ・在 庫 管理 用 プ ログ ラム(性 能 向 上 と汎 用 化)

顧 客或 い は マ ーケ ッ トの ニ ー ズ及 び販 売 計画 に従 い製 品 や 商 品 の

配 送 ・在 庫 を計 画 し管理 す るの に役 立 つ プ ログ ラム で あ る。

ロ.保 険 ・証 券 ・銀 行 等 窓 口サ ー ビス業 務 用 プ ログ ラ ム(性 能 向 上 と

汎 用化)

保 険 ・証 券 ・銀 行 ・百 貨店 ・石 油 ス タ ン ド等 にお け る窓 口業 務 の

改善 、 サ ー ビス の提 出 の ため の オ ン ラ イン シス テ ム 用 プ ログ ラム で

あ るo

ハ.販 売 管理 用機 器 制 御 プ ログ ラム(性 能 向 上 と汎 用 化)

各 種 の販 売 管 理 に 用い られ る機 器 の制 御 を行 うプ ・グ ラ ムで あ る。

⑤ 生産 用 プ ログ ラム

イ.生 産 管理 用 プ ログ ラム(性 能 向 上 と汎 用化)1

各 業 種 の業態 に応 じだ生 産 活 動 を行 う為 に必 要 な 中短 期 の計 画作

成 とそ の実行 の管理 の為 の プ ログ ラムで あ る。

ロ.設 計管理 用 プ ログ ラム(性 能 向 上 と汎 用 化)

各業 種 の業 態 に応 じた設 計部 門 で の設 計 の 計画 実 施 及 び管 理 の為

の プ ログ ラム で あ るo
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ハ.製 造 工 程 制御 用 プ ログ ラム(性 能 向 上 と汎 用化)

各 業 種 にお け る各工 程 の装 置 、設 備 、機 器 の 自動 運転 及 び制 御 を

行 うプ ログ ラム で あ る。

⑥ 科 学 技 術 計算 用 プ ログ ラム

イ.構 造 解 析 用 プ ログ ラ,ム(性 能 向 上)

構 造 物 の力学 的平 衡 状 態 の解析 を有限 要 素 法 等 を 用 い て行 うプ ロ

グ ラ ム で あ るo

ロ .プ ロセ ス ・シ ミュ レ ーシ ョン用 プ ログ ラム(性 能 向 上 と汎 用 化)

化 学 プ ラ ン ト、石 油化 学 プ ラ ン ト等 に お け る反 応 工 程及 び機 器 運

転 を シ ミュ レ ーシ ・ンす る プ ログ ラムで あ る。

ハ .コ ン ピ ュ ー タ ・エ イデ ッ ド ・デ ザ イ ン用 プ ロ グ ラム(実 用 化)

土 木 、建 築 、造 船 、機械 、電 機 等諸 工 学分 野 にお け る コン ピュ ー

タ ・エ イデ ッ ド ・デザ イン用 プ ログ ラムで あ る。

二.原 子 力技 術 計算 用 プ ログ ラム(性 能 向 上)

原 子 力利 用 にか か わ る技 術 計算 を高 精 度 且 つ効率 的 に行 う為 の プ

ログ ラムで あ るo

ホ.宇 宙 開発 技 術 計 算 用 プ ログ ラム(性 能 向 上)

宇 宙 開発 にか かわ る技術 計算 を高精 度 か つ高 能率 に行 うため の プ

ログ ラムで あ るo

い
亭
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皿一3プ ログ ラム の具 体 的 開 発 内 容

1.制 御 プ ロ グ ラ ム

1

ω
N

－

新分類番号 新高度化計画開
発プログラム名

全体目標 内 容 及 び 機 能 機 能 別
目 標

これまでの開発状況 関 連 す る
旧高度化計画

備 考

1-(1) 単 一 コ ン ビ ュ ー 性能向上 (プ ログ ラムの内容) 汎 用制御 プログ ラム 1-(2)超 大 型

タ ・シ ス テ ム用 単 一 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム で ハ ー ド においては、 パ ッチ処 機用制御プロ

汎用制御 プログ ウ エ ア ・フ ァ ー ム ウ エ ア の 間 で 最 適 な 理 、 リモ ー トバ ッ チ処 グ ラ ム

ラ ム 機 能分担 を行い、 システ ムの使用 目的 理 、 タ イ ム シ ェ ア リン (イ)汎用制御

によ く適合 し得 る汎用の制御 プログ ラ グ処理が一体化された プ ログ ラ

ム ものが出現 してお り、 ム

(機 能) データベースは不可欠 (性能向上)

A-1シ ス テ ムの保全性 性能向上 な もの として取 り入れ

一 A-2使 い 易さ 性能向上 られている。 実用化の 1-(3)大 型 ま 。(A-2)

A-3高 信 頼性 性能向上 段階は終了したといえ たは中型電子 使い易

B-4機 密保護機能 性能向上 る。 しか し、近年接続 計算機用制御 さについ

B-5シ ステ ム間通信機能 性能向上 される入出力装置や大 プ ロ グ ラ ム て はJ.C

B-6拡 張 可 能 性 と イ ン タ ー フ エ ー 実 用 化 記憶装置が多種になる (イ)汎用 制御 Lの 標準

スの標準化 とともに、複数の プロ プ ロ グ ラ 化が必要

C-7動 作 のモニタリング機能 性能向上 グラムを同時に処理す ム で あ る。

C-8所 要記憶域の最小化 性能向上 ることが一般的 となっ (性能向上) 。(B-6)

て き て い る。 こ の た め、 イ ン タ

制御 プログ ラムは、 大
一 フ エ イ

規模かつ複雑化 してお スの標準

り、 今後 は、構成要 素 化 とは、

の機能分担を最適にし、 制御 プロ

A=開 発の必要が特に高い機能

B=開 発の必要が高い機能

C=開 発の必要がある機能

Q



δ 4

ー

ω
ω

一

新分類番号 新高度化計画開
発プログラム名

全体目標 内 容 及 び 機 能
機 能 別
目 標

これまでの開発状況 関 連 す る
旧高度化計画

備 考

かつ システ ムの使 用 目 グ ラ ム と

的 によく適合 しうる プ 八 一 ドウ

ログ ラムの一 層の開発 エア及び

が必要である。 その際 ユ ー テ ィ

基本的に言え ることは、 リテ ィ等

システムの保全性、使 との イ ン

い易 さ、信頼性、機 密 タ ー フ エ

保護機能等の機能が制 一 ス の 標

御 プログ ラムに強 く要 準化のこ

求されて くることで あ と。

C-9ハ ー ドウエア機能の活用 性能向上 る。 。(C-9)

八一 ドウ

エア機能

としては

最近の動

向か らし

て特 にキ

ヤ ッ シ ュ

メ モ リ、

仮想 メモ

リ等を考

慮 する必

、 要 がある。

1-(2) 腹 合 コ ン ビ ュ ー 実 用 化 (プ ログ ラムの内容) 複 合 コ ン ピ ュ ー タ シ 1-(1)超 大 型

タ ・シ ス テ ム 用 複数の中央処理装置を有機的に結合 ステムそのものの設置 複合電子計算

制御 プログ ラム して1つ の システムとして動作させ る 数が少なか ったため、 機 システム用

ために、 システ ム内負 荷分担 と統括制 汎用 システムの例は限 制御 プログ ラ



ー

ω
心

1

新分類番号
新高度化計画開
発 プログラム名 全体目標 内 容 及 び 機 能 機 能 別

目 標
これまでの開発状況 関 連 す る

旧高度化計画 備 考

御 を行 う制御 プログラム. 定 され るが、試作 シス ム

(機 能) テムはい くつか特定用 ㈲統括制御

A-1最 適負荷配分機能 実 用 化 途 と して開発 されて き プ ロ グ ラ

A-2高 信 頼性 性能向上 た。 ム

B-3機 密保護機能 性能向上 今後は、多量の仕事 (試 作)

B-4処 理 効率 性能向上 を処理するために、複

B-5・ 拡 張 可 能 性 と イ ン タ ー フ ェ ー 実 用 化 数の中央処理装置を結

スの標準化 合し、経済的効果を発

B-6シ ス テムの保全性 性能向上 揮せ しめるための制御

C-7利 用 目的によるシステムの最 試 作 プログラムの開発が一

'卜 適化 層重要になって くる。

その際最適負荷配分機

能や機密保護機能は特

に重要 であ り、研究試

作段階から早 く実用化

し、性能向上 を図る こ

とが必要 である。

1-(3) リ ソ ー ス ・シ エ 実 用 化 (プ ログ ラムの内容) リ ソ ー ス シ ェ ア リ ン 新 規

ア リ ン グ ・コ ン 複 数 の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム間 で 、 グ システムの制御 プロ

ピ ュ 一 夕 ・シ ス
_"

ハ ー ド ウ エ ア
、 ソ フ ト ウ エ ア 、 ア 一 夕 グ ラムは実用 システム

テム用 制御 プロ ベ ー ス 等 を共 有 す る リ ソ ー ス ・シ エ ァ その ものの設置がな く

グ ラ ム リ ン グ コ ン ピ ェ ー タ ・シ ス テ ムの 制 御 研究段階である。 しか

プ ロ グ ラ ム し、 リソ ー ス シ エ ア リ

(機 能) ン グ コ ン ピ ュ 一 夕 ・ シ

A-1各 種 リソースの管理機 能 実 用 化 ステムの制御 プログ ラ 。(A-1)

A-2異 機種間の共用性 実 用 化 ムはそれぞれの 目的、 各種 リ

B-3リ ソー ス の ア ロケ ー シ ョ ン の 試 作 特 徴 を も っ た コ ン ピ ュ ソ ー ス 管

竃 ぜ
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ー

ω
切

一

新分類番号 新高度化計画開
発 プログラム名 全体目標 内 容 及 び 機 能 機 能 別

目 標
これまでの開発状況 関 連 す る

旧高度化計画 備 考

最適化 一夕を結合 し
、相互 に 理 には、

B-4負 荷 の ス ケ ジ ュ ー リ ン グ の 最 実 用 化 資源を有効利用しあう 各種 リソ

適化 ための制御 プログ ラム 一ス共用

B-5機 密 保護機能 性能向上 であ り、 異機種間の リ のための

B-6ユ ー ザの使 い易い操作機 能 実 用 化 ソー ス シ ェ ア リン グ が トラピ ック

進展するにつれてその 制御機能

C-7処 理 効率 性能向上 開発が不可欠のプログ が重要で

C-8高 信 頼性 性能向上 ラムであ り、今後積極 あ るo

C-9拡 張 可能性 とインターフエイ 実 用 化 的に開発 を行 ってい く
スの標準化 ことが望まれる。 機能

C-10シ ス テムの保全性 性能向上 と し て は 、 特 に リ ソ ー

スの管理、異機種間の

共用性等 を開発するこ

とが必要 である。

1-(4) 仮 想 マ シ ン ・シ 実 用 化 (ブ ・グ ラムの内容) 新 規
ステム用制御 プ 異機種又は異種制御 プログラムをシ
ログ ラ ム ミ ュ レ ー トす る 制 御 プ ロ グ ラ ム

(機 能)

A-1同 一 シ リーズ間におけ る異 種 性能向上 仮 想 マ シ ン ・シ ス テ

制 御 プ ログ ラ ム の シ ミュ レ ー ト ムの制御 プログ ラムは、

機能 同一 シ リーズ間は実用

A-2異 種 ハ ー ドウ エ アの シ ミ ュ レ 実 用 化 化 されてお り、主 とし .

一 ト機能
て 、 ソ フ ト ウ エ ア 開 発

、

用 に利用 されている。

B-3処 理 効率 性能向上 ソフ トウエ アの開発

B-4複 数 シ ス テ ムの シ ミ ュ レ ー ト 実 用 化 費用の割合が増大 して

機能
「

い る 今 日 、 八 一 ドウ エ



ー

ω

Φ

一

新分類番号
新高度化計画開
発 プログラム名

全体目標 内 容 及 び 機 能
機 能 別
目 標

これ までの開発状況 関 連 す る
旧高度化計画 備 考

アや制御 プ ログ ラムが

変 更される毎に プログ

ラムを作 り直すこ とは

困難iにな りつつある。

そのため仮想 マシン

システムが利用 され る

ようになってお り、異

機種又は異種制御プロ

グ ラムを処理 しうる制

御 プログ ラムの開発 が

望まれる。

1-(5) デ ー タ ベ ー ス 管 性能向上 (プ ログラムの内容) 新 シ リ ー ズ コ ン ピ ュ 1-(5) デ ー タ ベ

理 シス テム用制 複雑、大量のデータを有機的に収容 一夕ではいずれ も高性 デ ー タ ベ ー ス 一ス管理

御 プ ロ グ ラ ム して、効率良 くファイル を管理 する制 能の デー タベ ース用 ブ 用制御 プログ シ ス テ ム

御 プログラム ログ ラム を備えてお り、 ラ ム (DBMS)

(機 能) 実用化段階に入 ってい デ ー タ ベ ー ス は 多 量

A-1柔 軟 なデータ構造定義機能 性能向上 る 。 用制御 プログ の デ ー タ

A-2効 率 の良いデー タアクセス 性能向上 ラム(試 作) の 蓄積、

A-3機 密保護機能 性能向上 検 索、更

A-4運 用管理機能 性能向上 新等の処

A-5集 中型及び分散型のオ ンライ 性能向上 理が、多

ンデ一夕ベ ース制御機能 くの利用

者にとっ

B-6ジ ・ブ間、 システム間排他機 性能向上 て容易に

能 行えるよ

うに、 こ

れ らを一

与



禽 ,

ー

ω
ベ

一

新分類番号 新高度化計画 開
発 プログ ラム名

全体 目標 内 容 及 び 機 能 機 能 別
目 標

これまでの開発状況 関 連 す る
旧高度化計画 備 考

/
元的に管理する技

術である。DBMS

を利 用する システ 、

ムは、今後多様化、

広域化するものと

考えられ、DBMS

は汎 用化 とコス ト

パ フ ォ ー マ ン ス の

向上 を考 えた場 合、

利用目的に応じた

リ ソ ー ス の き め 細

か い 管 理 、 デ ー タ

の機密保護 と安全

性の管理、障害管

理、運用管理等を

一元的に管理する

必要がある。

、



ー

ω
o。

ー

2.通 信制 御 プ ログ ラム

新分類番号
新高度化計画開
発 プログラム名

全体目標 内 容 及 び 機 能
機 能 別

目 標 ・
これまでの開発状況 関 連 す る

旧高度化計画 備 考

2-(1) オ ン ラ イ ン ・ シ

ステム用通信 制

御 プログ ラム

2-(1)一 イ フ ロ ン ト エ ン ド・ 性能向上 (プ ロ グラムの内容) 直通線または回線交 2-(1)

プ ロ セ ッ サ用 ブ ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ー タ と通 信 回 線 と 換機を介 して、基本伝 電子計算機 と

ロ グ ラ ム の 間 に 位 置 し、 ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ー タ 送手順に従った通常端 端末機との間

とメモ リまたはチャネルに より相互に 末または電子計算機 と の通信制御プ

接 続 さ れ て い る フ ロ ン ト エ ン ド プ ロ セ 通信するための制御 プ ログ ラム(性

ッサ上で作動 し、主 として通信制御を ログ ラムが開発 され た。能向上)

司 るプ ログ ラム 2-(2)

(機 能) 電子計算機と

A-1ハ イ レベル伝送 制御手順回線 性能向上 電子計算機と

との接続機能 の間の通信制

A-2パ ケ ッ ト向 き イ ン タ フ ェ ー ス 性能向上 御 プ ログ ラ ム

をもった回線 との接続機能 (性能向上)

A-3各 種 の端末、回線の一元処理 性能向上 2-(3)

機能 電子計算機と 。(B-5)

B-4ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ー タ 障 害 時 実 用 化 交換機を介し 符号の変

の対策処理機能 た端末機また 換にあた

B-5各 種符号の統一的な変換機能 実 用 化 は電子計算機 っ て は 、

との間の通信 機密保護

制御 プログ ラ の観点か

ム(実 用化) ら暗号化

をも考慮

する こと

が必要で

● '
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ω
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1

新分類番号 新高度化計画開
発プログラム名 全体目標 内 容 及 び 機 能 機 能 別

目 標
これまでの開発状況 関 連 す る

旧高度化計画 備 考

あ る。

2-(1)一 ロ イ ン テ リ ジ エ ン 性能向上 (プ ログラムの内容) 基本伝送制御手順に 1-(4)
ト ・タ ー ミ ナ ル 端末装置に内蔵された ミニコン ピュ よリセンターは交換機 小型または超
用 プ ロ グ ラ ム 一 夕又 は マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 上 で 動 と接続する インテ リジ 小型電子計算

作 し、端末装置の動作を制御するプロ エ ン トタ ー ミナ ル 制 御 機用制御プロ
グ ラ ム プ ログ ラムが開発 され グ ラ ム

(機 能) た 。 イ.タ ー ミ ナ

A-1ハ イ レベル伝送制御手順回線 性能向上 ル計算機用

との接続機能 制御 プログ

A-2パ ケ ッ ト向 き イ ン タ ー フ ェ ー 実 用 化 ラ ム

スをもつ回線との接続機能
(性 能向上)

B-3ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ー タ か ら の 実 用 化 2-(1)

標準的 プロ トユール による制御 電子計算機と

情報処理機能 端末機 との間

B-4自 動 作成 に よる各種端末用 ブ 実 用 化 の通信制御プ
ログ ラムの利用機能 ロ グ ラ ム

C-5セ ンタ障害時の処理機能 性能向上 (性 能向上)

2-(3)

電子計算機と

交換機を介し

た端末機 また

は電子計算機 .

、
との間の通信

制御 プログラ

ム(実 用化)

2-(2) データ交 換網用

通信制御 プログ



ー

《
O

－

新分類番号
新高度化計画開
発 プログラム名

全体目標 内 容 及 び 機 能
機 能 別
目 標

これまでの開発状況 関 連 す る
旧高度化計画 備 考

ラ ム

2-(2)一 イ デ ータ交換用 プ 性能向上 (プ ログ ラムの内容) 回線交換用制御プロ 1-(4)

ロ グ ラ ム 電子交換機(回 線交換用、パ ケット グ ラムは、ほぼ開発 が 小型または超

交換用、 マルチ プレクサ等)又 は交換 完了 し、 パケ ッ ト交換 小型電子計算

用の ノー ドコン ピュータ上 で動作 し通 用 プ ログ ラムも試作さ 機用制御 プロ

信回線(無 線も含む)相 互の交換を行 れ た 。 グ ラ ム

う プ ログ ラ ム ロ.メ ッ セ ー

(機 能) ジ交換用制

A-1柔 軟 な トラヒックの制御機能 性能向上 御 プログラ

A-2高 信頼性 性能向上 ム

A-3パ ケ ッ ト交換、 回線交換の切 実 用 化 (性 能向上)

換機能 2-(2)

B-4多 様な端末との接続機能 性能向上 電子計算機と

B-5蓄 積機 能を有す るマル チプレ 性能向上 電子計算機と

クサ の間の通信制

B-6無 線 パ ケッ ト交換 の制御機能 実 用 化 御 プログ ラム

B-7独 立性 及び プログ ラムのセル (性 能向上)

フローデ イング機 能 実 用 化 2-(3)

B-8ト ラ ピ ッ クの モ ニ タ リ ング 機 実 用 化 電子計算機と

能 交換機を介し

B-9処 理 効率 性能向上 た端末機また

B-10融 通 性のある蓄積交換機能 性能向上 は電子計算機

との間の通信

制 御 プ ロ・グ ラ

ム(実 用化) 」

2-(2)一 口 網間接続用プロ 実 用 化 (プ ログラムの 内容) 2-(2) 単一の プ

グ ラ ム 網間接続装置等を介 して通信する網 電子計算機 と ロ ト コ ー

〈← ●

.
ピ
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新分類番号 新高度化計画開
発 プログラム名

全体 目標 内 容 及 び 機 能
機 能 別
目 標

これまでの開発状況 関 連 す る
旧高度化計画 備 考

間接続 用制御 プログ ラム 電子計算機 と ルに従 つ

(機 能) の間の通信制 て相互に

A-1プ ロ トコル交換機 能 実 用 化 御 プログラム 通信を行

A-2符 号、通信速度交換機能 性能向上 (性 能向上) う コ ン ビ

ユ ー タ 、

通信回線、

端末の集

合 を単一

網と称す

ることに

す る と、

異なる単
一網に属

する計算

機相互は、

通常は直

接には通

信ずるこ

とができ

ず 、 こ の

場 合、通

.訳機能 を

」

有する網
、

間接続装

置等を介

して通信

す ること



1

《
N

－

新分類番号 新高度化計画開
発プログラム名

σ

全体目標 内 容 及 び 機 能 機 能 別
目 標

これまでの開発状況 関 連 す る
旧高度化計画 備 考

に な る。

2-(3) コ ン ピ ュ ー タ ・

ネ ッ ト ワ ー ク 用

通信制御 プログ

ラ ム

コ ン ピ ュ ー タ ・ 実 用 化 (プ ログラムの内容) ハ イ レ ベ ル プ ロ ト コ 2-(2)

ネ ッ ト ワ ー ク用 コン ピュータ間通信のための プログ 一ルについては
、主 と 電子計算機 と

通信制御 プログ ラ ム し て リモ ー ト ジ ョ ブ エ 電子計算機 と
ラ ム (機 能) ン トリー関係が一部開 の間の通信制

A-1コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム間 通 信 性能向上 発 された。 御 プログラム

プロ トコールの処理機 能 (性 能向上)

A-2コ ン ピ ュ ー タ間 ト ラ ピ ッ ク の 実 用 化

フロー制御機能

A-3ユ ー ザ レ ベ ル プ ロ ト コ ー ル の 実 用 化

処理機能

B-4コ ン ピュータ間相互の障害管 実 用 化

理機能

B-5処 理効率 性能向上

ぬ
.

、 ■
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5.言 語 プ ロ セ ッサ
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新分類番号 新高度化計画開
発プログラム名 全体目標 内 容 及 び 機 能 機 能 別

目 標
これまでの開発状況 関 連 す る

旧高度化計画
備 考

3-(1) 汎用言語 プ ロセ

ッ サ

3-(1)一 イ 汎用高水準言語 性能向上 (プ ログ ラムの内容) 言 語 プロセ ッサにつ 3-(1)一 イ 「 コ ン パ
・

プ ロ セ ッサ
、

FORTRAN/AI、GOI/COBOL/ い ては現 時点 の レベル PL/1コ ン パ イ ラ 」 と

PL-1言 語 と そ の プ ロ セ ッ サ での機能 にマ ッチ した イ ラ 「 プ ロ セ

(機 能) 性能のものが開発され (性 能向上) ッサ 」 の

A-1JIS,ISOの 発 展 に 伴 う 性能向上 て い る。 用語の使

標準化と高度化 い方につ

.
B-2オ ブ ジ ェ ク ト プ ログ ラ ムの 最 性能向上 い て は 、

適化 「 プ ロ セ

C-3プ ロセ ッサの処理効 率 性能向上 ッ サ 」 と

して統一

的に今回

の計画で

は使用 し

て い る。

3-(1)一 ロ 汎用会話型言語 性能向上 (プ ログラム内容) 代表的な機種におい 3-(1)一 八

.

プ ロ セ ッ サ 広範囲にわたるアプ リケーシ ョン及 て実用化は完成 し、 汎用簡易会話

びデータ処理に対処 しうる汎用会話型 BASICや 会話型 型言語 プロセ -

言語 とその プロセッサ FORTRANを 始 め と ッ サ

(機 能) して幾つかの プロセ ッ (実 用化) タ

A-1操 作 性及 びガ イダ ンス性能 性能向上 サが準備されているが 3-(2)一 イ

B-2言 語 体系及び プロセ ッサの 自 実 用 化
、

左記の機能は十分でき 事務処理会話

己拡張性 ない 。 型言語 プロセ

B-3初 心者及び熟練者の両方の要 性能向上 ッサ

求に対する融通性 (実 用化)



一

'

新分類番号
新高度化計画開
発 プログラム名

全体目標 内 容 及 び 機 能 機 能 別
目 標

これまでの開発状況 関 連 す る
旧高度化計画 備 考

B-4デ ー タベース処理機能 性能向上 3-(2)一 口

B-5バ ッチ処理 との交換性 性能向上 情報検索言語

プ ロ セ ッサ

(実 用化)

3-(1)一 八 問題記述用言語 実 用 化 (プ ログラム内容) これまで、ICDrRAN 新 規

プ ロセ ッ サ アプ リケーシ ョン等 に利用 される問 等の ご くわず かな もの

題向言語又 はサブプ ・グ ラムの上位 に が外国において開発さ

ランクし、 マクロな高 水準言語 あるい れてい るのに とどまっ

は フローチ ャー トで問題を記述する こ て い る。

とに より実行可能なプログ ラムをジ ェ 今度は、我が国 にお

ネ レ ー トす る プ ロ グ ラ ム いて も、 問題向言語開

1 (機 能) 発 と利用の進展に対応

± A-1広 範 囲にわた るア ブ リケー シ 実 用 化 して 、 こ の 種 プ ログ ラ

1 ヨンへの対応性 ムを開発する ことが必

B-2効 率 の良い プロセッサの処理 実 用 化 要で ある。

能力
一.

C-3問 題向言語の効率の良い作成 実 用 化

機能

3-(1)一 二 表形式言語プロ 性能向上 (プ ログ ラム内容) これまでの5年 間 に 3一 ② 一 ホ

セ ッサ 表形式記述の入力により処理可能な 数多 く試作された し、 表形式言語プ

プ ロ グ ラ ム を ジ ェ ネ レ ー トす る プ ロ グ ある意味においては実 ロ セ ッ サ

ラ ム 用化 も行 われ た が 、 (実 用化)

(機 能) 利用者がこれ を実用言

A-1特 定 ア プ リケ ー シ ョ ン プ ロ グ 性能向上 語 として使用する とい

ラムの作成効率 う段階には至 ってい な

B-2決 定表の入力形式の汎用化 性能向上 い標準化ホスト言語等

B-3処 理効 率 性能向上 にっいて未だ実用化が

醗 ・ レ 直
一
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新分類番号
新高度化計画開
発プログラム名 全体目標 内 容 及 び 機 能 機 能 別

目 標
これまでの開発状況 関 連 す る

旧高度化計画 備 考

行 わ れ て い な い。

3-(1)一 ホ プ ログ ラ ム ・ジ 性能向上 (プ ログ ラムの内容) 新 規 例
エ ネ レ 一 夕 パ ラメータ記述言語の入力に よって RPG等

処理可能 な プログラムをジェネレー ト

するプ ログラム

(機 能)

A-1入 力記述の容易性及び短時間 性能向上

性

A-2広 い 分野 での データの処理機 性能向上

能

B-3処 理 効率 性能向上

B-4プ ロ グ ラ ム ジ ェ ネ レ ー ト効 率 性能向上

3-(1)一 へ ベ ー シ ッ ク ・ ソ 性能向上 (プ ログ ラムの内容) 新 規
フ トウェア記述 ベ ーシ ック ソフ トウエアを記述す る

用言語 プロセ ッ 言語及 びその プ ロセッサ

サ (機 能)

A-1記 述機能範囲の拡大 性能向上

B-2生 成 プログ ラムの効率 性能向上

3-(1)一 八 言 語 プロセッサ 実 用 化 (プ ログ ラムの内容)
"、

シ ェ ネ レ 一 夕 言 語 の シ ン タ ッ ク ス と セ マ ン テ イ ッ 一 部試作が行 われ 3-(3)

クス を与え るこ とに よりその言語 プ たが試作中の段階で完 コ ン パ イ ラ ・

四七ッサを自動作成す るプログラム 成 にまで至 っていない コ ン パ イ ラ ・

(機 能)
、

(試作)

A-1機 能 性の高い シンタ ックス 実 用 化

記述言語及びセ マンティック

ス記述言語の処理機能
■

B-2広 い範囲の問題向言語の処 実 用 化



ー

《

Φ

一

新分類番号
新高度化計画開
発プログラム名

全体 目標 内 容 及 び 機 能
機 能 別
目 標

これまでの開発状況 関 連 す る
旧高度化計画 備 考

理機能

B-3効 率 の 良 い プ ロ セ ッ サの ジ ェ 実 用 化

ネレー ト機能

B ,-5デ ー タ 処 理 用 ユ ー テ ィ リテ ィ 性能向上

3-(2) 専用言語
.

プ ロ セ ッサ

3一 ② 一 イ 汎用図形処理言 性能向上 (プ ログ ラムの内容) 5-(8)一 イ

語 プ ロ セ ッ サ グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィ ス プ レ イ等 に よ グ ラ フ ィ ッ ク

る図形処理用高水準言語 とそのプロセ 処理 プログラ

ッ サ ム(実 用化)

(機 能)

A-1操 作 性 性能向上

A-2利 用範囲の拡張性 性能向上

A-33次 元 図形処理機能 性能向上

B-4ハ ー ドウ エ ア と ソ フ トウ エ ア 性能向上

の負荷分担の最適化

C-5ハ ー ドウエア機能 の活用 性能向上

3-(2)一 ロ デ ー タベ ー ス 用 性能向上 (プ ログラムの内容) この五年間、実用化 3-(1)一 ホ 特殊 マス

言語 プロセッサ デー タベースの利用のための言語 及 の段階を越え、全機種 デ ー タ ・ べ 一 メモ リ等

び そ の プ ロ セ ッ サ に渉って性能向上の範 ス用言語 プロ 八 一 ド ウ

(機 能) 囲に入 ってきた。 セ ッ サ エア新技

A-1処 理 効率 性能向上 (実 用化) 術への適

A-2ノ ン プ ロ グ ラ マ 言 語 性能向上 3-(1)一 ロ 応性

B-3国 際標準化案に準拠 した汎用 実 用 化 情報検索言語

言語仕様
o

プ ロ セ ッ サ

B-4リ レ ー シ ョナ ル デ ー タ ベ ー ス 性能向上 (実 用化)

香 ぐ
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新分類番号 新高度化計画開
発プログラム名 全体 目標 内 容 及 び 機 能 機 能 別

目 標
これまでの開発状況 関 連 す る

旧高度化計画 備 考

処理機能 5-(7)一 イ

C-5操 作 性 性能向上 汎用 ファイル

マ ネ ー ジ メ ン

トプ ロ グ ラ ム

(性能向上)

3-(2)一 八 マ イ ク ロ プ ロ グ 実 用 化 (プ ログラムの内容) 新 規
ラム用言語 プロ 高水準言語か らマイクロプログ ラム

セ ッ サ 言 語 を生成する プログラム

(機 能)

A-1直 結 マ イ ク ロ コ ー ドに 変 換 す 実 用 化

る機能

A-2メ モ リ効 率 実 用 化

A-3実 行 効率 実 用 化

3-(2)一 二 問題向言語プロ 性能向上 (ブ ・グ ラムの内容) SAP.COGO.MPS 3-(2)一 八

セ ッ サ ア プリケーシ ョンの分野で必要 とす APT等 科学技術計算、科学技術計算

る各種専用問題向言語プロセッサ OR計 算、製造自動化 言語 プロセッ

(機 能) などの分野で問題向言 サ(実 用化)

A-1プ ログ ラ ミン グ 言 語 の セ マ ン 実 用 化 語が多 く開発されて来 シ ミ ュ レ ー シ

テイ ックス及びシ ンタクスの標 た。 しか し、各 言語間 ヨ ン言 語 プ ロ

準化 の標準化、異機種間ボ セ ッ サ

A-2一 使 い 易 さ 性能向上9 一 夕 ピリテ ィは十分で (性 能向上)

A-3効 率 性能向上 な い 。 1

A-4異 機種間の互換性 性能向上
、



」

4.ソ フ トウエ ア開 発、 管 理 支援 プ ログ ラム

新分類番号
新高度化計画開
発プログラム名

全体目標 内 容 及 び 機 能
機 能 別
目 標

・

これまでの開発状況 関 連 す る
旧高度化計画 備 考

4-(1) プログラム管理

用 プログラム

プログ ラム管理 性能向上 (プ ログラムの内容) 1つ の プ ロ グ ラ ム を 4-(7)

メンテナンス用 OS等 の大型システ ム、複雑 な構造 対 象 とした エディタお プ ロ グ ラ ム ・

プ ログ ラ ム を有 す る ソ フ トウ エア 等 の バ ー ジ ョ ン よび デ バ ッグ用 プ ロ メ ン テ ナ ン ス ・

ア ップ及 び メンテナンスの正 確 ・迅速 グラムの要 素 を持つ も プ ロ グ ラ ム

性 を強化 するプログラム の と、 ラ イ ブ ラ リア ン (実 用化)

(機 能) の様 にある プログ ラム

A-1プ ログ ラ ム 群 の フ ァ イ ル 管 理 性能向上 群を管理するための も

と検索機能 の とが ある。 前者は プ

1 A-2メ ン テナンス情報 の管理機能 性能向上 ログ ラムの変更、 改良

畠 A-3最 新 システムとの比較機能 と 実 用 化 にと もなうもの で、 む

1 変更箇所の他の部分に及ぼす影 し ろ プ ロ グ ラ ム ・テ ス

、

響 のチェック機能 トの一環 として考え ら

A-4保 護管理機能 性能向上 れ、 一応 の実用化が果

B-5複 数 ユーザに対 する集中管理 実 用 化 た さ れ て い る。 ま た 、

機能 後者の場合 もFORT一

C-6プ ロ グ ラ ム及 び プ ログ ラ ム ・ 性能向上 RANラ イ ブラリの管

ファイルの更新機能 理等の単一 目的の もの

C-7更 新後の検査機能 性能向上 は充分実用化が果たさ

れている。今後は複数

の ユーザを対 象 とした

一 元 的 な
、 メ ン テ ナ ン

ス情報の管理 と、OS

を含 む大型 システムや、

構 造の複雑 な プログ ラ

、

雀,'幽4
一
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新分類番号
新高度化計画開
発プログラム名

全体 目標 内 容 及 び 機 能
機 能 別
目 標

これまでの開発状況 関 連 す る
旧高度化計画

備 考

ムに対 し,能 率 よく正

確 迅 速 な バ ー ジ ・ ン ・

アップのためのサボー

ト機能が必要 となろ う。

4-(2) ドキ ュ メ ン ト管

理 用プ ログ ラム

4-(2)一 イ ドキ ュ メ ン ト管 性能向上 (プ ログ ラムの内容) 旧4-(3)参 照 4-(3)

理用 プ ログラム プ ロ グ ラ ム に 関 す る ドキ ュ メ ン トを ドキ ュ メ ン ト

集 中管 理する プログラム 管理 プログラ

(機 能) ム

A-1ド キ ュ メ ン ト ・フ ァ イ ル の 管 性能向上 (性 能向上)

理 と検索機能

A-2個 々 の ドキ ュ メ ン ト内 容 の 変 性能向上

更 と、 ドキ ュ メ ン ト ・フ ァ イ ル

としての更新機能

B-3日 本 文 に よる記述の処理機 能 実 用 化

4-(2)一 ロ ドキ ュ メ ン ト作 性能向上 (プ ログ ラムの内容) 旧4-(5)参 照 4-(5)

、 成用 プログラム プ ログ ラムの ドキュメン ト作成 を自 多 重 レ ベ ル ・

動化す る プログ ラム フ ロ ー チ ャ ー

(機 能) ト自動作成 プ

A-1最 低2レ ベ ル の ブ ロ ック と デ 性能向上 ロ グ ラ ム

イ テ ー ル の フ ロ ー チ ャ ー トの 作 (性 能 向上)・

成機能
、

A-2変 数 ・定 数 の ク ロ ス ・ リ フ ァ 性能向上

レ ン ス ・テ ー ブ ル 、 入 出 力 デ ー

タ リス ト等の作成機能

A-3モ ジュール間の関連の表示機 性能向上
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新分類番号 新高度化計画開
発プログラム名

全体目標 内 容 及 び 機 能 機 能 別
目 標

これまでの開発状況 関 連 す る
旧高度化計画 備 考

B-4ア セ ンブラを含む複数言語 に 実 用 化

対応レ得 る機能

4-(3) 変換用 プログラ

ム

.

4-(3)一 イ プログラム変換 性能向上 (プ ログ ラムの 内容) プ ログ ラム変換 に関 4-(2)

用 プログ ラム 異機種間の プログラムの変換 を行 う しては異機種間の同一 変換 プロ

プ ロ グ ラ ム 言語同志(COBOL グ ラ ム

' (機 能) FORTRAN)の ソ ー (性能向

A-1FORTRAN/COBOL/PL/ 性能向上 スレベル での変換 が殆 上)

1等 の ソース レベルの変換機能 ん どで ある。

A-2ア セ ンブラ言語の変換機能 性能向上 またデータの変換 に

A-3FORTRAN/COBOI、/PL/ 性能向上 関しては上記の言語用

1等 の言語 に もとつ くデータの のファイルの変換 お よ

変換機能 びJISEBCDEC等

B-4ア センブラから高水準言語へ 実 用 化 の コー ド変換が主体 を

の変換機能 しめ る。

B-5マ ニ ュアル操作の最 小化機能 性能向上 これ らの変換 プログ

ラムの殆ん どは、個 々

の ユ ー ザ や メ ー カ が、

機種変換などに応 じる

ため必要にせまられて

作成 した ものが多 く、

1対1の ものが 多い。

1対1の 変換 プログラ

ムはほ とん ど実用 レベ

ルにあ り、今後 と も具

体的な要求に応じて数

工 ←
● ■
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新分類番号 新高度化計画開
発プログラム名

全体目標 内 容 及 び 機 能 機 能 別
目 標

これまでの開発状況 関 連 す る
旧高度化計画 備 考

蓼マあ ものが作成される可能性汀

ろ う。 しか し、今後異機種間の プロ

グ ラ ム や デ ー タ ・ ベ ー ス 等 の リ ソ ー

スを相互に利用 し合 う、 リソースシ

エア リングが行われる ようになると、

n対nの 変換 を可能 とする汎用の プ

ログラムが必要不可欠 となろ う。

また従来の変換 プログ ラムは、100

%の 自動変換率を得 ることはむずか

し く、20～30%の マ ニ ュ ア ル 変

換 がともな うのが普通で あるが、、こ

の点の改 良 も行 う必要が ある。～/
4-(3)一 ロ デ ー タ ・交 換 用 実 用 化 (プ ログラムの 内容) デ ータベースの変換 4-(2)

プ ログ ラ ム 異機 種間 のデータベースの変換 プロ はプログ ラム変換 とは 変換 プログラ

グ ラ ム 分離 して考え るべ きで ム

(機 能) あ る。 (性 能向上)

A-1物 理構造、論理構造又は操作 これまでの開発状況

言語 レベルでの互換性 に つ い て は 、4-(3)一

B-2リ ア ル ・タ イ ム に お け る 分 散 実 用 化 (イ惨 照

型 デ ー タ ベ ー ス シ ェ ア リン グ 機

能

B-3高 効率処理機能 実 用 化

4-(4) プ ロ グ ラ ミン グ ・

サ ポ ー ト ・ プ ロ

」

グ ラ ム

4一 ④ 一 イ 言語 プロセッサ 実 用 化 (プ ログラムの内容) COBOLコ ン パ イ ラ 新 規

検証用プログラム 記述型又は パラメン トリック型言語 の検証 シス テムとして



新分類番号
新高度化計画開
発 プログラム名

全体 目標 内 容 及 び 機 能
機 能 別
目 標

8'

プロセッサの検証 を行 うプログ ラム

(機 能)

A-1オ ブ ジ ェ ク ト ・ プ ロ グ ラ ム の 実 用 化

正当性の検査機能

A-2ソ ー ス ・プ ロ グ ラ ム ・ エ ラ ー 実 用 化

の指摘の正当性の検査機能

B-3標 準 言語体系 のシンタ ックス 実 用 化

、
及びセマンティ ックス上の違反

事項の指摘機能

B-4翻 訳処理効率上の不備事項の

指摘機能

1 B-5各 種機種用の言語 プロセ ッサ

o
に対 する汎用性 、

N

1 4-(4)一 ロ プ ログ ラ ム ・テ 性能向上 (プ ・グ ラムの内容)

ス タ 各 種 プログ ラムの実 行時の ダイナミ

ックな トレースを行い、構造上の不備

や エラー を指摘するプ ログ ラム

(機 能)

A-1テ ス ト ・デ ー タ に よ る プ ロ グ 実 用 化

ラムの実行、及 びフローの形 で

の トレース情報の表現機能

A-2モ ジ ュ ー ル 間(セ グ メ ン ト間) 性能向上

の遷移図の作成及 びプログ ラム

構造の良否判断サポー ト機能

A-3入 出力情報及び変数値の動的 性能向上

変化の トレース機能

B-4非 周期処理 プログ ラムの割込 実 用 化

㎏ ● ケ

これまでの開発状況

は米国海 軍で作成 され

た ものが あり、我国で

も使用 されているが、

これ は標 準の言語仕様

に対 する検証 とい う目

的が強い。 その他 の言

語、 あるいは問題 向 き

言語 やパ ッケージに対

しては、 現在 まだ実用

レベルの ものは殆 どな

い。

テスタや トレー サは

すべて この範 中に入 る

ので、バ ッチ処理 に関

して はほぼ実用化が果

たされ、そ れな りの性

能向上 も行 われてい る

残 された問題 非周期処

理 プログラムのテス ト

の充実 と、 テス トデー

タ ・ジェネ レー タ、結

果の正否の判定、 マク

ロ/ミ ク ロの フレキシ

ブル等情報の ダイナ ミ

ックな トレース機 能等

■

関 連 す る
旧高度化計画

4-(6)

プ ログ ラ ム ・

テ ス ト プ ログ

ラ ム

(性 能 向 上)

備 考
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新分類番号
新高度化計画開
発 プログラム名 全体 目標 内 容 及 び 機 能

機 能 別
目 標

これまでの開発状況 関 連 す る
旧高度化計画

備 考

み及びその処置の履歴の記録機 を統合 した よリ ト一夕

能 ルなシステ ムの実現 で

B-5テ ス ト ・デ ー タ の 自動 的 な ジ 性能向上 あ る 。

エ ネ レ ー ト機 能 上記の点は現在の技

術でも実用化が期待 し

得 る ものであるが、更

に一歩 を進 め、 プログ

ラムの正当性 の評価 と

い うテーマ もその実用

性の限界を検討する意

味で試みる必要があろ

う。

4-(4)一 八 プ ログ ラ ミ ン グ・ 実 用 化 (プ ロ グラムの内容) モ ジュール組立方式 4-(4)

エ イ ト、 プ ロ グ プ ロ グ ラ ム ・モ ジ ュ ー ル を 組 立 て て に よ る プ ロ グ ラ ミン グ プ ロ グ ラ ム 自

ラ ム 1つ の ま とまった プログラムを作成す は一 部で実現 され てい 動作成 プログ

る プ ロ グ ラ ム るが、効率性 を含めて ラ ム

(機 能) の実用化は今後の問題 (実 用化)

A-1プ ロ グ ラ ム ・モ ジ ュ ー ル の 検 実 用 化 で あ る。

索機能

A-2イ ン タフェース等の情報の検 実 用 化

索機能

A-3モ ジ ュール間結合 テス ト機 能 実 用 化

B-4対 話 型に よるモジュール選 択 実 用 化
、

組立て機能

B-5実 行時間の予測機能 実 用 化

C-6モ ジ ュールの更新機能 実 用 化
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新分類番号 新高度化計画開
発プログラム名

全体目標 内 容 及 び 機 、能
機 能 別
目 標

これまでの開発状況 関 連 す る
旧高度化計画

備 考

4-(5) オ ペ レ ー シ ョ ン ・

サ ポ ー ト プ ロ グ

ラ ム (プ ログ ラムの内容)

オ ペ レ ー シ ョ ン ・ 性能向上 多重処理下 におけるオペ レニシ ーン 大型 システ ムでは一

エ イ ド プ ロ グ ラ の管理 及 びそ の効率化 を図 るプログ ラ 応の実用化が果されて

ム ム い る が 、 オ ン ラ イ ン、

(機 能) 会話型等を含む総合シ

A-1ジ ョ ブの進行状況及 び リソー 性能向上 ステムに於 てはなおオ 新 規

スの利用状態の表示機能 ペ レ 一 夕の イ ン タ ラ・ク

A-2ジ ョ ブ セ ッ トア ッ プ状 況 表 示 性能向上 ティブ性表示情報の不

及び指示機能 足等 の点で不備 がある。

B-3オ ペ レー ション作業の効率向 性能向上

上のた めの サポー ト機能

B-4オ ペ レータの問合せ機能 性能向上

4-(6) システム性能評

価 プログ ラム (プ ログラムの内容)

4-(6)一 イ コ ン ピ ュ ー タ ・ 性能向上 システムの性能効率 の評価 を行 うブ この5年 間 にある程 4-00

システム性能評 ロ グ ラ ム
A 度の実用化は果たされ システム性能

価 プログ ラム (機 能) たが、機能、種類 とも 評価 プログ ラ

A-1オ ン ラ イ ン、 会 話 型 、 バ ッチ 性能向上 きわめて限 られ てお り、 ム(実 用化)

処理等各種の処理形態への対応 したが って使 用者 も限

機能 定 さ れ 、 一 般 ユ ー ザ が

A-2'ダ イ ナ ミ ッ ク ナ動 作 特 性 デ ー 性能向上 広 く実用するには至 っ

タの モニタ機能 ていない。 今後、測定

A-3中 央 処 理 装 置 、 チ ャ ネ ル 、 メ 性能向上 の正確性

モ リ、 ソ フ ト ウ エ ア ・モ ジ ュ ー 測定機能の拡張、 レ

ル等の リソース利用状況の把握 ポー ト作成機能の向上、

偏
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新分類番号 新高度化計画開
発プログラム名 全体目標 内 容 及 び 機 能 機 能 別

目 標
これまでの開発状況 関 連 す る

旧高度化計画 備 考

機能 等 の ほ か リ ア ル タ イ ム、

A-4ボ トル ネック部分の指摘機能 性能向上 非同期処理 システム等
B-5補 助 メ モ リ ーの ア ク セ ス 動 作 性能向上 の動作解析

の トレースとその分析機能 測定チータにもとづ

B-6ト レ ー ス ・デ ー タ に よ る シ ミ 性能向上 く シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の

ユ レ ー シ ョン モ デ ル の 作 成 サ ボ モ デ リン グ と シ ミ ュ レ

一 ト機能 一シ
ョン等 の機能 も含

B-7対 話機能 を含 む シミュレー ト 性能向上 む事が望 ましい。

機能

C-8ト レース情報の分析機能 性能向上
4-(6)一 ロ ソ フ ト ウ エ ア 性 実 用 化 ユ ー ザ ・ プ ロ グ ラ ム の 信 頼 性

、 効 率 (4)ヨ8)

能 評価 プログ ラ 等の性能評価 を行 うプログ ラム システ ム機能

ム (機 能) 管理 プログラ

A-1テ ス トデータの 自動作成及 び 実 用 化 システ ム評価 とソフ ム

完了範囲の定量化等による信頼 トウエア評価は多 くの (性 能向上)

性の評価機能 関連事項があるが、後 4-¢0

A-2リ ソース利用効率、 処理効率 実 用 化 者は主 として、 ユーザ システム性能

等の トレースとその計量 化機能 プ ログラムを対象 とし 評価 プロクラ

A-3非 効率部分の指摘及び改良案 実 用 化 制御 プログ ラム言語 ブ ム(実 用化)

の提示機能 ロ セ ッ サ
、 ユ ー テ イ リ

B-4テ ス ト完 了範囲状況 の評価に 実 用 化 テ イ等は主 に前者の一

よる新 テス トデー タの 自動作成 要素 と考えてい る。 .

機能 しかしこれらも独立し

B-5改 良 プ ログ ラ ム の ジ ェ ネ レ ー 実 用 化
■ 、

てプログラムとして後者

ト機能
の対象とすることは可能

である。 これまでの開発
C-6各 種 トレース情 報の管理 と評 実 用 化 状況につハては、4-(6)
価 レポー トの作成機能 一 イ を 参 照

。
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5.ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム

新分類番号
新高度化計画開
発プログラム名

全体目標 内 容 及 び 機 能
機 能 別
目 標

これまでの開発状況 関 連 す る
旧高度化計画

備 考

5-(1) 社会開発用プロ

グ ラ ム (プ ・グラムの内容)

5-(1)一 イ 生活 ・地 域経 済 実 用 化 生活及び地域経済関連の情報を管理・ 経済活動を中心 とし 新 規

情報用 プログ ラ サ ー ビ ス す る プ ロ グ ラ ム た情報は一部 システ ム

ム (機 能) 化されつつ あるが、生

A-r病 院、学校、催物 など生活 二 実 用 化 活を中心とした情報は

一ズに応じた種々の生活関連情 殆んど開発されていな

報のサー ビス機能 し(。

B-2地 域全体の経済活動を中心と 実 用 化

した情報(経 済、産 業、人 口等)

の 管理及 びサービス機能

B-3個 入 データの保護機能 実 用 化

B-4問 合 せ機能 実 用 化

(プ ・グラムの 内容)

5-(1)一 回 環境管理用プロ 実 用 化 大気、水質等の汚染原因、汚染状況等 5-(3)一 ロ

グ ラ ム の総合的 な把握 とリアルタイム規制等 環境管理用プ

を行 うプログ ラム ロ グ ラ ム

(機 能) (実 用化)

A-1環 境情報及び汚染情報等を用 実 用 化 環境情報収集機能は

いた予測モデルに よリシ ミュレ 実用化 され ているが、

一シ 。ンを行い、理想的 な環境 排出源との相関関係を

管理 をサポー トする機能 明らかにする総合環境

管理機能の開発が今後

の課題である。

A-2オ ン ライン環 境情報及 び汚染 性能向上

情報の収集、整理、 蓄積機能)

ζき ▲
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新分類番号
新高度化計画開
発プログラム名

全体 目標 内 容 及 び 機 能
機 能 別
目 標

これまでの開発状況 関 連 す る
旧高度化計画

備 考

(プ ロ グラムの内容)

5-(1)一 八 ビル 街 ・商 店 街 ・ 実 用 化 ビ ル 街 、 商 店 街 、 コ ン ビ ナ ー ト等 に コ ン ビ ナ ー ト等 に お 新 規

コ ン ビ ナ ー ト等 おける地震、火災、人災等の災害に備 いて一部災害防止のた

防災 ・防犯情報 えてそ の被害 を最少に止 めるため、監 めの プログ ラムが開発

用 プログ ラム 視、安全処理及び最適避難径路のシュ されつつあるが今後は

ミ レ ー シ ョ ン等 を 行 う プ ロ グ ラ ム 広域かつ万全な安全対

(機 能) 策を図った総合的なプ

A-1高 層 ビル街、 商店街 など特有 実 用 化 ログ ラムの開発が課題

環 境 に お・い て 、 シ ュ ミ レ ー シ ョ で あ る。

ンを行い、 円滑な避難 をサポー

トする機能。

A-2コ ン ビ ナ ー ト等 に お け る オ ペ 実 用 化

レーシ 。ン機能 を常 時監視 し、

異常事態に対 しても迅速、的確

に作動しうる高度な安全処理機

能 。

B-3広 域災害情報の蓄積と予測 モ 実 用 化

デルによる最適避難 径路 シュミ

レ ー シ 。 ン機 能 、

(プ ログ ラムの内容)

5-(1)一 二 基礎生活物資管 実 用 化 統計 データをもとに、 基礎生活物 資 新 規

理情報用プログ に関する情報の総合管理 を行 うため、

ラ ム 物資の需要予測 マクロな流通量の把 、

握、所要緊急 フロー量 と物資の最 適配

分等 を行 うプログ ラム

(機 能)

A-1エ ネルギ ー鉱物 資源、生活物 実 用 化 一部簡単 な石油
、 電
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新分類番号 新高度化計画開
発プログラム名

全体目標 内 容 及 び 機 能 機 能 別
目 標

これまでの開発状況 関 連 す る
旧高度化計画 備 考

資等を円滑に流通 させるた めに、 力等の需給予測 プログ

産業間、地域間の流通量の把握 ラムは作成 されてい る

機 能、 が、 総合的 な プログ ラ

B-2エ ネ ル ギ ー 、 鉱 物 資 源、 生 活 試 作 ムは末だ作成されてい

物資等の緊急統計処理及び所要 な い 。

緊急 フローの把握と最適配分機
了"

今 後 、 エ ネ ル ギ ー、

能 、 資源、生活物資等の重

C-3長 期 的観点か らの エネル ギー 実 用 化 要性 に鑑み、 この種の

鉱物 資源、生活物資等の リソー プログ ラムを開発す る

スの需給 バ ランス処理機能 必要があ る。

(プ ・グラムの内容)

5-(1)一 ホ 医療用 プログ ラ 性能向上 医療診断及び治療の自動化、特に遠

ム と汎用化 隔地に対する診断及び治療のサポー ト

を行 うプログラム

(機 能) 5一 ⑥ 一(ロ)

A-1遠 隔 地か ら伝送 される診断情 性能向上 自動診断用 プログ ラ 自動診断用プ

報(含 画像情報)に 対 し、 リア ムは、広域でのオン ラ ロ グ ラ ム

ルタイムに医師が適切 な診断、 インに より基礎的 な自 (試 作)

措置の指示を応返 しうる機能 動診断を自動的におこ

A-2会 話 形式 による問診、予診 を 性能向上 ない、 医師 を補助す る

サポー トする機能 もの と して前回の計 画

一 A-3機 密保護機能 実 用 化 では試作 を目標として

B-4各 種 自動検査機 器、 診断、治 性能向上 いた。 た しか にこのi基

療機器 との連動に より、迅速、 本部分 となる心電図、

正確 な検査、 治療 のサポー ト機 脳 波、 カテーテル圧波

能 などの波型解析、各種

③ '



ゴ'
⑨ ■

一

切
Φ

一

新分類番号 新高度化計画開
発 プログラム名 全体 目標 内 容 及 び 機 能 機 能 別

目 標
これまでの開発状況 ・ 関 連 す る

旧高度化計画 備 考

巖 結果からの診断や検査時の各種
' 計算、放射線治療時の線量計算、薬

剤関係等 のプログ ラムに関 しては試

作か ら一部実 用の域に入 って来た。

しか し、 広域での オンライ ンに よる

自動 診断への結びつ きとなると、未

だ試作中の試作といって過言ではな

い と思われる。

今後は、基本部分の性能向上と汎

用化を基礎に、広域での医療診断シ

ステムとして実用化 し、性能向上 を

目指す必要 がある。特 に、医療需要

の増加 と医療設備、 医師供給のアン

バ ランスや、それ らの地域に よる格

差のはげ しさを考えると広域医療診

断 システ ムとして開発す ることが必

要で ある。

(プ ログ ラムの内容) ＼ /

5-(1)一 へ 医療事務用プロ 性能向上 医療情報 データベース を前提 とす る 5一 ⑥ 一(ロ)

グ ラ ム、 と汎用化 医療事務処理用プログラム 医療事務用プ

(機 能) ロ グ ラ ム

A-1救 急病院 病床情報、血液保 性能向上 2～3の 県 や市にお (性 能向上)

管情報の整備等の救急医療情報 と汎用化 いて救急医療情報シス

処理機能 テ ムの開発、 実用化 の

動 きはある。

しか し前提 となる病

院施設情報の整備とと
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新分類番号
新高度化計画開
発 プログラム名

全体目標 内 容 及 び 機 能
機 能 別
目 標

これまでの開発状況 関 連 す る
旧高度化計画

備 考

A-2標 準化 された医療情報データ

ベ ースを中心 とした情報の収集、

管理検索、必要 レポー トの 自動

編集機能

A-3機 密保 護機能

C-4医 療 情報データ ・ベ ースを前

提 としての総合的 な医療事務管

理 機能

性能向上

と汎用化

実 用 化

性能向上

と汎用化

もに、今後汎用化 を図

り、性能向上 を目指す

必要がある。

これまで特定の疾患

に関する ものや、個別

病 院での部分医療情報

に関 する データベース

など一部実 用化の計 ら

れてきてい るものは あ

る。

しか し標準化 された

もの として医療情報 を

総合化 し、性能向上 と

汎用化 を目指す必要が

ある。

医療事務用 プログ ラ

ムは医療診断請求、病

歴管理、健康管理、計

量薬理等をサブパ ッケ

ージとして一連の処理

を行 なうものが含まれ、

この5年 間に実用化性

能 向上 が部分的 に見 ら

れてきた。 しか しなが

ら、 医療診断請求 に関

しては、各 メーカー、

、

一

≒ ワ リ'
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新分類番号 新高度化計画開
発プログラム名

全体目標 内 容 及 び 機 能
機 能 別
目 標

これまでの開発状況 関 連 す る
旧高度化計画 備 考

ユーザーで プログ ラムを開発 し、性 能向

上 に もつ とめている ものの、 シーテム上、

行政 レベルで整理統合 すべき記号、番号、

、
レセプトの様式 などの問題 もあ り、 ミニ

コ ン 使 用 の 開 業 医 用 や 、 コ ン ビ三 一 タ の .
1・

共同利用も含めて、更に性能㎡上、汎用 ノ
イ化

を進めな くてはな らない もの と思われ.

る。 また、病歴管理、 健康 管理 について

は部分的に実用化 され、性能向上を実施

した部分 もあるが、部分的であるため、

普及度 も低 く、 今後、 医療情報 データ ・

ベースの問題 と して総合的 にとらえ、性

能向上 と汎用化を目指す必要がある。

特に医療情報の データ ・ベ ースについて

は、管理 と検索 についてだけで な く、他

のデータ ・ベースより以上 に機 密保護の

問題や、又、画像情報 のデータ化 と処理

など、 技術的に も高度 な ものが含まれる。

(プ ・グ ラムの内容)
～ 一

5-(1)一 ト CAI用 プ ログ 性能向上 コン ピュータを利用 した教 育のサボ CAIと して会話型 5一 ⑤ 一(イ)

ラ ム と汎用化 一 ト ・ プ ロ グ ラ ム 言語 プロセ ッサのガイ CAI用 会話

(機 能) ダ ン ス機 能 や 、 エ ラ ー 型 プログ ラム .

A-1複 数CAI端 末 の制御及 び各 性能向上 検出機能を更に充実さ
、

(実用化) CAI用

種ファイルの管理機能 せ、CAI特 有の ドリ 言語 とそ

A-2CAI用 学 習 プログラムのイ 実 用 化 ル機能、生徒の学習履 の プ ロ セ

ン プ リン メ ン トの サ ポ ー ト機 能 歴や問題解答成績等の ッサを開

B-3各 種の学習訓練処理機能 性能向上 分析評価機能等を加え 発す るこ
,
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新分類番号 新高度化計画開
発プログラム名

全体目標 内 容 及 び 機 能 機 能 別
目 標

これまでの開発状況 関 連 す る
旧高度化計画 備 考
へ

た プロセ ッ.サが考 え られ る。 そのさ后 とが必要

CAI端 末の特長も加味する必要があ

ろ う。

このCAI用 言 語 プロセ ッサは若干

の試作例がこの5年 間に開発された実

績はあるが、CAIの 普及 とい う点か

らすれば、 より広い視点での開発促進

が必要 となろ う。

主 として経済性の要 因か ら、 この5

年間のCAIシ ステ ムの発展は予想以 ・

下 にとどまった。一部 ではほぼ実用化

の域に達 している もの もあるが矢張 り

一般への普及は今後に待たねばならな

い。/～
5-(2) 特殊情報処理 ・

検 索用 プログラ

ム (プ ・グ ラムの内容)

5-(2)一 イ パターン情報処 実 用 化 各種パターンの入出力装置を含む情 5年 間において簡易 5-(8)一 ロ

理用 プログラム 報処理用の プログ ラム パターン処理用 プログ 簡易パターン

(機 能) ラムは簡易な図私 物 処理用 プ ログ

A-1音 声入 力機能 実 用 化 体、明瞭 な音声、文字 ラ ム

A-2手 書き文字の認識機能 〃 等の認識処理に関する (実 用化)

A-33次 元物体の認識機能 〃 種々の試作が行なわれ

A-4地 図、図面その他 の画像の処 性能向上 ていたが、技法 の設定、

理機能 機能の拡大等に不十分

A-5各 種 センサーに よる遠隔処理 〃 な点 があ り、 これ らの

機能 実用化が目標とされて

㌔ ・ ■
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新分類番号 新高度化計画開
発プログラム名 全体 目標 内 容 及 び 機 能 機 能 別

目 標 これまでの開発状況
関 連 す る
旧高度化計画 備 考

＼
いた。 この5年 間で限定 され た印刷文

字、簡単 な図形等 については、その処

理 プログラムの実用化 され た ものが多

い。 しか しなが ら、 さらに高度の認識

機能 については、技法になお検 討すぺ

き もの が 多 く、 ま た 、 イ メ ー ジ プ ロ セ

シングとして も機能的に一層 の拡大 を

必要 とする点が多い。

今後の5年 間においては、 八一 ドウ

エアの進歩 を考慮 しなが ら
、 各種パタ

一ンの入出力装置を含む情報処理を行

な うシステ ムとして とくに左記にかか

げる機能 を もつ プログ ラムを実用化す

(プ ・グ ラムの内容) ぎ が狐/
5-(2)一 ロ 日本文処理用ブ 性能向上 漢字、 カナ湿 り文の総合処理機能を 5年 前 において 日本 5-(9)一(イ)

ロ グ ラ ム 持う プログ ラム 文処理 プログラムは簡 日本文処理プ

(機 能) 単 な個別的 プログ ラム ロ グ ラ ム

A-1漢 字入 出力の機能 をふまえた 性能向上 が実用化 され ていたが、 (性 能向上)

日本文の入出力処理機能 さらに広く日本文を処

B-2カ ナ文字入力文の文書内容に 実 用 化 理 し、各種 アプリケー '

よる自動解析による漢字の選択 シ ョ ン を サ ポ ー トす る

機能
、

ことを目的 として 日本

B-3マ ン ・マ シ ン ・ コ ミ ュ ニ ケ ー 性能向上 文処理方式を検討し、 マ ン ・マ

シ ョン機能 性能向上を目標として シ ン コ ミ

B-4JIS漢 字 コー ドに 準拠 し 実 用 化 いた。 この5年 間に入 ユ ニ ケ ー
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新分類番号
新高度化計画開
発 プログラム名

全体目標 内 容 及 び 機 能
機 能 別
目 標

これまでの開発状況 関 連 す る
旧高度化計画 備 考

た内部処理機能 出力機器の進歩普及 と シ ョ ン で

B-5日 本 文 をキーとした情報検索 相 ま っ て 、 カ ナ、 ロ ー は、 作業

と日本文の出力機能 性能向上 マ字入力については完 能率の向

成 した ものが多 く、 漢 上を図る

字処理についても普及 ための機

が著 しい。 能が重要

しか しなが ら、 漢字、 で あ る。

カナ湿り文の総合処理

についてはなお検討す

べき事項 が多 く、辞書

の整備、 コー ドの標 準

化等に対処する必要が

あ る。

(ブ ・グ ラムの内容)

5一 ② 一 八 文献検索用プロ 性能向上 オ ンラインに よる各種 文献の管理 と 文献検索:既 にオン 5-(7)一 回=

グ ラム 検索用 プログラム ラインプログ ラムの試
一般情報検索

(機 能) 作段階は終 っており、 プ ロ グ ラ ム

A-1会 話型処理による文献検索機 性能向上 その実用化 とユーザニ (性 能向上)

能
一ズに よる機 能の拡大

A-2オ ン ラ イ ン及 び バ ッ チ に よ る 性能向上 の時期 にある。 またデ 5-(7)一 ←→

文献情報の ファイル管理 とメイ
一夕通信 を利用 した広 統計情報検索

ンテ ナンス機能 域検 索サー ビスの実用 プ ロ グ ラ ム

A-3シ ソ ー ラ ス ・ル ッ ク ・ア ッ プ 実 用 化 化の時期 にあ る。 (性 能向上)

機能

A-4図 形表示機能 実 用 化 デ ー タ検 索:デ ー タ 5-(7)一 ←)

B-5日 本語文献の処理機 能 性能向上 検索自身は既成の技術 汎 用 シ ソ ー ラ

B-6SDI.KWIC等 の 処 理 の 併 性能向上 で は あ る が 、 オ ン ラ イ スの自動作成

旨 ψ
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新分類番号
新高度化計画開
発 プログラム名

全体目標 内 容 及 び 機 能
機 能 別
目 標

これまでの開発状況 関 連 す る
旧高度化計画

備 考

用性 ンによる検索機能の拡 プ ロ グ ラ ム

B-7フ ァ ク シ ミ リ、 マ イ ク ロ フ ィ 実 用 化 大 と、検 索された デー (実 用化)

ルム表 示の ハー ドコピー化等 の タの処理加工および表

本文配布機能 示技術の実用化の時期 SDI:

C-8複 数 ファイル処理機能 性能向上 に あ る。 定期検索

C-9フ ァ イル探索の即応答性機能 性能向上 KWIC:

C-10ユ ー ザ の 操 作 性 性能向上 索引表示

5-(3) 経営計画 ・管理

用 プ ロ グ ラ ム (プ ロ グラムの内容)

5-(3)一 イ 経営計画用プロ 性能向上 中期、長期の経営予測及び設備投資 経営計画については、 5-(1)一(イ)

グ ラ ム と汎用化 計画、人員計画、市場開発計画等を行 これ まで主 として企業 予測解析 プロ

い、企業、団体等の経営の判断に役立 モ デ ル に よ る シ ミ ュ レ グ ラ ム

つ プ ロ グ ラ ム 一 シ
ョ ン タ イ プの プ ロ (汎 用化)

(機 能) グラムが作 られて きた 5-(1)一(ロ)

A-1需 要 動向、顧客行動、店 舗立 性能向上 が、今後 は市場開発、 計画管理 プロ

地環境等の分析 を行い、市場開 と汎用化 経済環境等の各種機能 グ ラ ム

発を計画する機能 を備えた総合的なプロ (汎 用化)

B-2収 益計 画 ・人事計 画 ・設備投 性能向上 グ ラムの開発 を行 う必 5-(1)一 ←う

資計画、資金計画等を行って中 と汎用化 要が ある。 目標管理 プロ

長期の経営計画を行う機能 機能のうち特に市場 グ ラ ム

B-3目 標 管理及び製 品、人材等 の 性能向上 開発機能については、 (汎 用化)

戦力効果分析を行い業績推進を と汎用化 調査機関を中心に各種 ト

図る機能 のアンケ ー ト調 査が行
、

B-4企 業 を取 りま く産業経済、金 性能向上 なわれているが、解析 一

融経済、海外経済等の経済環境 と汎用化 のほ とん どがク ロス集

を予測する機能 計 にすぎず、 より踏み

B-5グ ラ フィック処 理及び解析 結 性能向上 こんだ要因分析を行な
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新分類番号
新高度化計画開
発プログラム名

全体 目標 内 容 及 び 機 能 機 能 別
目 標 これまでの開発状況

関 連 す る
旧高度化計画 備 考

果の図形表示機能 と汎用化 う必要がある し、また

経済環境予測機能につ

いては、 官公庁、 金融

機関 などで1～5年 先

の経済見通 を発表 して

いるが、経済情勢の変 `

化を十分加味で きてお

らず、今後 も性能向上

に重点が置 かれ る。

更に業績推進機能に

ついては、最近効率化

とい う観点 か らこの種

の問題意識が重要視さ

れつつあり今後大いに

発達が期待 できる。

(プ ・グ ラムの内容)

5一 ③ 一 ロ 経営診断用プロ 性能向上 企業、団体等の経営状況の把握及び この分野は金融機関 5-(1)一(ト)

グ ラ ム と汎用化 経営 監査 に役立 つ プログ ラム を中心に開発されつつ 保険、証券、

(機 能) あるが、 まだバ ッチ処 銀行等の経営

A-1EDP会 計監査機能 性能向上 理がほ とん どで あり、 管理 プログラ

と汎用化 今後TSSで の 診断サ ム(汎 用化)

A-2診 断結果の明確な表示機能 性能向上 一ビスを行 うことが想

と汎用化 定 され る。

B-3企 業業績予測及 び企業間比較 性能向上 また、 業績予測や

機能 と汎用化 EDP監 査機能等につ

B-4企 業の財務評価機能 性能向上 いては、 まだ十分 なも

と汎用化 のはなく今後の開発が

■
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新分類番号 新高度化計画開
発 プログラム名 全体目標 内 容 及 び 機 能 機 能 別

目 標
これまでの開発状況 関 連 す る

旧高度化計画 備 考

C-5簡 易入 力機能 望まれる。

C-6財 務 管理 プログ ラムとの接続 実 用 化

, 機能

(プ ・グ ラムの内容)

5-(3)一 八 財務管理用 プロ 性能向上 従来の経理、会計処理か ら財務諸表 この分野 での汎用 プ 5-(1)一(ト)

グ ラ ム と汎用化 の作成迄の一連の財務処理及び新しく ログ ラムは十分開発さ 保険、証券、

必要となる連結財務諸表の作成に役立 れ ている とはいえない。 銀行等の経営
つ プ ロ グ ラ ム データベ ースの一元化 管理 プログラ

と エ ン ド ・ユ ー ザ ー 言 ム(汎 用化)

(機 能) 語 を結びつけた システ 5-(2)一(ロ)

A-1財 務 情報 の一 元管理、処理機 性能向上 ムの開発 が望まれる。 原価、会計、

能 と汎用化 ま た、 中小企業向 け 財務計算プロ
A-2各 種財務図形資料の作成機能 〃 の汎用 プログラムの 開 グ ラ ム

B-3タ イ ムリーな処理機能 〃 発が望 まれ る。 (性 能向上と
B-4ノ ン ブ ロ グ ラ マ ア ク セ ス ア ビ 〃 汎用化)

リ テ ィ

C-5デ ー タ ベ ー ス 標 準 化 〃

C－6監 査 プログラム との接続機能 実 用 化
'

(プ ・グ ラムの内容)

5-(3)一 二 人事管理用プロ 性能向上 人事情報管理及び要員の適正配置に 給与計算等の単純事 5-(2)一(イ)
グ ラ ム と汎用化 役立 つ プログ ラム 務処理 プ・グ ラムは、 入事、給与計

(機 能) 個々の企業の開発によ 算 プログ ラム '

A-1要 員適正分析及び適正配置計 実 用 化 り完成 をみているが、
」

(性 能向上)

画機能 要員分析、人事検索な

A-2融 通性のある人事情報検索機 性能向上 どの企画、立案分野の

能 と汎用化 電算化は達成されてい

な い 。



新分類番号
新高度化計画開
発プログラム名

全体目標 内 容 及 び 機 能
機 能 別
目 標

これまでの開発状況 関 連 す る
旧高度化計画 備 考

A-3機 密保護機能 性能向上 今後は、 この種 の機

と汎用化 能の強化を図るととも

B-4適 時、 適切 な更新機能 〃 に 、 オ ン ラ イ ン に よ る

B-5ノ ン プ ロ グ ラ マ ア ク セ ス ア ビ
〃 処理機能の充実を図っ

リテ ィ てい くこ とが望 まれ る。

C-6デ ー タベ ース標準化 〃

(プ ロ グ ラムの内容)

5-(3)一 ホ 経営科学手法プ 性能向上 経営分析、予測、事業分析予測、社 統計解析、 ダイナ ミ 5-(1)一(イ)

ロ グ ラ ム と汎用化 会問題、経済問題等の諸問題の分析、 ッ ク シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 、 予測解析 プロ

解決等に役立つOR手 法 、 シ ミュレー 予測モデル作成、 スケ グ ラ ム'

シ ョン、数理計画等の プログ ラム ジ ュ ー リ ン グ、 数 理 計 (汎 用化)

1 (機 能) 画等 の手法 ごとの プロ 5-(1)一 因

完 A-19諸 手 法の一元的 な管理機能 性能向上 グラム化は比較的完成 経営管理シミ

1 と汎用化 しているが、利 用者 の ユ レ ー シ ョ ン

B-2処 理 効率 性能向上 問題に合せた形での体 プ ロ グ ラ ム

B-3拡 張性
〃 系化、 使い やすさなど (性 能向上)

C-4標 準化 性能向上 の面で未だ不充分であ 5-(2)一 ψ→

る 。 統計処理 プロ

今後は、使い 易さ、 グ ラ ム

融通性、処理速度とい (汎 用化)

L う点で性能向上をはか

る と と もに 、TSS化 、

会話形式のものの開発

が望 まれ る。

5-(4) 流 通 ・サ ー ビ ス

用 プ ロ グ ラ ム

,4ト.㊥一
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新分類番号 新高度化計画開
発プログラム名

全体目標 内 容 及 び 機 能 機 能 別
目 標

これまでの開発状況 関 連 す る
旧高度化計画 備 考

(プ ロ グラムの内容)

5-(4)一 イ 配送 ・在庫管理 性能向上 顧客 あるいは マーケッ トのニーズ及 一部において専 用シ
5-(1)一 ホ

用 プログ ラム と汎用化 び販 売計画に従い、製品や商品の配送、 ステムが利 用され るよ 販売管理プロ

在庫 を計画 し管理するのに役立つプロ う に な っ て い る。 グ ラ ム

グ ラ ム 今後は、 多 くの業種 (汎 用化)

(機 能) において利用可能 なよ

A-1最 適解の算出又はその発見の 性能向上 うに汎用化を計るとと

ためのサポー ト機能 と汎用化 もに性能向上の要があ

A-2現 場 への タイム リーな指示機 〃 る。 ま たvサ ブ プ ログ

能 ラムとして次の ものを

B-3デ ー タ ベ ー ス の 確 立 〃 も つ 。

B-4オ ン ラ イ ン ・ ア ビ リ テ ィ ー 、 〃 1・ 最 適配送計画

端末からの処理機能 (手 段、経路、 量)

B-5ノ ン ブ ロ グ ラ マ ア ク セ ス ア ビ 〃 2.在 庫 計 画、 管理

リテ ィ (管 理 方 式、量)

3.店 舗計画、 管理

(立 地、 規模)

(プ ログ ラムの内容)

5-(4}一 ロ 保険、証券 銀 性能向上 保険、 証券、銀行、 百貨店、 石油ス 企業内あるいは限 新 規

行等 窓口サー ビ と汎用化 タン ド等におけ る窓 口業務の改善、 サ 定された サー ビスに

ス業務用 プログ 一 ビスの提 供のためのオン ラインシス
対するものは非常に

ラ ム テ ム用 プ ロ グ ラ ム。 発達 した。 今後 は、
.

(機 能) 複数企業間のサ、一 ビ

A-1デ ー タ ベ ー ス 機 能 性能向上 ス、 あるいは関連 サ

と汎用化 一ビスを一体化 した

A-2セ キ ュ リ テ ィ 機 能 〃 ものの発達が望まれ

A-3音 声入力処理機能 実 用 化 る 。



ー
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－

新分類番号 新高度化計画開
発プログラム名

全体 目標. 内 容 及 び 機 能 機 能 別
目 標

これまでの開発状況 関 連 す る
旧高度化計画 備 考

(プ ログ ラム内容)

5-(4)一 八 販売管理用機器 性能向上 各種の販売管理に用いられる機器の 機器、設備の監視 1-(4)一 日

制御 プログラム と汎用化 制御 を行 な うプログ ラム 自動運転は非常に発達 機器制御用制

(機 能) して き た 。 御 プログ ラム

A-1販 売管理用の機器の自動運転 性能向上 今後は更に定型的判 (性能向上)

又は監視機能 と汎用化 断の自動化 とともに異

A-2定 型 的判断の織 り込 まれた も 〃 常状態の早期発見、防

の(異 常処理L機 器取替など) 止を強化 したものが必

A-3フ エ ル セ ー フ機 能 〃
要 である。

A-4デ ー タ ベ ー ス 機 能 〃

(プ ログ ラムの内容)

5-(5) 生産用 プログ ラ 各業種の業態に応じた生産活動を行 相当水準迄高度化さ 5-(1)一 ←)

ム うために必要な中短期の計画作成 とそ れた システ ムが実 用化 生産管理 プロ

5-(5)一 イ 生産管理用プロ 性能向上 の実行の管理の ための プ ログ ラム されてい るが、 アル ゴ グ ラ ム

グ ラ ム と汎用化 (機 能) リスムの確立 していな (汎 用化),

A-1生 産計画作成機能 性能向上 いため、 システムに採

と汎用化 り入れられていない機

A-2材 料計画作成機能 〃 能 も少なからず残され

A-3工 程計画作成機能 〃 て い る。 又 、'管 理 水 準

A-4日 程 計画作成機能 〃 の変更に対する追随性

B-5運 搬計画作成機能 〃 等についても改善を要

B-6進 行管理用資料作成機能 〃 す る点が多 く存在する。

(プ ログラムの内容)

5-(5)一 ・ 設計管理用プロ 性能向上 各業種の業態に応 じた設計部門での 高度な計算手法がパ 新 規

グ ラ ム と汎用化 設計の計画、実施及び管理のためのプ ッケージ化 されている

ロ グ ラ ム が、取扱 いの容 易 さ等

改善すべ き点が多い。

●
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新分類番号 新高度化計画開
発プログラム名 全体目標 内 容 及 び 機 能 機 能 別

目 標
これまでの開発状況 関 連 す る

旧高度化計画 備 考

(機 能)

A-1設 計の日程計画作成機能 性能向上 一部利 用 され ている

令

と汎用化 が、分野の広 さに比 し

A-2進 捗管理資料作成機能 実 用 化 被覆率が著しく低 く実

A-3資 料 の整備及 び検 索の サポー 〃 用化をはかる必要があ

ト機能 る 。

B-4計 算、 作図の実施及びそれに 〃

関する各種関連 プログラム利用

の た め の イ ン タ ー フ ェ ー ス 機 能

B-5積 算、材料手配等生産実行行 性能向上

為への指示機能 と汎用化

B-6工 数、・資金等資源消耗量の把 〃

握機能

(ブ ・グ ラムの 内容)

5-(5)一 八 製造工程制御用 性能向上 各業種 における各工程 の装置、 設備、 1-(4)一 ←→

プ ロ グ ラ ム と汎用化 機器の自動運転及び制御を行うプログ 機器制御用制

ラ ム 御 プログ ラム

(機 能) (性 能向上)

A-1簡 易操作機能 性能向上 適用範囲の拡大及び

と汎用化 取扱易さとともに制御 5-(3)吋 イ)

A-2制 御対象機器の稼動状況の把 〃 機能の高度化及び充実 シス テム制御

握、予測機能 が必要である。 用 プ ロ グ ラ ム .

B-3目 標量を制適するための各種 〃
、

(性能向上)

情報の作成、表示機能

B-4製 造効率の最適化機能 〃 ・

(プ ロ グラムの内容)

5-(6) 科学技術計算用 構造物の力学的平衡状態の解析 を有 現在までに各種の個



新分類番号
新高度化計画開
発プログラム名

全体目標 内 容 及 び 機 能
機 能 別
目 標

これまでの開発状況 関 連 す る
旧高度化計画 備 考

プ ロ グ ラ ム .

5-(6)一 イ 構造解析用プロ 性能向上 限要 素法等 を用いて行 うプログ ラム。 別解析 パ ッケージ開発 5-(4)一(イ)

グ ラ ム A-1大 型複合構造物の効率的解析 性能向上 が行われているがユ ー 自動設計

機能 ザニーズと しては多様 解析 プ ログラ

A-2静 的、動的な非線型解析機能 実 用 化 化すると共に高精度且 ム

`
B-3大 変形又は ク リープ等の非定 実 用 化 つ弾塑性又は非定常状 (実 用化 と

'

常状態解析機能 態解析等高技術水準の 性能向上)

B-4モ デ ル ・ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン機 性能向上 ものを求めており多様

能及び解析結果のユーザの要望 化 した各 プログラムの

に対応した編集出力機能 統合と共にCAPの 重

要な中核機能 として開

1 発努力を傾注する必要

鳶 が あ る。

1 (プ ロ グラムの内容)

5-(6)一 ロ プ ロ セ ス ・ シ ミ 性能向上 化学 プラン ト、石油化学 プ ラン ト等 同種 プログ ラムは既 5-(4)一 ω,

ユ レ ー シ ョ ン 用 と汎用化 における反応工程及び機器運転をシミ に実用化 されてい ると 自動設計

プ ロ グ ラ ム ユ レ ー シ ョ ン す る プ ロ グ ラ ム 思われるが社会環境の 解析 プ ログ ラ

(機 能) 変化 と もあいーまって更 ム

A-1流 動、 伝熱、 蒸留、蒸発、 吸 性能向上 に性能向上の必要があ (実 用化と

収等 諸反応 シ ミュ レーシ ・ン機 と汎用化 る 。 性能向上)

能

A-2上 記機能を有する総合的なシ 〃

.ス テ ムの 最 適 化 運 転 シ ミ ュ レー

シ ョン機能

B-3設 備 、保守、触媒取替等 のシ 実 用 化

ス テ ム ・ メ ン テ ナ ン ス ・管理 機

能

■ひ
・ ・
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新分類番号
新高度化計画開
発プログラム名

全体目標 内 容 及 び 機 能 機 能 別
目 標

これまでの開発状況 関 連 す る
旧高度化計画 備 考

(プ ログ ラムの内容)

5-(6)一 八 コ ン ピ ュ タ ー ・ 実 用 化 土木、建築、造船、機械 電機等諸 5年 前 において、 こ 5-(4)一(イ)

一"一 ∨

エ イ ア ッ ド ・ ア 工 学 分 野 に お け る コ ン ピ ュ ー タ ・エ イ れ ら土木、建築、造船、 自動設計

ザイン用 プログ デ ッ ド ・デ ザ イ ン用 プ ロ グ ラ ム 化学 解析 プログ ラ

ラ ム (機 能) 機械等各分野におけ ム

A-1諸 サ ポ ー ト ・プ ロ グ ラ ム の イ 実 用 化 る自動設計 用 プログラ (実 用化 と

ン テ グ レ ー シ ョ ン機 能 ムは甚だしく対象物 を 性能向上)

B-2材 料 物性、諸 コー ド、 設計慣 実 用 化 限定 した もので あり、

習上規約等情報検索機能 更に適用範囲の拡大 と

総合化した自動設計 プ

ログ ラムの 開発が 目標
・

となり、更に製造工 程

への情報提供をもその

目標範囲に含まれてい
'

たが、 この5年 間 で回

路の自動設計、空調設

備 、 鉄 骨 フ レー ム、PC

造壁式住宅等自動設計

プログ ラムの開発 がな

され、 ある分野におい

ては実用化段階に達 し

て い る。 .

しか しながら、当初
」

設定された本項目に含

まれるべき技術分野は

甚 だしく、 多分野に亘

り、 かつ、該当すべ き
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新分類番号 新高度化計画開
発プログラム名

全体 目標 内 容 及 び 機 能 機 能 別
目 標

これまでの開発状況 関 連 す る
旧高度化計画 備 考

プ・グ ラムも多岐、 多

1

レベルに及ぶので、新

高度化計画では、項目

の分化 を行 ない、 なお

且つ現在では自動設計

とい うよりCAD(コ

ン ピ ュ ー タ ・ エ イ デ ツ

トデザイ ンシステム)

との呼称が適切且つ一

般的と思われるので呼

称 を変更 した。
、

CADは 今後最 も開

発されるべき分野であ

って、技術的裾野 も広

く、 多 く の サ ポ ー トブ

ログラムを必要 とする。

(プ ログ ラムの 内容)

5-(6)一 二 原子力技術計算 性能向上 原子 力利用にかかわる技術計算 を高

用 プ ロ グ ラ ム 精度且つ効率的に行うためのプログラ

ム

(機 能)

A-1燃 料 挙動、核的安定、熱伝導 性能向上 種 々の プログラムが 5-(4)一 ㈲

等の解析機能 単発に開発されており 自動設計

輸入 ブ・グラムに多 く 解析 プログ ラ

A-2遮 蔽、耐震解析等安全解析機 性能向上 をた よって来 たが原子 ム

能 炉形式にも対応 して我 (実 用化 と

B-3デ ー タの一元管理機能 実 用 化 が国の実情に合ったブ 性能向上)

●
白
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新分類番号 新高度化計画開
発プログラム名 全体目標 内 容 及 び 機 能 機 能 別

目 標
これまでの開発状況 関 連 す る

旧高度化計画 備 考

ログ ラムの総合 開発努

力が必要で ある。

5-(6)一 ホ 宇宙開発技術計 性能向上 宇宙開発にかかわる技術計算を高精 過去数年間に急速に 5-(4)一 イ

算用 プログ ラム 度 かつ高能 率に行 うためのプログ ラム 実用化された プログラ 自動設計 ・解

A-1ロ ケ ッ ト、 人 口 衛 星 そ の 他 宇 性能向上 ムであり、輸入 に依存 析 プログ ラム

宙飛行体の運動の シ ミュレーシ した もの も多い。 (実 用化と
。ンと最 適化機 能。 オ ペ レ ー シ ョ ン の 実 性能向上)

A-2振 動、荷 重、熱、電波干渉等 〃 績を踏まえて信頼性が

の試験データ解析機能 高まり高性能化、総合

A-3打 ち上 げ、誘導、追跡、 デー 性能向上 化が可能 となって きた。

タの実時間取得解析機能
一

B-4飛 行安全のための ロケッ ト落 〃

下域予測、被害確率解析機能

B-5静 止 衛星管制、 データ解析機 実 用 化

能

B-6地 球観 測データ画像処理機能 実 用 化

.

t

、



】V前 回 計 画 の 達 成 状 況

1.制 御 プ ロ グ ラ ム

分類番号 プログラム名 目 標 達 成 状 況 開 発 ・改 善 事 項 新 計 画 関 連 備 考

1-(1) 超大型複合電子 超大型複合 コン ピェータその も 汎用0・Sと して の機 能は一応開 1.(2)複 合 コ ン ビ ュ ー

計算機 システム のの設置数 が少なかったため、 汎 発済みと考えられるが、最近の技 タシステム用汎用制

用制御 プログラ 用 システ ムの例は限定 され るが、 術進歩を反映する意味で次のよう 御 プログラム

ム統括制御 プロ 試 作 試作 システムはい くつか特定用途 な機能の拡充が必要。 (実 用化)

グ ラ ム 向け として例えば大学間 ネ ットワ 1)信 頼性の向上

一ク
、原子力工業 におけるハィア 2)機 密保護機能

ラーキシス テム等が実用化 されて 3)使 い易 さ

「超大型複合コ いる。 しか し大規模 なコン ビュー 4)ト ラ ヒ ・ ク制 御

ン ピ ュ 一 夕 ・シ タ ネ ッ ト ワ ー ク 用 制 御 プ ロ グ ラ ム 5)リ ソースの有効利用

| ス テム全体 の総 については満足な成果が得 られて 6)保 全性

ま 括的制御を行 う い な い 。

1 プ ロ グ ラ ム

1-(2) 超大型電子計算 キャッシュメモリ、大容量記憶 ブ 1)信 頼性の向上 1.(1)単 一 コ ン ピ ュ

機 用制御 プロク ロ ッ ク マ ル チ プ レ クサ チ ャ ン ネ ル 2)使 い 易さ
一夕システム用汎

ラ ム などを効率的に活用しバッチ処理 3)保 全 性 用制御プ ログ ラム

1-〈2>一 イ 汎用制御 プログ 性能向上 と リ ア ル ・タ イ ム の 組 合 せ シ ス テ 4)仮 想 コ ン ピ ュ ー タ機 能 性能向上

ラ ム ムとしては完成 したといえる。 5)ト ラ ヒ ッ ク 制 御

「TSS、 リモ TSSと の組合せや異機種間の標

一 トバ ッ チ
、 リ 準化の進展は充分でない。

ア ル タ イ ム、 ロ

一 カ ル バ ッチ の

いずれかをも制

御 する プログラ 、

ム 」

1-(2>一 ロ ヒ ュ ー リ ス テ イ 具体 的ニーズが顕在化せず、特 消 去

月oニ
ピ 直

一
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分類番号 プログラム名 目 標 達 成 状 況 開 発 ・改 善 事 項 新 計 画 関 連 備 考

ツク制御 プログ に進展は見 られ ない。

ラ ム

「超大型機の制 試 作

御 プログ ラムの

生成を合理化す

る プ ロ グ ラ ム

1-(3) 大型または中型 '

電子計算機用制

御 プログラム

1-〈3ト ィ 汎用制御プログ 性能向上 多次元処理が可能で性能の高い 最近の技術進歩に応 じた新機能 1-(1)
ラ ム もの が実現 されたがバ ッチ、 リモ の追加が必要 単 一 コ ン ピ ュ ー タ

一 トバ ッチTSSを 完 全に一体化
1)保 全 性 システム用汎用制

「TSS、 リモ した ものの例は少 ない。 しかし二 2)デ ー タ ベ ー ス機 能 御 プログラム
一 トパ ッチ

,リ ア
一ズがあれば具体化可能な技術水

3)ト ラピ ック制御機能 (性 能向上)
ル タ イ ム、 ロ ー 準には達 している。

カ ル バ ッ チ の い

ずれをも制御す

る プ ロ グ ラ ム 」

1-〈3)一 ロ 専用制御 プログ 性能向上 オン ラインシステム、TSS等 汎用 化、 汎用オペ レーティング 消 去
ラ ム を中心に高水準のシステムが実用 システ ムとの一本化が望 まれる。

化 され ている。 しか し異機 種間の

「TSS、 リモ
`

標準化は進展 していない。
一 トバ ッチ,リ ア

ル タ イ ム 、 ロ ー

、

カ ル バ ッ チ の い

ずれかに著 しい

比重のかかった
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分類番号 プログ ラム名 目 標 達 成 状 況 開 発 ・改 善 事 項 新 計 画 関 連 備 考

システ ムに用い

られ るプログラ

ム 」

1-(4) 小型 または、超

小型電子計算機

用制御 プログラ

ム

1-(4>一 イ ター ミナル計算 性能向上 リ ア ル タ イ ム タ ー ミナ ル 用 及 び 技術進歩に応じ次の機能の実用 {イ通信衛星

用制御 プログラ リモ ー トバ ッ チ タ ー ミナ ル 用 制 御 化が望まれ る。

ム プログラム等多 くの実用例が あり、 1)プ ア ー ム ウ エ ア 化 2.(1)㈲ イ ン テ リ ジェ

目標 には到達 した といえ よう。 2)標 準 化 ン ト タ ー ミナ

「大型機以上の ル用 制御 プロ

コ ン ピ ュ ー タの グ ラ ム

端末機としての (性 能向上)

用途に対応する

プ ロ グ ラム 」

1-〈4)一 口 メッセージ交換 性能向上 前回高度化計画制定時に考えら 技術進歩に応じて下記項 目に対 2.一(2)一 ω

用 プ ロ グ ラ ム れ た ミニ コン等 を前提 とした プロ する技術 開発 が望まれる。 チータ交換用 プロ

グ ラムについては メッセージ交換 1)新 しいデータ伝送方式の採用 グ ラム(性 能向上)

「 メ ッセ ー ジの 用 デ ー タ 集 配 信 用 、 コ ン ピ ェ 一 夕 2)マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サの 利 用

交換、集配信処 ネ ッ ト ワ ー ク の 中 継 コ ン ピ ュ ー タ 3)標 準 化

理を効率よく行 用等の制御 プログラムが実 用化さ

う小形で高性能 れ 目標は達成された といえる。

の プ ロ グ ラ ム 」

1-(4ト ハ 機器制御用の制 性能向上 応用分野(自 動化倉庫、 自動計 水準未達成の分野に関する機能 5.一(4)一 ←〕

御 プログラム 損|L数 値 制御等)に よっては十分 の高度化 を図 るべ きである。 販売管理用機器

目標 を達成 して いる。 しか しなが 1)パ タ ー ン処 理 制御 プログ ラム

白 '一
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分類番号 プログ ラム名 目 標 達 成 状 況 開 発 ・改 善 事 項 新 計 画 関 連 備 考
「数値制御、 プ ら利用分野が広範に及ぶので、分 2)図 形 入 出力 (性 能向上と汎用化)
ラン ト制 御 、 そ 野に よっては試作等の水準 にある。 3)ア ナ ロ グ ・デ ー タ 処 理

の他種 々の プロ 4)連 想処理 5-(5)一 ←→
セス制御等の利

製造工程制御用プ
用目的に対応す

ログ ラ ム

る制御 プログラ
(性能向上 と汎用化)

ム 」

1-(5) デ ー タ ベ ー ス 用 試 作 新 シ リ ー ズ コ ン ピ ュ ー タ で は 実 エ ン ドユ ー ザ 機 能 、 セ キ ュ リテ 1-(5)
制御 プログラム 用段階 に入 った。 イ機 能を充実 したデータベ ース ・ デー タベース管理

「 デ ー タ ベ ー ス

システムを実用化する。

コンピュータ間通 信の発展に伴

システム用制御 プ

ログラム(性 能向
一

シスァ ムにおい
うデータベースの分散化 に対応 し 上)

て大容量の情報
得 る ように データベ ース管理 シス

を使い易く有機 テムの機能 ・性能向上を図る必要

的に収容 し、 効 が あ る。

率 よぐプアイル

管理 するプ ログ

ラム♪

・

.
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2.通 信 用制 御 プ ログ ラ ム

分類番号 プログラム名 目 標 達 成 状 況 開 発 ・改 善 事 項 新 計 画 関 連 備 考

2-(1) 電子計算機 と端 性能向上 オ ン ラインプログ ラムの基本的 今後の動向 としては、通信制御 2-(1)一 イ

末機の間の通信 機能である基本伝送制御手順に従 は 専 用 め フ ロ ン トエ ン ドプ ロ セ ッ フ ロ ン トエ ン ドブ
・

制御 プログ ラム って動作する通常端末の制御に関 サに より分担 され る傾向である。 ロ セ ッ サ 用 プ ロ グ

しては 目標 を達 した。 したがって、一 層の性能 向上 と ラム(性 能向上)

「通信制御 プロ さらに ネッ トワーク及び端末機 汎用化をは かるためにホス トとフ

グ ラ ムの イ ン タ
A
L の多様性を吸収する方式として高 ロ ン トエ ン ド プ ロ セ ッ サ の 間 の 機

一 フ ェ イ ス を標
級 データ ・リンク制御(HDLC) 能配分の適正化をはかり、それに基

準化して計算機 を用いた通信制御による通信制御 づ き次の機能 をもつプ ログ ラムを

と端末間の情報 プログ ラムの試作、実用化が進め 実用 化す る。

処理を実現する られてい る。 (1)ハ イ レベル手 順に従 う回線の

プ ロ グ ラ ム」 制御

(2)パ ケ ッ ト向 イ ン タ ー フ ェ ー ス

をもつ回線 との接続

(3)イ ン テ リジ ェ ン ト タ ー ミ ナ ル

の制御

2-(2) 電子計算機 と電 性能向上 計算機相互の接続については、 今後は 2-(1)一 イ

子計算機との間 回線交換を用い、同一の手順に従 (1)パ ケ ッ ト交 換 、 パ ケ ッ ト無 線
o

フ ロ ン トエ ン ド ブ

の通信制御 プロ った計算横間の接続により主とし 等の新 らしいデータ交換方式に ロ セ ッ サ 用 プ ロ グ

グ ラ ム て リモ ー トジ ョ ブ エ ン ト リ程 度 の よる計算横間通信 ラム(性 能向上)

業 務 を行 うシステ ムが実用化 され ② 同一の手順で接続 され た コン 2-(2)一 イ

「複数の計算機 てお り、更にHDLCに よ る電 子 ピ ュ 一 夕 ネ ッ ト ワ ー ク を 複 数 個 データ交換用 プロ

を有機的に結合
、 計算機間通信制御プログラムの試 相互に接続 し広域化をはかるこ グ ラム(性 能向上)

する標準手法を 作 ・実用化が進め られている。 と。 2-(2)一 回

結合 して、 計算 (3)コ ン ビ ュ タ ネ ッ ト ワー ク 内 の 網間接続用 プログ

機 と計算横間の 資源の効率的利用等の網全体の ラム(実 用化)

情報処理を実施 制御ならびに計算磯間の高級な 2-(31

」 ' @
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分類番号 プログ ラム名 目 標 達 成 状 況 開 発 ・改 善 事 項 新 計 画 関 連 備 考

するプログラム」 情報交換等のためのプ ログラム コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト

の開発が必要である。 ワーク用通信制御 プ

・グラム(実 用化)

(1)については計 算機 側では フ ロ

ン トエ ン ド ・プ ロ セ ッ サ に よ り

行われるの が動 向である。

2-(3) 電子計算機 と交 実 用 化 既在網を利用し回線交換機を介 今後、主 としてパケ ッ ト交換機 2-(1)一 ω

換機を介 した端 した計算機または端末機の接続に を介 した プログ ラムの開発 を急 ぐ フ ロ ン ト エ ン ド ・

末機または電子 ついては実用化はほぼ完了し、性 必要 がある。 プ ロ セ ッ サ 用 プ ロ

計算機 との間の 能向 上、汎用化が行われている。 グラム(性 能向上)

通信制御プログ 2-(1)二 回

ラ ム イ ン テ リ ジ ェ ン ト

タ ー ミ ナ ル 用 プ ロ

「計算機一交換 グ ラム(性 能向上)

機一端末機の接 2-(2)一(イ)

続を行ない電子
.

データ交換用 プロ

計算機網を構成 グ ラム(性 能向上)

して遠隔情報処

理を実現するブ

ロ グ ラ ム 」
ミ

、

'



5.言 語 プ ロセ ッサ

分類番号 プログ ラム名 目 標 達 成 状 況 開 発 ・改 善 事 項 新 計 画 関 連 備 考

3ヰ1>一 イ PL/1コ ン パ イ 性能向上 5年 間の高度化計画期間中PL PL/1言 語自体かなり動的変化 3-(1)一(イ)

ラ /1コ ンパ イラは各機種に渉って をしておりISO化 が 進 んでい る 汎用高水準言語プ

実用化段階を越えBASIS/1等 ので、今後ISOの 動 向に準拠 し ロセ ッサの性能向

「広範囲に使用 は汎用化レベル以上に達し性能向 セマンティックスを含めての標準 上

できる汎用言語、 上はか なり進んでいる。 この段階 化の方向で改善を行い性能向上に

PL/1の コ ン パ は初期の性能向上 とい う目標に対 つ とめ る必要がある。 また、機種

イ ラ 」 し十 分達成 した と言 うぺ きで ある。 間の ポータ ビリテ ィも必要 である。

又PL/1を 取 り』扱 っ ている機種

が外国機種 ・国産各種に渉ってお

り特 に新 シ リーズにおいてか なり

1 顕 著である。

竃 3イ1卜 ・ 自己拡張機能を 実 用 化 5年 間に実用化されたものはP 実用化は本質的な問題が多い会 消 去
1 持 つ言語 プロセ 1、/IAI、GOL-N.DCN(ダ イ 話型言語において引続いて行 う必

ッ サ ナ ミ ッ ク コ ン パ イ ラシ ス テ ム). 要 がある。

及び会話型、他は殆ん どが試作段

階(例 えば自己拡張型言語 プロセ

ッ サ 等)で あ る。

「新たに指定し

た言語機能で表

現能力を拡張で r

きる言語 プロセ

ッ サ 」

3-(1>一 八 汎用簡易会話型 実 用 化 実用化は完成 し、標準的なBA 自己拡張性、操作性、処理性 能、 3-(1)一 回

言語 コンパ イラ SIC.FORTRANを 始 め とし幾 融通性等の点で今後性能向上が望 汎用会話型言語プ

つかの プロセ ッサがTSS可 能 な ま れ る。 ロ セ ッサ

「新たに指定し 機種に準備 されたが日本語をべ一 (性能向上)

」 声 々 ゆ

・一一
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分類番号 プログ ラム名 目 標 達 成 状 況 開 発 ・改 善 事 項 新 計 画 関 連 備 考

た言語機能で表 ス と し た も の は な い 。・

現形式を拡張で

きる言語の プロ

セ ッ サ 」

3-(1>一 二 自然言語型言語 試 作 COBOLに 添 って構文 も日本語 この種の言語コンパ イラを今後 消 去
コ ン パ イ ラ に近い日本語 コボルの実用化は行 とも続けるかは問題 の多いところ

われたが、 自然言語 を理解 で きる で あるb

「特定の自然語 汎用言 語 コンパイラは開発 されて

に近 いプログ ラ い な い。

ム言語の コンパ

イ ラ 」

3イ1)一 ホ デ ー タベ ー ス 用 実 用 化 データベ ース用言語は この5年 今 後 は 、 デ ー タ セ キ ュ リテ ィ機 3-(2)一(ロ)

言語 プロセ ッサ 間国産 ・外国機全機種に渉って実 能の完備 ・処理効率の向上、国際 デー タベ ース用言

用化の段階を越えて性能向上も逐 標 準化案、CODASYL仕 様 等に準 語 プ ロセ ッ サ

「デ ー タ ・べ 一 次行われ ている。 例えば、COBOL 拠 、 汎用 性の拡大、等 を中心 と し (性能向上)
スを中心 とした

、 又 はFORTRANを ホス ト言語 と た性能向上を必要 とする。
システム用の言 したホス ト型及 びセル フコンティ

語 の プ ロ セ ッサ」 ン型の言 語 プロセ ッサ、CODASYL

仕 様 が固ま りつつあ り、 これに添

った言 語 プロセッサが開発されて

き て い る。

3-(2)一 イ 事務処理会話型 実 用 化 事務処理会話型言語プロセッサ 事務処理 という分野に捕われず 3-(1)一 ロ .

言語 プロセ ッサ はある特定の機種について実用化 データ処理全 般に渉 って汎用 とし 汎用会話型言語プ
「会話形COBOL が行われたに過 ぎず全般的には実

、

て も現 用 として も実用化完成、 さ ロ セ ッ サ

を含 む もので、 用化完成の一歩手前の段階と言え らに性能向上を行う必要がある。 (性 能向上)
特 に デ ー タ ・べ る。 例 え ば、 デ ー タ ・ベ ー ス 操 作

一スを考慮 した のためのCOBOL形 式の会話形言



分類番号 プログラム名 目 標 達 成 状 況 開 発 ・改 善 事 項 新 計 画 関 連 備 考

言語の プロセッ 語、COBOL仕 様 をベースに して

サ」 これにデ ータ ・ベース操作言語を

盛 り込 み、TSSで 使 用で きる会

話型言語等があげられる。

3-(2>一 ロ 情報検索言語 プ 実 用 化 汎用的な情報検索言語及びオン しか しなが ら、汎用性、融通性、 3-(1)一 ロ

ロ セ ッサ ライ ン用専 用言語等につい ては、 使い易さ、処理速度、標準的処理 汎用会話型言語プ

5年 間に代表的な機種において実 方法等今後の性能向上が期待 され ロ セ ッサ

「オンライン情 用化段 階に入ってい るが、全般的 るo (性 能向上)

報検索用言語 の には実 用化、完成 とい う所 までは

プ ロ セ ッサ 」 到っていない。5年 前におい ては 3-(2)一 ロ

殆んど試作状況であったことから データベース用言

1 思考するとかなり集中的に開発が 語 プ ロ セ ッ サ

恐 進んだといえ る分野 である。 (性 能向上)

1 3《2>一 八 科学技術計算言 実 用 化 科学技術計算言語 プロセッサは 今後はアブ リケーシ ョン プログ 3-(2)一 二

語 プ ロセ ッ サ 電子 回路解析用言語 プロセッサな ラムの分類において、性能向上 を 問題向言語 プロセ

どで代表 され、 この5年 間 に実用 図 るべ きで ある。 ッサ(性 能向上)

「数理計算や数 化段階 に入 っている。

値計算行列演算

処理などの科学

技術計算を簡易

に行 う言語のブ

ロ セ ッサ 」

3ヰ2)一 二 シ ミ ュ レ ー シ ョ 性能向上 GPSSあ るいはSIMSCR一 次の5ケ 年間に離散系、連続系 3-(2)一 二

ン言 語 プ ロ セ ッ IPT等 の 離 散 系 シ ミ ュ レ ー シ ョ の混合型 シミュレーシ ョン言語 を 問題向言語 プロセ

サ ン言語はこの5年 間に大体完成に 実用化 し超汎用的 なシ ミュレーシ ッサ(性 能向上)

近 づいた。CSMPを 中 心 とす る ヨン言語 の完 成を 目指す。 これ に

「OR手 法 ・統 連続 系 シ ミュ レー ション言語は大 より従来 のようにいちいちその用

1

⇔

」 〔旬 の ・

一
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分類番号 プ ロ グ ラ ム名 目 標 達 成 状 況 開 発 ・改 善 事 項 新 計 画 関 連 備 考

計解析等を総合 体実用化段階を過ぎ性能向上段階 途 に応 じて別の言語 プロセ ッサを

的に組込み、離 に入 ってい る。他の専用 シミュレ 用 いる必要 はな くなるようにす る。

散系、 連続系 一シ ・ン言語 も数 多 く実用化 され

の双方を扱える たが総合的で汎用性を持った もの

シ ミ ュ レ ー シ ョ は開発 されていない。会話形式の

ン言語の プ ロセ ものは実用化されてはいるが未だ

ッ サ 」 不十分であ る。

3ヰ2)一 ホ 表形式言語 プロ 実 用 化 表形式言語についてこの5年 間 今後5年 間において標準化を進 3-(1)一 二

セ ッサ に数多 く試作 された し、 ある意味 め、使 い易い言語に進展せ しめる 表形式言語プロセ

において実用化可能段階になって 必要 がある。 ッサ(性 能向上)

「複雑な判断を い る。例 えばFORTRAN.COBOL.

テ ー ブル形式 で をホス ト言語 とし、処理手続 き部

処理する言語の 分を記述 する言語 プロセッサ等が

プ ロ セ ッサ 」 ある。が利用者側がこれ等を実用

言語 として使用 している と言 える

段階ではない。 これは表形式言語

自体に本質的な問題があると言え

る。狭い範囲で専用的に使われた

もの については実際実用化 され て ,

いることを考えると標準化にも問

題 がある と言え る。

3-(3) コ ン パ イ ラ ・ コ 試 作 各種 コンパイ ラが試作 されたが む しろ言語 プロセッサジェネ レ 3-(1)一 ト
.

ン パ イ ラ 完成 に至 ってい ない。
一夕とい う形で今後5年 間で実 用

言 語 プ ロ セ ッ サ ・

「 コ ン パ イ ラの

、

化 を図るべきである。 ジ ェ ネ レ ー タ

自動製作を行う (実 用化)

コ ン パ イ ラ 」

4-(1) 分類 併合プロ 汎 用 化 分類、 併合は データ処理におけ 前回の高度化計画では汎用化を 消 去
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分類番号 プ ロ グ ラ ム名 目 標 達 成 状 況 開 発 ・改 善 事 項 新 計 画 関 連 備 考

グ ラ ム る最 も基本的 な処理操作 であり、 目標 としていたが、経済性、効 率

5年 前において も既 に実 用の プロ 性の立場からすると、現在は必ず

「 デ ー タ の 形 式 、 グラムは少な くなったが、当時の しも汎用化を目標 とする必要はな

記録媒体等の各 状況 としては磁 気テープベースの い と判断される。

種条件に対 して、 ものが主体 であり、分類 アル ゴ リ

適合した分類方 ズム、汎用 データ処理用言語 との

式の とれる プロ 整合性処理効率等に多くの問題点

グ ラ ム 」 を残 していた。 しか しこの5年 間

に、磁気 ディスク装置の一般 化を

初め ハー ドウエア機能の向上、各

種分類 アル ゴ リズムの実 用化等 に

より、ほぼ満足 し得 る分類、併合

プログラムが出現する ようになっ

た。 4-(3)一(イ)

プログラム変換用

プ ロ グ ラ ム

(性 能向上)

4-(2) 変換 プログ ラム 性能向上 プログ ラムの変換 に関 しては異 1対1の 変換 プログ ラムは効 率 4-(3)一 回

機種間の同一語同志(COBOI. も よ くその 目的のみを達すれ ばよ データ変換用 プロ

「異種の汎用言 FORTRAN)の ソ ー ス レ ベ ル で の い ユーザにとっては便利 な もので グ ラム(実 用化)

語 間又はデータ 変換が殆ん どである。 ある。 しか し、今後異機種間の ブ

の記録形式、媒 また、 データの変換に関 しては ロ グ ラ ム や デ ー タ ・ベ ー ス等 の リ

体等の間の変換 上記の言語用のプア イルの変換 お ソースを相互 に利 用 し合 う リソー

を行 うプログラ よびJISEBCDIC等 の コ ー ド ス シエア リングが行 われ る様 にな

ム 」 変換が主体 を しめる。 る と、n対nの 変換 を可能 とする

これ らの変換 プログラムの殆ん 汎用の プログラムが必要不可欠 と

ど は 、 個 々の ユ ー ザ や メ ー カが 、 な ろ う。

㌦ 這 ・
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分類番号 プログラム名 目 標 達 成 状 況 開 発 ・改 善 事 項 新 計 画 関 連 備 考

機種変換等に応じるため必要にせ また従来 の変換 プ ログラムは、

ま られ、作成 した ものが多い と思 100%の 自動変換率 を得 ることは

われ るので、1対1の ものが多い。 む ず か し く、20～30%の マ ニ

言いかえれば これ らの1対1の 変 ユアル変換が ともな うのが普通 で

換 プログ ラムは殆 ん ど実用 レベル あるが、 この点の改 良 も行 う必要

に あり、今後 とも具体的 な要求 に が あ る。

応じて数多 くのものが作成される

可能性が あろ う。

4-(3) ドキ ュ メ ン ト管 性能向上 テキス トの編集 を行 うエディタ 我が国で ドキュメン ト管理の機 (4)一(2)一 ㈲

理 プログ ラム 一 も ドキ ュ メ ン ト管 理 シ ス テ ム の 械化が遅れている最大の原因は何 ドキ ュ メ ン ト管理

一 環 と考 え れ ば
、 ソ ー ス プ ロ グ ラ といって も日本語の問題 であり、 用 プログラム

「 ド キ ュ メ ン ・ト ムの編集 等の作業はバ ッチ、会話 経済性も加味しての実用化の検討 (性 能向上)

の構成、字 向等 型 ともにすで にい くつか実 用にな はなお今後に残 されて いる。

を一定の標 準 と っ て い る 。 しか し一 般 の ドキ ュ メ

照合 し、 自動的 ン ト、即 ちマニュアルや仕様書等

に訂正 する プロ の機械による管理はまだきわめて

グ ラ ム 」 お くれて おり、5年 前の 状態か ら

さほ ど進歩 していない。

4-(4) プログ ラム自動 実 用 化 前回高度化計画 では、 フローチ フローチ ャー ト入力はその入 力 4-(4)一 ←う

作成 プログ ラム ヤー ト入 力 に よ る プ ロ グ ラ ム ジ ェ 方法に若干問題が あ り、む しろ 自 プ ロ グ ラ ミ ン グ ・

「 フ ロ ー ・ チ ャ ネ レ一夕を標記の名称で呼んでい 然諾、ディシジョンテ ーブル等に エ イ ド ・プ ロ グ ラ

一 トか ら プ ログ
るが、 実験 的なものは、 この5年 よる入 力方法 も含めてあらた なテ ム(実 用化) .

ラムの自動 的に 間にい くつか存在 した(例 えばフ 一 マ とす る 方 が よ い 。

製作する プログ ロ ー チ ャ ー ト言 語 、 フ ロ ー チ ャ ー

、

いずれにしろ入力表現のための

ラ ム 」 トか らプログ ラムへの 自動変換 ブ 一種の言語(問 題記述言語)の 開

ログ ラム、簡易な事務処理 プログ 発 と併せて推進すべきである。

ラムの作成を目的 とした日本語会 ユ ー テ ィ リテ ィ の 範 疇 と し て は 、
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分類番号 プログラム名 目 標 達 成 状 況 開 発 ・改 善 事 項 新 計 画 関 連 備 考

話形 プ ログラム言語等)。 しか し、 モ ジ ュ ー ル 結 合 に よ る プ ロ グ ラ ミ

5年 後 の今 日、実 用 になっている ングの簡略化技術の推進の方向が

ものは皆無 と言え よう。 あ ろう6

4-(5) 多 量 レベ ル ・フ 性能向上 この5年 間にかなり開発が進ん フ ロー チ ャ ー トの 利 用 目的 は2 4-(2)一(ロ)

ロ ー チ ャ ー ト 自 だ もの の一つである。 通 り あ り、 一 つ は ド キ ュ メ ン ト作 ドキ ュ メ ン ト作 成

動作 プログ ラム 機種、言語 を限定 し、 ソース プ 成 のためで あり、 もう一つは プ ロ プ ロ グ ラ ム

ログ ラ ム の ス タ テ ィ ック な 流 れ に グ ラミング ・エイ ドのための利用 (性 能向上)

「 プ ロ グ ラ ムの 対す るプログ ラムはほぼ実用化を で ある。 前者では多重 レベルの フ

コー デ イ ン グ シ 果 た している と言 ってもよい。 し
ロ ー の 作 成 、 変数 、 モ ジ ュ ー ル 間

一 トか ら フ ロ ー
か し一 つの プログ ラムで多重 レベ 等 の ク ロ ス ・ リ フ ァ レ ン ス 作 成 等

チ ャ ー ト を 自動 ルの フローに応 じられる ものは ま を含む ドキュメン ト作成機能の統

作成するものブ だ極めて少ない。また汎用性 も低 合化等の機能向上が期待され、後

ロ グ ラム 」 し(o 者の場合 は、 あるテス トデータに

対 し、 プ ログ ラ ム の ダ イ ナ ミ ッ ク

な フローが要 求され るとい うケー

ス が あ る。

4-(6) プ ロ グ ラ ム ・テ 性能向上 テス タや トレーサぱすべて この 左に述べた点は現在の技術で も 4-(4)一 回

ス ト ・ プ ロ グ ム 範疇に入 るので、 バ ッチ処理 に関 実用化が期待 し得 る ものであるが、 プ ロ グ ラ ム ・テ ス

ム してほぼ実用化が果 たされ、それ 更 に一歩を進 め プログラムの正 タ(性 能向上)

なりの性能向上 も行 われている。 当性 を評価 する とい うテーマもそ

残された問題は非同期処理プログ の実用性の限界を検討する意味 で

ラ ム の テ ス トの 充 実 と、 テ ス ト ・ 試みる必要があろ う。

デ ー タ ・ジ ェ ネ レ ー タ、 結 果 の 正

「 プ ロ グ ラ ム を 否 の 判 定 、 マ ク ロ/ミ ク ロの プ レ

テ ス トす る プ ロ キシ プル等情報の ダイナ ミックな

グ ラ ム 」 トレース、機能等 を統合 した、 よ

リ ト一夕ル なシステ ムの実 現であ

'k
A

、

'
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る 。

4-(7) プ ロ グ ラ ム ・メ 実 用 化 この プログ ラムの意図す る とこ 複数のユーザを対 象と した一元 4-(1)
ン テ ナ ン ス ・プ ろはやや 不明確で あるが、一つの 的 なメインテナンス情報の管理 と プ ロ グ ラ ム 管 理 ・

ログ ラム プログラムを対象 と した エディタ及 OSを 含む大型システ ムや、構造 メンテナンス用プ

びデバ ック用 プログラムの要素 を の複雑 なプ ログ ラムに対 する能率 ロ グ ラ ム

もつ も の と、 ラ イ ブ ラ リ ア ン の よ よ く正 確 迅 速 な バ ー ジ ョ ン ・ア ッ (性能向上)

うにあ るプログラム群 を管理する プのためのサポー ト機 能が必要 と

ための もの とがある。 な ろ う。

「運転開始後の 前者 は プログ ラムの変更、改 良

プログラムのか に ともな うもので、む しろ プログ

くれた欠陥の摘 ラ ム ・テ ス トの 一 環 と して 考 え ら

出修正及びシス れ 、4-(6)で 述 べ た よ う に一 応 の

テムの条件の部 実用化が果 た され ている。 また、

分変更に対する 後者の場 合 もFORTRANラ イ ブ

現行維持をオン ラリの管理等 の単 一 目的の ものは、

ライン運転 中に 十分実用 化が果た されている。 オ

自動的に行 うプ ン ラインで自動的に行 うもの は実

ロ グ ラ ム 」 用化され ていない。

4-(8) システム機 能管 性能向上 OSの 機 能に関 しては、OS内 シ ステム性能評価 プログ ラムの 4-(6)一(イ)

理 プログラ ム の ト レ ー ス 機 能 が、 また 二L－ ザ ブ 一環 として考えるべきである。 コ ン ピュ ー タ シ ス

ログ ラムに関 しては、COBOLや 測定の正確性、測定機能の拡張 テム性能評価 プロ

「障害機器、 障 FORTRAN等 言 語 オ リエンテ ド 動作解析 レポート作成機能の融通 グ ラ ム

害回線の診断と なプ ログ ラムがそれぞれある程度 性等、 更に機能向上 が必要である。 (性 能向上)

障害箇所の探索 の実用化が果 たされている。
」

又はシステ ム動 しかしながらIBMの 機種を対

作等の統計記録 象 とした数 々の プログ ラムと比較

を行 うプログラム」 すると国産機対象の ものはまだき
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分類番号 プログラム名 目 標 達 成 状 況 開 発 ・改 善 事 項' 新 計 画 関 連 備 考

わめて少 なく、且つ機能 が不充分

で あ る。

4-(9) 機密保持 ・記憶 性能向上 OS又 は デ ー タ ・マ ネ ー ジ メ ン 独立 した プログ ラム として存在 各種 プログ ラムの重

保護 プログラム ト ・シ ス テ ム の 機 能 の一 部 と して することが困難であり、他 のシス 要機能として入る○

サポー トされ るのが普通 であり、 テ ムの一環 として考え るぺ きであ

「OS.デ ー タ ・ 例えば ファイルにおけるパス ワー る 。

マ ネ ー ジ メ ン ト ド機 能は、必須機能 としてオペレ

をサポー トする
一テ イングシス テ ム に組込 まれ

ため、機密保持 ている。 また、主記憶中の情報の

と記憶の保護を 保護、利用者レベルでの保護 も詳

行 うプログラム」 細な レベルで行われている。 独立

1. した プログ ラムとしては5年 前か
.

ε ら殆 ん ど進展はみ られ ない。

1 4-00 システム性 能評 実 用 化 簡 易 形 シ ミュ レ ー タ ・ダ イ ナ ミ 4一 ⑧ で述べた如 く、 測定 の正 4一 ⑥ 一(イ)

価 プログラム ッ ク 形 シ ミ ュ レ ー タ ・ ソ フ ト ウ エ 確性、 測定機能の拡 張、 レポー ト コ ン ピ ュ ー タ'シ

「電子計算機の ア モ ニ タ ・ハ ー ド ウ ェ ア モ ニ タ 等 作成機能 の向上等 のほか リアル ステ ム性 能評価 プ

ハ ー ド ウ エ ア及 この5年 間にある程度の実用化は タイへ 非同期処理 システ ム等の ロ グ ラ ム

び ソ フ ト ウ エ ア 果 た されたが、機能、種類 ともき 動作解析測定データに もとづ くシ (性 能向上)

を含めた システ わめて限 られており、 したがって ミ ュ レ ー シ ョ ンの モ デ リ ン グ と シ

ムの機能 ・性能 使用者 も限定され、 一般 ユーザが ミュレーシ ョン等の機能 も含めて 4-(6)一(・)

の評価を行 うプ 広 く実用 するに至 っていない。 開発 することが望まれ る。 ソフ トウエア性能

ロ グ ラム 」 評価 プログ ラム

(実 用化)

■

」 へ 司亀
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分類番号 前回高度化計画開発プ ロ グ ラ ム 目 標 達 成 状 況 更に開発、改善 を行うぺき事項 関連する新高度化
計 画 備 考

5-(1) 経営管理 プログラム

5-(1)一 イ 予測解析 プログ ラム 汎 用 化 5年 前電算機 メーカー、計算 開発 された プログラムの本数 5-(3)一 イ

「従来の汎用統計 プ センターを中心 にか なり開発 さ は非常に多いが会話形式のもの 経 営計画 プログラ

ログラムや予 測解 析 れていたがこの5年 間にも経営 はまだ少な くべTSS化 が望 ま ム(性 能向上と汎

プ ロ グ ラ ム に 、 高 度 科学手法を主体として非常に数 れ る 。 用化)
の機能と各種サブシ 多 く開発された分野である。 そ

ステムを加え、用途 の中でも計量経済、統計関係が 5-(3)一 ホ

を拡張する プログラ 最 も多い。 経営科学手法プロ
ム。 」 統計手法は殆ん どが、汎用化 グラム(性 能向上

されているが予測手法の中には 汎用化)

気象観測など専用的なものが多

く含まれ ている。
,

オ ンライン利用等利 用 し易い

システ ムへの方向 もみ られ る。

5-(1)一 ロ 計画管理 プログ ラム 汎 用 化 5年 前 電算機 メーカー、建設 しか しなが ら使 いやす さ、融 5一 ③ 一 イ

会社を中心として開発 されてい 通性、処理速度 とい う点 で、 ま 経営計画用 プログ

「従 来 の ネ ッ ト ・ワ たが、 この5年 間 に もかな りの だ十分とはいえず性能向上を図 ラ ム

一ク手法に各種の技
数の プログラムが開発 された。 る必要 がある。 (性能向上と汎用化)

法 を加え て、 より精 例 え ば 、PERT、 シ ミ ュ レー

密な計画管理を行 う シ ョン等の汎用 プログ ラム及び

プ ロ グ ラ ム 」 ネ ッ トワ ー ク 手 法 の マ ル チ ネ ッ

トワーク処理 プログ ラム等 であ

る 。

5-(1)一 八 目標管理 プログラム 汎 用 化 5年 前 この分野での プログラ しかし効率化とい う観点から 5-(3)一 イ

「組織体の目的を数 ム開発 は殆 ん ど行 われていな より積極 的にこの種の プログ ラ 経営計画用プログ

量的 に把握 し、 目標 かったが、 この5年 間において ムを開発 してい く必要 が ある。 ラ ム
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前回高度化計画開発
プ ロ グ ラ ム 目 標 達 成 状 況 更に開発、改善 を行 うべき事項

関連する新高度化
計 画

備 考

達成のための全国、 もきわ めて少なか った。 (性能向上と汎用化)

評価 ・選択 を行 うブ

ロ グ ラ ム。 」

5-(1)一 二 生産管理 プログラム 汎 用 化 5年 前電算機 メーカー、計算 今 後 デ ー タ ・ベ ー ス と エ ン ド 5一 ② 一 イ

「量産、受 注両用の センターでか なり開発 されてい ユ ー ザ ー言 語 を リ ン ク した シ ス 生産 管理用 プログ

生産計画、見積計算 たが、 この5年 間 において もか テムの開発 がますま す望 まれる。 ラ ム

在庫、輸送、資材設 なり多 くの プログラムが開発 さ (性能向上と汎用化)

計管理等を行うプ・ れ た 。

グ ラ ム 」

5イ1>ニ ホ 販 売管理 プログ ラム 汎 用 化 5年 前電算機 メーカーや計算 しか し専門的なものばか りで 5-(3)一 イ

「流通費の節減、多 センターを中心 にかなり開発 され あり、 より汎用化に使用で きる 配送、在庫管理用

様化する定型商品の たがほ とん どCOBOLを ベ ース プログラムの開発 が望 まれるo
プ ロ グ ラ ム

ロ ッ ト化 に と も な う に したバ ッチ処理で あった。 こ (性能向上と汎用化)

需要予測、自動発注 の5年 間に この分野はめざま し

販売事務処理等 を行 い発達を とげ、国鉄や旅行 サー

う プ ログ ラ ム」 ビス会 社を始め としてオ ンライ

ンによる販売管理 システ ムが多

数開発 され た。
.

小売業においても仕入伝票形

式の統一化等の形式 ・コー ドの

標進化の プロセスが進んでお り、

汎用化への方が容易になってき

た 。

5-〈1>一 へ 経営管理用 シ ミュレ 性能向上 5年 前に比較 して非常に開発 しか し専門的なものばかりで

一 シ ョン プ ロ グ ラ ム の進ん だ分 野である。 あ リ エ ン ド ・ユ ー ザ ー で も使 用

電算機 メー カーを中心に連続 できる プログ ラム言語の開発 が

系非連続系の プログラムの他に 望 まれる。

〉
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分類番号 前回高度化計画開発プ ロ グ ラ ム 目 標 達 成 状 況 更に開発、改善を行 うぺき事項 関連する新高度化
計 画

備 考

「OR手 法 、統計解 デ ィ シ ジ ョ ン、 サ ポ ー ト ・シ ス 5-(3)一(ホ)

析等を総合的に組 テ ムとしての活用 をめざしたプ 経営科学手法プロ

込み、離散系、 連続 ログ ラムもい くつか開発 されつ グ ラ ム

系の双方を扱えるシ つ あ る。

ミ ュ レ ー シ ョ ン プ ロ

グ ラ ム 」

5-(1>一 ト 保険、証券、銀行等 汎 用 化 これ らの企業におけ るコンビ 顧客情報、財務情報、本部情 5-(3)一(ロ)

の経営管理 プログ ラ ユ 一 夕 リゼ ー シ ョン は 非 常 に進 報 、 マ ー ケ ッ ト情 報 な ど を一 元 経営診断用プログ

ム 」 んでお り、5年 前か ら銀行 では 化す ることに より、有益 な情 報 ラ ム

「審査の選 択、 リス オンラインが稼動 していた し、 をタイム リーに加工 して提供 す (性能向上と汎用化)

クある投資の決定、 その他の本来業務 もバッチ処理 る システ ムの開発が望 まれる。

マ ネ ー ・フ ロ ー 回 収 されていたが、 この5年 間 では 5-(3)一 ←→

の タ ー ン ア ラ ウ ン ド 総合 オンラインとい うことで業 財務管理用プログ

化 ネ ッ トワ ー ク 間 の 務拡 大 とMISに よるデ一 夕ベ ラ ム

情報流通、文書管理 一スの構築
、MSに よ る意志決 (性能向上と汎用化)

等を行 うプログ ラム」 定支援システムの開発が非常に

きわだってい る。

5-{2ト ィ 人事、給与計算 プ ロ 性能向上 5年 前、人事給与 プ ログ ラム しか しなが ら小型機 のユーザ 5-(3)一(→

グ ラ ム は一般ユ ーザにおいて計算機導 にお いては、 ハー ドの制約 もあ 人事管理用 プログ

「給与計算の人事を 入の段階から広 く作成 されてい り、今一歩の感が あるがハー ド ラ ム

共通 のファイルで処 たが、いわゆる計算 プ ログ ラム の進歩 もみ こめる ことか ら大型 (性能向上と汎用化)

理す るため、 遡及計 に過 ぎず 高 レベルの一貫 した人 機ユーザ並の人事給 与プログ ラ

算経歴管理等のほか、 事管理プログラムは実用化され ムの実現 も可能 であろ うo

適 正検査、相性、意 ていなか ったoし か し、 この5

、

一 方
、 汎 用 パ ッケ ー ジ プ ロ グ

欲度等の計量心理学 年間でファイル管理技術の進歩 ラムとしては、最 も遅 れた もの

の進展を加味 したプ とあいまって人事 マス タフア イ の1つ であり、今後人事給.与シ

ログ ラム 」 ルの構築が進み、人事給与 プロ ステ ムの標準化 をさらに進 める
1Ill
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分類番号
前回高度化計画開発
プ ロ グ ラ ム 名 目 標 達 成 状 況 更に開発、改善を行 うべき事項

関連する新高度化
計 画

備 考

グラムのレベルはか なり高 いも 一方汎用性 の高いパ ッケージ ブ

の とな り、機能面 の目標はほぼ ログ ラムの開発 を強力に進 める

達成 された。 のが望 ま しいb

具 体例 と しては、人事考 課、

各個人の能力 ・機能の登録を含

む入事 シス テムのプ ・グラムや

人事統計予測の システムの プロ

グ ラムが開発され ている。

5-{2ト ロ 原価、会計、財務計 性能向上 この5ケ 年間 に原価計算 プロ 原価計算については、計算事 5-(3)一 θ

算 プログラム と汎用化 グラムの性能向上はほS初 期の 務の分析に重点を置 き処理の標 財務管理用プ・グ

「高次元の情報会計 目標 を達成 した。 しか し、汎用 準化を計 り、汎用化を進めなけ ラ ム

処理を目的 とするプ 化の目標を全く達成されていな ればな らない 。 (性能向上と汎用化)

・グ ラムの例えば行 い。 そ もそ もこの分野の汎用化 又、会計財務に関してはその

列簿記用、連結決算 は処理が多様にわたるためかな 後デー タベ ース技術 の急速 な発

用 、 シ ス テ ム 監 査 用 、 り困難 であった。 展 に伴 い 、 マ ト リ ック ス ァ カ ウ

LPモ デルによる予 叉、会計財務 に関す る プログ ンテイング等の新 しい手法 も実

算、業務別管理会計
"

ラムについ ては性能向上、汎用 現可能の見通 しと思われるので

モデル、更新資金配 化の 目標はほS達 成 された。 さらに性能向上を図ることが望

分の最適化、精密保 ま しい 。

持、犯罪防止用等を

行 うプ ロゲラム」

5-〈2)一 八 統計処理 プログ ラム 汎 用 化 この5年 間に個々の機能を持 従 って、今後 は処理の体系化、 5-(3)一 因

「 デ ー タ ・ プ ア イ ル ・ つ統計処理 プ ログ ラム、例えば 標準化 を図 り、一層の汎用 化を 経営科学手法プロ

マ ネ ー ジ メ ン ト機 能 、 時系列分析プログラム等各適用 強力に進めるぺ きである。 その グ ラ ム

指定 データ検索機能、 分野及び目的に応じた形での各 際に重要な事は、使い易さであ (性能向上と汎用化)

作表機能を充実 させ 種統計、予測 システムの プログ り、一種の言語 すなわち、統計

た統計処理 プログラ ラムなど、 多数の プログ ラムが 処理用語 として とらえる方が 一

」 毎
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分類番号
前回高度化計画開発
プ ロ グ ラ ム 名 目 標 達 成 状 況 更に開発、改善 を行 うべき事項 関連する新高度化

計 画 備 考

'

ム 」 開発され性能向上が図られたが 良い。そ のことにより経営科学
、

体系化 され、汎用化 された プ ロ 手法の強力な ツール となるよう

グ ラムは一部で あり、全体 とし 考慮し、 さらに性能向上を図る

ては実用的 な ものは ない。 ことが望ま しい。

5一 ② 一二 事務処理用会話型ブ 実 用 化 TSSや オ ン ラインを可能 と 各種事務処理 プログラムの会 各種事務処理プログ

ロ グ ラ ム する大型電子計算機の開発が行 話機能として位置づけるととも ラムの機能 とする。

「特 に デ ー タ ・べ 一 われ、遠隔地端末か らアクセス に機密保持のための各種手法、

スを考慮 した事務処 す ることのできる事務処理 プロ オ ン ラ イ ン で の デ ー タ ベ ー ス へ

理を会話形式で行 う グラムの範囲が拡大 してい る。 の アクセス手法 を開発 し、 プロ

プ ロ グ ラ ム 」 グラムの性能向上 をはかる こと

が望 まれる。

5ヰ3)一 イ システム制御用 プロ 性能向上 5年 前 システム制御 プログラ しか しなが ら、具備すべ き機 5-(5)一 八

グ ラ ム ムは限定された目的に対 しては 能の整理が行われ てお らず、又、 製造工程制御用プ

実用的であったが、機能拡充に そ の評価に於ては定説がない、 ロ グ ラ ム

「数値制御、自動設 対する柔軟性等の面では必ずし システムの対象、要求水準別 に (性能向上と汎用化)

計等の システムの特 も満足では なく、 また実用化さ 基本的な機能、付加的な機能等

性 目的を標準的に記 れ た例の数 も多 くなったことか の分類 を行い、利用者の利便を

述 し、 シ ス テ ム を最 ら運用上改善を必要 とする点も はかる ことが必要 である。 '

'

適 に制御する プログ 多 か っ た 。

ラ ム 」 このため性能向上が目標とな .

っ て お り、 こ の5年 間 で 、 プ ロ
、

セス制御用等の面で進展がみら 4

れ る と と もに 、 ま た 、 デ ー タ 通
A

信技術 の開発や コン ビュータネ F

ッ トワークの技術の向上 に より、

より広域 にわたってのデータ収集

と制御が行 われるようになった。 ,
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分類番号 前回高度化計画開発プ ロ グ ラ ム 名 目 標 達 成 状 況 更に開発、改善を行 うべき事項
関連する新高度化
計 画 備 考

5ヰ3>一 ロ 環 境管理用 プログラ

`

実 用 化
」

5年 前環境管理を支持する為 しか しながら、 対象 となるべ 5-(1)一 ロ

ム の プログラム開発 は着手 された き範囲の拡大、管理水準の深化 環境管理用プログ

,「公 害 発生 源 と気 ばか りであった。 それ以降5年 も同時に進ん だ為、今後 とも開 ラ ム

象条件を考慮 して公 間開発は進展 し多くの成果が確 発 を行 う必要 がある。 (実 用化)

害発生施設の稼動状 認 された。

態 を コ ン ト ・一 ル す

る プ ロ グ ラ ム 」
1'5
-(4)一 イ 自動設計解析プログ 実用化と 5年 前 において、土 木、 建築、 しか しなが ら、 当初設定 され 5-(6)一 イ

ラ ム 性能向上 造船、化学、原子力、機械等各 た本項目に含まれるべき技術分 構造解析用プログ

; 「土木、建築、造船、 分野における自動設計用プログ 野は甚だ しく、 多分野 にわた り、 ラム(性 能向上)

化学、原子 力、機械、 ラムは甚だしく対象物 を限定 し か つ、該 当すぺき プログ ラムも プ ロ セ ス ・ シ ミ ュ

電 気、照明、光学、 た ものであ り、 した がって適用 多岐、多 レベルに及ぶので、新
レ ー シ ョ ン 用 プ ロ

測量、設備等の分野 範囲の拡大 と総合化 した自動設 高度化計画では、項目の分化を グ ラ ム

における自動設計 ・ 、 計 プログラムの開発 が目標 とな 行い、なお且つ現在では自動設 (性能向上と汎用化)

解析 を行 うプログラ る とともに、更に製造工程への 計 と い う よ リ コ ン ピ ュ 一 夕 、 エ 5-(6)一 八

ム 」 情報提供 もその目標範囲に含ま イ デ ッ ト ・デ ザ イ ン シ ス テ ム
コ ン ピ ェ 一 夕 ・エ

れていた。 この5年 間で回路の (CAD)と の呼称が適切且 つ一 イ デ ッ ト ・デ ザ イ

自動設計、空調設備、鉄骨 フレ 般的と思われるので呼称を変更
ン 用 プ ロ グ ラ ム

一ム
、PC造 壁 式住宅等 自動設 し た。 (実 用化)

計 プ ログ ラム等数多 くの限定 さ CADは 今後最 も開発される 5-(6)一 二

れた 目的 プログラムの開発 がな べき分野であって、技術的裾野 原子力技術計算用

され、 ある分野においては実用 1も 広 く、 多 くの サ ポ ー ト プ ログ
プ ロ グ ラ ム

化段階に達 している。 ラムを必要 とするが、それ らを (性 能向上)

、

,

含めて新高度化計画の中に一項 5-(6)一 ホ

目を残す。 宇宙開発技術計算

用 プログラム

(性能向上)
一

」 吃
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分類番号 前回高度化計画開発プ ロ グ ラ ム 目 標 達 成 状 況 更に開発、改善を行 うべき事項
関連する新高度化
計 画

備 考

5イ4)一 ロ 数学処理 プ ログ ラム 性能向上 5年 前において は本 プログ ラ と く に な い 。 消 去

「数式記号処理や行 ムは方程式の分解、行列式処理

列演算処理を簡易に を会話形式で行う等の機能を目
一

行 うプログラム」 標 として有 していた。 この5年
・

間 で、 これ ら機能を有す るサ ブ

ルーチン群の開発が行 われて提

供 され てお り、実 質的 に当初の

目的を達成しており新高度化計

画 として特に項目を設けて取り

上 げる必要 はな しとする。

5-〈5)一 イ CAI用 会話形言語 実 用 化 この5年 間に ガイダンス機能 学習 プログラムの効果 を高 め 5-(1)一 ト

プ ロ グ ラ ム エ ラー検出機能、CAI特 有 の るための各種手法を開発 し、 CAI用 プ ロ グ ラム

「各種の周辺装置や ドリル機能、生徒の学習履歴や CAI言 語の機能の拡充をはか (性能向上と汎用化)

新 しい装置を用いた 問題解答成績等の分析評価機能 る 。

教育を行 うなど電子 等 を備 えたプログ ラムが開発 さ

計算機を利用して教 れている。 しか し、CAIの 普及と

育を効率的かつ体系 い う点か らす れば、 より広 い視

的 に行 うプログ ラム」 点での開発促進が必要となろうb

主 として経 済性の要因か ら、
1

この5年 間 のCAIシ ス テムの

発 展は予想以下に とどまった。

一部ではほぼ実用化の域に達 し

ているものもある然 矢張一般 へ

の普及は今後に待たねばならなレ、

5一 ⑤ 一(ロ) 教 育、訓練、事務用 性能向上 一般 に我国 では
、 この種 プロ よリ ト一夕ルな学校事務 の機 消 去

プ ロ グ ラ ム グ ラムは未発達 である。 械化 をサポー トする ソフ トウエ

「大学、企業等にお 但 し入学試験業務や職員の給 アが必要であるが、全体 として
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分類番号 前回高度化計画開発プ ロ グ ラ ム 名 目 標 達 成 状 況 更に開発、改善 を行 うべき事項
関連する新高度化
計 画

備 考

いて必要な知識を教 与の処理等は若干の大学で行っ は、 とくに開発す べき事項は な

育 した り、 あるいは て い る。 い 。

職業訓練等を行 うさ ま た 、 リモ ー トバ ッ チ に よる

いの各種事務用のブ 授業分析用プログラムの開発及

ロ グ ラ ム 」 びTSSで 図書館業務や科学技

術計算 を行 うことので きるシス

テムの開発例がある。

5一⑥ 一ω 医療事務用 プログ ラ 性能向上 5年 前 において、 医療事務用 しかしながら、医療診断請求 5-(1)一 国

ム プログ ラムは医療診断請求、病 に 関 して は、 各 メ ー カ、 ユ ー ザ 医療事務用プログ

「医療診断請求、病 歴管理、健康管理、計量薬理等 で プログ ラムを開発 し、性能 向 ラ ム

歴管理、 健康管理、 をサブパ ッケージとして一連の 上 に も、 つ とめてい るものの、 (性能向上と汎用化)

計量薬理等をサブパ 処理 を行 うものが含まれ、性能 システム上、行政 レベルで整理

ッ ケ ー ジ と して 一 連 向上 を 目標 としていた。 統合すべ き記号、番号、 レセ プ

の処理を行 うプログ ① この うち医療診断請求につい トの様式等の問題 もあり、 ミニ

ラ ム 」 ては、 数多 くの プログラムが コン使用の開業医用や、 コ ンビ

実用化され、性能向上 も見ら ユ一夕の共同利用 も含めて、更

れ るが、実 際に使用 している に性能向上、汎用化を進めなく

ユーザは、病院、開業医 とも てはな らない もの と思われ る。

に、 まだ限定されている。 病歴管理、健康管理について

②病歴管理、健康管理について は、部分的に実用化され、 性能

は、局部的 に実用化 されてい 向上を実施した部分もあるが、部

るが、 上記 よりさらに普及の 分的であるため、普 及度 も低 く、

度合いは低い、また医療用言 今後、医療情報デー久 ベースの問

語 が一部発 され、病歴管理シ 題 として総合的にとらえ、性能向

ステムの開発 に利用 されているo 上と汎用化を目指す必要がある。

③計量薬理 な どについては、医 特 に医療情報のデータ ・べ 一

療会計、保険請求に含まれる スについては、管理 と検索 につ

一 子
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部分は①に含まれるが、病院内 い て だ け で な く、 他 の デ ー タ ・

の薬品の在庫 管理 を コン ビュー ベ ース より以上に機 密保 護の問

タ化 している ところの数 は多 く 題や、また、画像情報のデ ータ

ない。治療に関連 し処方検査 化と処理等、技術的にも高度 な

(配 合禁忌極量CHECK)薬 効 ものが含まれる。

検定 も、実用化の中期程度にと

ど ま っ て い る 。

5一 ⑥ 一 ロ 自動診断 プログ ラム 試 作 この種 プログ ラムの基本部分 今回の高度化計画においては 5-(1)一 ホ

となる心電図、脳波、 カテーテ 基本部分の性能向上と汎用化を 医療用 プログ ラム

「広域にお いてオ ン ル圧波などの波型解析、各種検 基礎に、広域での医療診断 シス (性能向上と汎用化)

ラインに より基 礎的 査結果からの診断や検査時の各 テムとして実用化 し、性能向上

な健康診断を自動的 種計算、放射線治療時の線量計 を目指す必要が ある。 特に、医

に行い医師を補助す 算薬剤関係等のプログラムに関 療需要の増加 と医療設備、医師

る プ ロ グ ラ ム」 しては、試作 か ら一部実 用の域 供給 のアンバ ランスや、 それ ら

に入 って来た。 しか し、 広域で の地域による格差のはげ しさを

の オンラインに よる 自動 診断へ 考え ると広域医療診断 システ ム

の結びつきとなると未だ試作中 として開発 する ことが必要 であ

の試作 といって過言 では ないと、 る 。

思 われ る。

一 部 ロ ジ ッ ク の 定 義
、 ア ル ゴ

リズ ムの開発、各種 データを集

め特徴抽出と決定論理の設計が .

行われたが、各種システ ムが試

行錯誤的に試作されている段階
、

で あ る。

5-〈7)イ ィ) 汎用 ファイルマネジ 性能向上 3-(1)一 ホ 参 照 3-(1)一 ホ 参 照 3一 ② 一 ロ

メ ン トプ ロ グ ラ ム データベース用言語
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関連する新高度化
計 画 備 考

5弍7)一(P) 一般情報検索 プログ 性能向上 5年 前において一般情報検索 しか しなが ら、 文書、文 献検 プ ロ セ ッ サ

ラ ム プ ログ ラムは、文書、文献検索 索のよ うに特 に索引作業(タ グ (性 能向上)

「 オ ン ラ イ ン ・パ ッ 及 び事項検索 において、 キーワ の付与)に 困難 と不確定性が伴 5-(2)一 八

チの両方に使用でき 一 ドに よるバ ッチ検索の面にお う検 索においては、検 索時 にお 文献検索用プログ

る デ ー タ ・マ ネ ー ジ いては、一応 の機能 を有す るレ け るマン ・マシンの会話機能 が ラ ム

メン ト用の言語 プロ ベ ルには達 していたが、 日本語 是非 とも必要 であり、 この面 が (性 能向上)

セッサを含む プログ の処理 または、 キーワー ドの統 立遅れている。また公開情報の

ラ ム 」 制の面で改善すぺき点が多かっ 検索サー ビスについては、 ファ

た。一方大量の蓄積情報を必要 イルの集 約化 のメ リッ トが大 き

とする不特定な利用者に対する く、計算機 ネ ッ トワークの発達

情報検索サー ビス も、 機械可読 とい う背景要因の変化 ともあい

情報の流通の遅れ、情報需要の まって、 新オン ライン会話型検

未熟 さによって、立遅 れていた。 索の機能を開発する必要が生 じ

このため種々の面における性能 ている。 さらに近い将来におい

向 上 が 目標 と な っ て い た が 、・こ て、外国 の情 報 サー ビスの上陸

の5年 間においてサー ビス面が も予想 されてお り、 今後5年 間

急速に進歩 し、性能向上の目標 を見 通 した場合、特に オンライ

については、 バ ッチ検索 では大 ンサービスを実用化す る目標 を

幅 な改善が達成 され、 オ ンライ 達成する必要がある。なお会話

ン検 索につい ても、 アクセス法 機能の必要性の低い検索につい

や ファイル構造 など特定 な情報 ては、既 に実用化の域にある と

領 域、例えばオン ライン用IR みて よい。 これ らについては、

プログ ラムでは実 用化 と向上が 個 々の プログ ラムの中において、

達成 されている。 ただ し日本語 その実用化と性能向上がはから

処理についてはみるべき成果は れ るべ きであろ う。

あがっていない。 '

c
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関連する新高度化
計 画

備 考

5-〈7)一 日 統計情報検索プログ 性能向上 5年 前において統計情報検索 しか しなが ら、 この プログラ 5-(2)一 八

ラ ム プログ ラムは、統計データの検 ム は 個 々の ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ 文献検索用プログ

索及びそれぞれの領域における ログラムに付随すべ きもの であ ラ ム

「統計情報の検索を 特定の統計処理にお いて、一応 り、 その中での性能向上は当.然 (性 能向上)

行 うと とも に、 各 の機能特長を有するレベルには 行われ るぺきで ある。 また、統

種の統計処理 もほど 達 していたが、特定の利用分野 計情報の検索 とニーズに よる特

こせるプログ ラム」 ごとに限 られ、汎用性 の面にお 定の処理加工 サービスの普及 も

いて性能を改善すべき点があっ 予測されることか ら、今後5年

た。 このため性能向上が 目標 と 間を見通 した場合、特に公共シ

なっていたが、 この5年 間で個 ス テ ム 用 プ ログ ラ ム の 中 で 、 そ

々の プ ログラムについては向上 の実用化 と性能向上がはかられ

が推進 され たが、汎用性 につい るべ ぎであろ う。

ては、 デー タが 多種 多様 であ り、

またデータバ ンクもそれぞれの

利用分野ごとに成立する傾向に

ある ことか ら、汎用の統計情報

検索 プログ ラムに対す るニーズ

が 弱 く、所期の 目的 が達成 され

た とはいいがたい。

5ヰ7)一 二 汎用シソー ラスの 自 実 用 化 5年 前 に お い て 、 シ ソ ー ラ ス しか しなが ら、本 プログ ラム 5-(2)一 八

動 作成 プログ ラム 自動作成 プログ ラムは、その 自 は文献検索システムの実用化及 文献検索用プログ

動編集 アル ゴ リズムについては び性能向上にとって不可欠のも ラム(性 能向上) ・

「デ ー タ ・ フ ァ イ ル 開発 ・試作 が行 われていたが、 のであり、 さらにオ ンライン会
、

の中か ら自動的に シ 実用化の点において遅れている 話型の検 索システムにおいては、

ソ ー ラス を 生 成 し 、
へ 、
、' 点 があり、 また実用化には 日本 シ ソー ラ ス の ル ッ ク ア ッ プ が 、

人間 のインプットす 語処理 も必然的な要件であった。会話の基本機能の一つであるこ

る シ ソー ラ ス あ る い このため、実用 化が 目標 となっ とから、柔軟な シソーラスの更
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計 画 備 考

は更新 もうけつけ る ていたが、 この5年 間 において 新機能は、今後 とも性能向上を

プ ログ ラ ム 」 大規模な情報検索システムの実 達成 しなければならない。 これ

用化に呼応 して、自動編集の面 は今後 ともオン ライン検索 シス

では日本語処理 を含めて、,実 用
・

テ ムの実 用化の中で、達成 され

化が達成 された。 るぺき性質のものである。

しか 、し、 デ ー タ フ ァ イ ル の 中

か ら自動的に シソーラスを生成

する 自動作成については、 プロ

グラ ミング以 前の問題点 が多 く、

実用化は未達成である。 また、

シ ソー ラスは本来的 に フレキシ

ブルで あるぺきであるが、 自動

編集における更新 も含めての柔

軟性については、未達成の部分

が多い。

5-〈8)一 イ グ ラフィック処理用 実 用 化 5年 前 において グラフィック しか しなが ら、一層人間 に と 3-(2)一(イ)

プ ロ グ ラ ム 処理 用 プログ ラムは、 デ ィス ブ って取扱いやすい性能をもつ汎 汎用図形処理用言
レイ装置 を用いてグ ラフィック 用的 な図形処理 プログ ラム専用 語 プ ロ セ ッ サ

「ディス プレイ装置 ス を処理 することの種 々の試作 的な問題に対する高度の処理機 (性 能向上)

を 用 い て 、 グ ラ フ ィ が行 われていたが、隠れ線 ハ 能 をもつ プログラムについては、

ックスを効率的に処 一 フ ト ー ン
、 カ ラ ー処 理 、 図 形 今後 のハー ドウエア機能 の向上

理 できるプログラム」 ぬ りつぶ し、 三次元データ処理 と相 まってさらに実 用化 をすす

形状の自動設計の一端であるC め、今後5年 間に①操作性高 く

ADシ ス テム、TSS等 の効率 且 つ広い範囲の アプ リケーシ ョ

的処理に不十分な点が あり、 こ ンに対処 し、②3次 元図形処理

れらの実用化が目標 とされてい の機 能 をもち、 ③ ハー ドウェア

た。 この5年 間で比較的簡単 な システムの機能 を十分生 か して、

←、.へ 『
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汎用 プログラムについては実用 ハー ド・ソフ トの負荷分担 を考

化 を完了 した ものが多 く、 ソフ 慮する等各種機能を強化する必

トウエアの性能向上 が推進 され 要がある。

て い る。

5-(8)一 ロ 簡易パターン処理用 実 用 化 5年 前において種々の試作が しか しながら、 さらに高度の 5-(2)一 イ

プ ロ グ ラ ム 行 われ ていたが、技法 の設定、 認識機能については、技法にな パ ターン情報処理

機能の拡大等に不十分な点があ お検討すべき ものが多 く、 また、 プ ロ グ ラ ム

「簡単な図私 二次 り、 これらの実 用化が 目標 とさ イ メ ー ジ プ ロ セ シ ン グ と し て も (実 用化)

元、三次元の物 体、 れ ていた。 この5年 間で限定さ 機能的に一層の拡大を必要とす

明瞭 な音声、明瞭に れた印刷文字、簡単 な図形等に る点が多い。今後の5年 間にお

書かれた文字等各種 ついては、そ の処理 プログ ラム い て は 、 ハ ー ド ウ エ ア の 進 歩 を

パターンを認識処理 の実用化 され た ものが 多い。 考慮 しなが ら、各種パターンの

す る プ ロ グ ラ ム 」 入出力装置を含む。情報処理を

行 うシス テ ム と して とくに①

音声入力、②手書 き文字の認識、

③地図、図面そ の他の画像、④

三次元物体の認識、⑤各種セン

サーによる遠隔処理等の機能を

もつ プログ ラムを実用化す る必

要 がある。

5ヰ9)一 イ 日本文処理 プログ ラ 性能向上 5年 前において日本文処理プ しか しながら漢字、 カナ混 り 5-(2)一 ロ

ム ログ ラムは簡単 な個別的 プログ 文の総合処理 については、 なお、 日本文処理用 プロ ・

ラムが実用 されていたが、 さら 検討すぺ き事項が多 く、辞書 の
、

グ ラム

「漢字、 カナ湿 り文 に広 く日本文 を処理 し各種アブ 整備、 コー ドの標準化等に対処 (性 能向上)

の総合処理機能 を持 リケ ー シ ョ ン を サ ポ ー トす る こ する必要がある。今後の5年 間

つ プ ロ グ ラ ム 」 とを目的として日本文処理方式 においては、①漢字入出力の機

を検討し、性能向上 を目標 とし 能をふまえた日本文の入出力処
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前回高度化計画開発 目 標
プ ロ グ ラ ム 名 達 成 状 況 更に開発、改善を行 うべき事項

関連する新高度化 備 考
計 画

5弍9)一 ロ 簡易言語翻訳プログ 実 用 化

ラム

「日本語 と外国語 と

の相互の簡易な翻訳

を行 うプログラム」

ていた。 この5年 間 に入 出力機

器 の進 歩 普 及 と相 ま って、ヵ

ナを漢字湿 り文へ変換 する等カ

ナ ローマ字入 力については実用

化 に入 った ものが多 く、漢字処

理 について も普及が著 しい。

5年 前にtev>て簡易言語翻訳

プログ ラムは日本語 と外国語 と

の相互 の翻訳 を行 うことが研

究的段階で試みられていたので、

英語と日本語の間の論理的表現

の翻訳について実験検討 を行

い、一部実用化することを目標

理② カナ文字入力文の文書 内容

に よる 自動解析に よる漢字 の選

択、③ マンマシンコ ミュニケー

シ ョンに よる作業効 率の向上、

④JIS漢 字 コー ドに準拠 した

内部処理、⑤ 日本 文の出力等の

機 能を もつ プログラムの開発 を

行 う必要がある。

翻訳 については さらに基礎的 消 去

研究が必要であ り、実 用化 に対

しては 日本文処理 技術 の発達 が

前提条件である。

としていた。辞書 としての機能

を主 とする簡易な形式のものや

専門分野に限っての ものが努力

されているが、いずれ も翻訳 と

しての実用化には至 っていない。

一
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